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ラームプラサード・ビスミル自伝



ラームプラサー ド・ビスミル自伝

わが生涯の瞥見 革命運動の 11年

何に書えんこの声を

肱の底より聞こえくる

胸震わするこの声を

命の限り舞えわが剣

ビス ミル
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はじめに

本書はバナーラシーダース・チャ トゥルヴェーディー編のラームプラサー ド・ビスミルの自

伝 可 R積百 ョヽ蒸こiミ :`¬「 (き゛),ettP「「R7嚢濡 くIHyulく `fミ Tfミ|`TR¬「'(蘇平聞「 ‐くIHyulく `f≧ rfミFrTR¬「'),

…
甲 お ,け ,1958の翻訳である。

著者のラームプラサー ド・ビスミル (1897‐ 1927「 ビスミル」はウル ドゥー語詩人としての雅

号)は 1925年 8月 9日 に英領インドの北部鉄道 (Northern Railw町 )のサハーランプル ー
ラクノウ線でラクノウ駅の 2駅手前のカーコーリー可爺金 駅 (kakOri)と 1駅手前のアーラム

ナガル

ー

駅 (Alamnagar)と の間において 1924年 10月 にカーンプルで結成された反英

武力革命運動組織インド共和国協会 (HinduStan Repubhcan Association)の 他の 9人のメン
バーと武力革命運動の活動資金調達のため鉄道公金の強奪を行つた。この事件はこれ以前もこ

れ以後も多数実行された反英武力闘争の中でも富裕な個人や商店,あ るいは,企業に対してで
はなく政府公金を武力活動の資金源としようとした点が新しかった。 (R C Majumdar,History

ofthe Freedom Movement in lndia,Calcutta,1963,Π ,p494)

この事件では 44名 が逮捕されその内 15名 は証拠不十分で釈放された。29名が当時のインド

刑法第 121条イギリス皇帝に対する宣戦布告,同第 120条騒乱共謀罪,同第 302条殺人罪,同
第 396条強盗殺人罪により起訴され特別法廷で 27名 が有罪とされた。首謀者とされたラームプ

ラサー ドを含む 4名が絞首刑に処せられたほか,4名 が終身流刑になり,共犯証人 (approver)
2名 を含む 4名が不起訴になつた。それ以外の者たちは刑期 14年から5年の禁固刑に処せら
れた。

以下に訳出したのはこの事件の首謀者とされたラームプラサー ド・ビスミルが処刑される直

前まで獄中で書き記 した自伝である。極めて制限された状況で執筆されたものであるだけにそ

の記述には記憶が曖味であったり不正確であつたりしたための不正確さや混乱が存在したこと

が考えられるのでこれを読むに当たっては注意すべきであろうかと思う。また,その内容の一

部については同志内の対立などが言及されているために編者の B.チャトゥルヴェディーは,本
書を「烈士叢書」の一巻として公刊することに躊躇したようであるが,こ の事件に 17歳で直接

参加して逮捕されたマンマ トナー ト・グプタ (平平耳障 T→ の意見を参考にしてこれを叢書の
一巻とした旨を記している。 (M.グプタの見解については本書の末尾の文章を参照されたい。)

編者のチャ トゥルヴェーディーは本書がインド独立後 1958年 に至るまで公刊されることの

なかったことをインド国民の忘恩,あ るいは,忘恩の蔓延している時代風潮のせいであるとし
ている。そしてこれがラームプラサー ドの処刑後間もなくして刊行されたものの英官憲によっ

て禁書とされたまま 30年の月日を経てようやく刊行されるに至ったことを嘆いている。ナチ
スの手により 1943年 9月 8日 にベルリンで処刑されたチェコの反ナチ抵抗運動の殉難者であ

る作家 。ジャーナリス トのユリウス・フーチク (1903‐ 1943)が 刑務所で処刑前に書き残した手

記『処刑台からのレポー ト』 (邦訳は栗栖継訳「嵐は樹をつくる 一 死の前の言葉」,東京・学



芸社,1952に所収)が 1957年 の時点でインドの 9言語に翻訳され出版されていることを思い

合わせるとその嘆きは当然のことであったろう。

ゴーラクプル刑務所で処刑を前にして書かれたラームプラサー ドのこの文章は名簿用紙に鉛

筆書きで記されていたと伝えられる。それは同情したというよりも恐らくその人柄に尊崇の念

を抱いた看守たちの手によつてゴーラクプル市の著名な国民会議派幹部で「スワデーシュ」誌

の編集長であつたダシャラトプラサー ド・ ドゥヴィヴェーディーのもとに 3回に分けて届けら

れた。最終回の分は処刑の前日に届けられたという。 ドゥヴィヴェーディーはそれをグループ
のメンバーで後にラーホール陰謀事件で終身流刑になったシヴ・ヴァルマーに委ねた。シヴ・

ヴァルマーはそれをカーンプルの Hindustn Republican Associationの 同志でジャーナリス

ト・社会活動家で日刊紙プラタープ (Ч d Ч)の編集長ガネーシュシャンカル・ヴィディヤール

ティー 赫 ― ―   (1890‐ 1931)の手元に届けた。本書の序文を書いている元同志のバグ

ワーンダース・マーホウル咽可TN「 ¬帳ヽ の言によればこのグループの生き残りで後に華々し

く烈士として果てたチャンドラシェーカル・アーザー ドやバガット・シンなどは内容に悲観的

な要素や内部抗争にかかわる記述が多いとの理由でこれの刊行に反対したもののヴィディヤー

ルティーはこれを『カーコーリーの烈士』の巻頭に収めて刊行した。命を代償として書かれた

ものだけにヴィディヤールティーは官憲から予想される危険個所を削除した以外には手を加え

なかったのだとしてしている。シヴ・ヴァルマー,ヴィジャヤクマール・シンハー,ス レンド
ラナー ト・パーンデー,ブラフマダットらは秘密武装組織の活動をするかたわらヴィディヤー
ルティーの指導下にカーンプル労働者会の活動を始めていた。パンジャーブで結成された青年

インド会 (NauJattn Bharat Sabha)の 中心的な活動家はバガット・シン,バガヴァティーシャ
ラン・ヴォーラー,ス クデーヴ,ケーダールナー ト・サヘガルなどであったがこれらのグルー

プがやがてバガット・シン,アーザー ドなどの指導下に 1928年 9月 に Hindustan SociaLst

Republican Association(Army)の 結成へと発展 した。なお,ヴィディヤールティーは 1931

年 3月 にバガット・シンの処刑に抗議してカーンプル市で行われた商店閉鎖のス トライキに際

して発生したヒンドゥーとムスリムの間の対立と衝突であるいわゆるコミュナル騒動の鎮静化

に奮闘する中で暴徒に襲われて犠牲者となった。

また,マーホウルはフーチクの書いたものを獄外に持ち出す役割を果たした看守 Aコ リン
スキーの名をフーチク夫人グスタ 。フーチコヴァが感謝の念をこめて前書きに記していること

に触れてラームプラサー ド・ビスミルの手記が獄中で書かれ獄外へ持ち出され刊行されるのを

可能にした功績の大半は 24時間監視の目が光 り頻繁に交替のあるなかで身の危険を冒してま

でも協力 した多数の看守や職員たちにあるとし,イ ンド独立後その功を自ら語るでもなく名を

求めるでもなかった人々の名を特定することが出来ないのは偏に自分たちインド国民の忘恩の

所業だと編者同様に嘆じている。

本書の編集がどのような作業を経てなされたかについては言及がなく不明であるが,本訳は
概ね原本に従つている。

なお,本書での固有名詞の表記は原則 としてデーヴァナーガリー文字での表記及びローマ字
表記に基づいているが, 日本語で広く行われている慣用的な表記をそのまま用いている場合も

ある。従つて特にベンガル語での発音との隔たりがかなり大きい場合があるなど表記に不統一



があることを予めお断りしておく。
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は じま り

トーマルダールにはチャンバル川
*1沿いに二つの村があるが,その住民が傲岸不遜という

か大胆不敵だということで,そ の名はグワーリヤル藩王国
*2の
中では知れ渡つている。権力

者に遠慮や気兼ねをしないしへつらったりしない。ザミーンダールたちは気の向いた年には地

税を納めるが,そ うでない年にはきつぱりと断るのである。タフシールダール (郡長)な どの

役人が来るとこの連中は荒野に入 り込んでしまい幾月もの間戻つてこない。家畜なども伴って

おり食事などもそこでとる。後に残した家には地税の代わりに競売にかけられるような金目の

物は何一つ残 して置かない。ある男は地税を払わなかつたおかげでかえつてその土地の一部が

課税の対象から外されたという話さえある。はじめ何年もの間逃げ回つていたのだが,あ る時

欺かれて捕らえられた。郡の役人どもがさんざんひどい日に遭わせた。男は幾日もの間飲まず

食わずで縛られたままであつた。最後には焼き殺すと脅かされもしたし枯草をかけて火までつ

けられたのだが,その男はおれ一人が地税を納めぬということでグワー リヤルの殿様の蔵に不

都合が生じることもあるまい。世間は反抗心だけから時間を費やしている男がいるとは知るは

ずもあるまい, とうそぶいた。その旨を御上に報告したところ,その男の土地は今後免税にす

るということになつた。似たようなことでこの村の連中が聞いたこともないような遊びを思い

ついたことがあつた。藩王の軍営から60頭 ものラクダを盗んで荒野に隠してしまつたのであ

る。その報告がなされるとその村は大砲で吹き飛ばしてしまえという命令が下された。ところ

が, どのような話し合いがなされたのか分からないが,ラ クダは返却され役人たちもこれほど

の広い領土に勇ましい人間がわずかこれほどしかいないのだから大砲で吹き飛ばすのは止めた

がよかろうと説得された。そこで大砲は撤収され村は吹き飛ばされずに済んだということであ

る。この連中は近頃は藩王国の住民を苦しめることはあまりなくなったが,イ ギリス領の土地

へちょいちょい出かけてきては暴れ回り金持ち連中の屋敷を夜襲しては夜の内に荒野
へ逃げ込

んでしまう。荒野に入り込んでしまうと警察も軍隊も指一本触れようにも触れられないのだ。

この 2か村はイギリス領 (連合州)と の境界から約 15マイルの距離にあるチャンバル川沿い

に位置している。そこの有名な一族に私の祖父のナーラーヤン・ラールが生まれた。祖父は家

庭内の争いと兄嫁のあまりにもひどい仕打ちに余儀なく生まれ故郷を離れ流浪することになっ

た。最後に妻と二人の息子を伴つてシヤージャハーンプル市
*3にたどりついた。二人の息子

の兄のほうが私の父のムラー リーダルである。当時父は 8歳で父の弟すなわち私の叔父のカッ

リャーンマルは 6歳であつた。その頃この地域は猛烈な飢饉
*4に
見舞われていた。

(註 )

*1 
チャンバルメ|| ジャムナー川の支流の一。マディヤ・プラデーシュ州西部のインドール

近くのヴィンディヤ山脈山中に発して北東方向へ向かいラージャスターン州を経てその後南東

方向へ進んでアーグラー市の東南方でウッタル・プラデーシュ州のイターワーから約 40kmの

ところでジャムナー川に注ぐ全長約 1000kmの川。



*2 
グヮ_リ ヤル藩王国 (原文は可fⅢて くl報 ,英語表記では Gwalior State)現 在はマッ

ディヤ・プラデーシュ州の北端に位置する地域だが,イ ンドの独立達成まではインドールやボー

パールなどの藩王国と並び Central lndia A"ncyと 呼ばれた 8藩王国のグループに編入され

Politica1 0fncerを 介してイギリス冨1王 (イ ンド総督)の支配下にあつた。かつてはマラーター

同盟の一翼を担ったシンディアー家の興した藩王国。1920年 における藩王国の人口は約 310

万人。なお,藩王はマハーラージャーの称号を持つていた。グワーリヤル県の県庁所在地であ

るグワー リヤル市は北緯 26.14° ,東経 78.10° に位置する。同県の 2001年における人口は約

163万人。
*3 シャ_ジャハーンプル市 期。Чミ1ヒくはウツタル・プラデーシュ州中北部に位置し (北

緯 2754° ,東経 79.57° )同名県の県庁所在地でもある都市。同県の 2001年における人口は

約 255万人。
キ4 
脈略からすれば,19世紀 70年代後半に西北インドの広域に生じた飢饉の一つと考えら

れるが特定は出来ない。

苦難の 日々

あらゆる手を尽くしてようやくにしてシヤージャハーンプルのある薬種商の店に祖父のナー

ラーヤンラールは,月 俸 3ルピーの仕事を見つけたのであつた。飢饉の頃にそれも3ル ピーの

月収で 4人の生命を維持して行くのは不可能事であつた。祖母は一日一食にしてそれもお腹半

分で我慢 しながら子供たちには食べさせようと苦心したが,それも無理なことであった。 トウ

ジン稗,粟,稗 ,モ ロコシ,な どで乗 り切ろうとしたが,それでもや りくりがつかなかつたの

でアカザ, ヒヨコマメや一番安価な野菜を買い求めそれに一番安価な穀類を半々に混ぜたもの

を加えて自分が食べ,夫や子供たちには大麦やヒヨコマメの粉に少量の塩をカロえてパンを焼い

て食べさせてその日暮らしをしていた。昼中は腹半分でもどうにか過ごせるが夜中に空腹をお

さえて朝を待つのはどれほど辛いことであつたろうか。

食べるだけでこの有様であつたのだが,その上に衣服と家賃の心配までしなければならない。

祖母はどこか暮らし向きのいい家で小麦を石臼で眠く賃仕事でも見つかればと思つたが,言葉
*1さ
えも土地のものとは違っているような見知らぬ者にたやすく見つかるはずもなかつた。だ

れ一人粉眠きをさせてはくれなかった。飢饉の折 りである。盗み食いをされてはと心配だつた

のだ。必死の努力が実つて賃仕事をさせてもよいという人が一人二人見つかつたが,それまで

その仕事をしてきた人に暇を出すのも大変なことであつた。このように色々な障碍があつたの

だが 6,7セ ール *2の小麦を眠く仕事が見つかるようになつた。その頃 5セールにつき眠き賃

が 1パイサー
*3で
ぁった。喰うや喰わずで 3,4時間粉を眠いて 1パイサーか 1.5パ イサーが

手に入るのであった。それから家に戻つても子供たちの食事の支度をしなければならなかつた。

2,3年間もこのような状態が続いた。祖父はしばしば故郷へ戻ろうと誘つたが,祖母は,故

郷を捨て家,財産を捨ててこのような塗炭の苦しみを与えた人たちのところへ今さらお情けを

乞いに行 くよりもいつそ死んでしまったがよい。いつまでもこのままではあるまい, と言つて

頑として夫の話に応 じなかった。こうしてあらゆる苦労を味わいながらも祖母は故郷に戻らな

かった。

4,5年経つと立派な家柄の人とも顔見知りになり祖母自身も良家の出なのだが今は不遇をか



こっているのだということが知れると多くの奥様たちも祖母を信用してくれるようになつた。

飢饉も去 り時には良家の人から頂き物をするようになり食事に招かれるようになった。そうこ

うしている内に,子供のない裕福な家庭の人が祖母にあの手この手を弄して子供を一人養子に

くれれば,お金はいくらでも出すという話が持ちかけられた。けれども祖母は理想の母として

そのような誘惑には一瞥もくれずどうにかながらも二人の子供を育てたのであった。

祖父は必死の思いで仕事に励み,それにバラモンとしての仕事
*4を
したので僅かながらも

お金が貯まった。幾人か親切な人の口利きもあつて私の父は学校に通えるようになつた。祖父

は精を出したので給金も増えて月に 7ルピーとなった。その後,祖父は勤めをやめ両替えを始

めそれが日に 6,7ア ンナの収入になった。苦難の日々も努力と勇気で乗 り切つてしまったが,

それというのも皆祖母のおかげであった。祖母のあの勇気と忍耐力は正に神様から授かつた力

だと言 うべきであろう。そうとでも言わなければ説明がつくまい。全くの見知らぬ土地に来て

賃仕事をして食べ物の心配から子供に教育を受けさせることまでどうして出来たであろうか。

それも祖母は,それまで他人の家で働いたこともなくこれまで暮らしてきたところはと言えば

ヒンドゥー教の風習が厳 しく守られ,その遵守のためには人の命など爪の垢ほども考えない人

たちの住む土地であつた。彼の地ではバラモン,ク シャ トリヤ,あ るいは,ヴァイシュヤの妻

女であれば外出の際には必ず深々とグーンガ ト
*6を
せずには絶対に外出出来ないのだ。シュー

ドラの女たちでさえも道を歩む際には必ずグーンガ トをすることになっていたが,その衣裳か

らして見れば直ちにいわゆる卑しい身分の者と分かる独特のものであつたのだった。それは非

道と言 うべき風習となっている。かつてあるチャマールの女がイギリス統治下の土地から嫁に

来たことがあつた。ところが,その女はチャマールの衣裳こそ身につけていたのだが, ビチュ

ヮ_*6を はめていたのだ。地主はその足元に目をとめ訊ねてみるとチャマールの嫁であること

が分かつた。地主は靴を履いたまま近付いてお辞儀をしようと脆き地主の足元に触れようとし

た女の手の指を思いきり踏みつけた。指は切れた。地主は,チャマールの女如きがビチュワー

をはめるようになったら高いカニス トの女たちは一体何をはめればいいのか, と言つた。この

連中は全く粗野で蒙味でありながらカース トの騎 りに酔いしれているのである。どんなに貧し

くて無教養のバラモンやクシャトリヤであれ,またその年齢がどうあろうとも,連中がシュー

ドラの部落を通る時には, どれほど富裕であろうともたとえ年長者であろうともシュー ドラの

ほうはわざわざ地に伏して挨拶をしなければならないのだ。それをしなければ,バ ラモンやク

シャ トリヤはその男を足蹴にすることが出来るし皆がその男が悪いのだと言つて侮るだろう。

娘や妻が不品行であつたと疑われると何の配慮もなく殺され,チ ャンバル川に投げ込まれるの

である。同じようにだれか未亡人が不身持ちをしでかしたり,ま たそのような疑いをかけられ

たりすると,た とえ身ごもつていてもすぐさま切 り刻んでチャンバル川に投げ込んでしまう。

それもだれにも気付かれないように。彼の地の男たちも身持ちはいい。だれの嫁であろうと娘

であろうと,わが嫁わが娘と考えて遇する。女子を守るためには自分の命など何とも思ってい

ないのだ。このような土地に嫁いで色々な風習を目にしながらも祖母はかほどの勇気を示した

のであった。祖母にしか出来ないことだつたのだ。

神様の慈悲の下,苦難の日々は去った。父は僅かながらも教育を受け祖父は家も一軒手に入

れた。他人の軒先を乞うて歩いた一家はゆっくりと腰を伸ばす場所をようやく得た。祖父母は

私の父と共に実家に行き私の父に嫁を取らせた。2,3ヶ 月間そこで過ごした後,嫁を連れて

シャージャハーンプルに戻つて来た。



(註 )

Ⅲl 
出身地のグワーリヤル藩王領からシャージヤハーンプルまでの距離は直線でも約 300km

ほどはある。シャージャハーンプル地方は東部ブラジ・バーシャー語の話される地域であリグ

ワーリヤル地方は南部ブラジ・バーシャー語,も しくは,ブンデーリー語の話される地域に入る。
*2 
当時は 1セールは約 930グラムに相当したものと考えられる。
*3 
旧通貨単位では 1パイサーは 64分の 1ルピー,1ア ンナは 16分の 1ルピー。
*4 
冠婚葬祭などヒンドゥー教徒の家庭内の祭事にかかわる仕事。ここでは副業的な仕事

を指す。なお,ラ ームプラサー ドがパンディットという敬称をつけて名を呼ばれるのは彼がブ

ラーフマンの出身であったからである。

*5 
成人女性,も しくは,少女期を過ぎた娘たちが外出時や家庭内でも特定の関係にある男

性の前でサリーなどの着衣の一部などで顔を覆 う慣習。

+6 ビチュァ_缶蕩町  夫が存命である女性の幸せな境涯のしるしとして女性が足の指に

つける銀や真鍮などで作られる指輪。ビチヤー側はTと も呼ばれる。親指につけるものをビ

チュアー,その他の指につけるものをビチヤーと区別する表現もある。ここでの脈略ではいわ

ば最も差別の対象となつてきたチャマール・カース トの女性がこの地域ではつけてはならな
い

とされていた装身具と思われる。

家庭

結婚後,父は月給 15ル ピーで市役所に勤務することになつた。これと言うほどの高い教育

を受けていたわけでもなかつたので仕事になじめなかつた。1,2年の内に勤めを辞めて自分で

仕事を始めようと骨を折つた結果,裁判所で収入印紙の販売を始めた。父は生涯の大半はこの

仕事に励んだ。平均的な所帯持ちとしてこの仕事に従事するかたわら子供に教育を施し家族を

養い近所では名も知られるほどになった。金貸しもしていたし,牛車を 3台こしらえて賃貸も

していた。身体の鍛錬に熱心な人でとても頑丈な体格の持ち主だつた。決まったように
レスリ

ングの稽古場に出かけては稽古をしていた。

最初男の子が産まれたのだが亡くなりその翌年にこの私がヴィクラマ暦の 1954年
*1のジェー

ト月の白半月の 11日 に生まれた。あれこれ願を掛けたりお守りやお札を受けたりして祖母は

私の命を懸命になつて護ってくれた。多分赤子にとりつく病魔がわが家にいたのだろう。私も

先に生まれた子と同じようになりかけた。生まれてひと月かふた月ほど経った頃のことである。

だれかが,も しも子供に病魔がとりついているならば,自 兎を私の体の上でぐるぐる回してか

ら地面に下ろしてみれば,兎は直ぐに死んでしまうだろうと言つた。実際にそうなつたのだと

言 うのだ。白兎を一羽私の体の上から地面から下ろすと兎は 3,4回 ぐるぐる回つたあげく死

んでしまつたという。それは若千あり得ることかとも思う。と言 うのは,医薬には (1)神的な

もの,(2)人的なもの,(3)鬼的なものの三種がある。第二のものはいろんな畜生や鳥類の肉や

血が用いられるものであつて,これは医術の書物にも載っている。その中の一つで好奇心をか

き立て驚嘆さえさせるものは小児病のクループ (偽膜性喉頭炎)に罹つた子供の前に蝙蝠を引

き裂いて置いてやるとその生後 1,2か月の子供がその蝙蝠の血をすす り病気が治癒すると
いう

のだ !これはなかなか効能のある薬であつて,あ る上人様が教えて下さつたものである。



私が 7歳になると父はヒンディー語の文字を教えてくれるとともにあるマウルヴィー
*2の
と

ころヘウル ドゥー語の勉強に行かせてくれた。父がレスリングの稽古場
へ出かけて行つては自

分よりも腕力もあり体格もよい連中を投げ飛ばしていたのを私はありありと記憶している。そ

れから間もなくのことだが,父はベンガル出身の人 (チヤタルジー氏)と 堀懇になった。チャ

タルジー氏は西洋の薬を商っておられたが大変なマリファナ好きであつた。一度に半チャター

ンク
*3ものマ リファナを吸うほどであつた。父も付き合いをしているうちにマリファナを吸う

ようになりそのため体はとても衰弱した。10年の間に体はすっかり生気を失い骨皮だけになっ

た。チャタルジー氏は酒も飲むようになり月千臓が肥大してついに命を落とすことになつた。私

がうるさく父を説得したので父はマリファナを吸 うのを止めたが,それは大分後になつてのこ

とであった。

私の後に続いて妹が 5人,弟が 3人生まれた。祖母は家の風習
*4に
倣い女の子を殺すように

と言つたが,母が反対したので妹達は命拾いをした。私の家の系統では娘の子を育てたのは始

めてのことだつた。しかし,そのうち妹と弟が二人づつ亡くなったので,今現在 (1927年 )生

き残つているのは 10歳の弟と3人の妹である。母の努力で妹たちは 3人 とも立派な教育を受

けたし立派な結婚式も挙げてもらった。これまではわが家系では一人の娘も嫁がずじまいだつ

た。と言 うのは生かしてもらえなかつたからなのだ !

祖父はとても真つ直ぐな性格で亡くなるまで両替の仕事をしていた。それに牛を飼 うのが大

好きで自らグワーリヤルに出かけて行つては立派な牛を買い求めて来ていた。よい牛は毎日 10

セールから 15セニルほどの平Lを 出す。牛はとてもおとなしくて搾乳の際に足を縛 りつける必

要もないし好きな時にだれが搾つてもよい。子供の頃私は牛の平L首に直接口をつけて乳を吸つ

たものだった。全くあの辺 りの牛は見事な体格をしているものだ。

祖父は私にたんまり乳を飲ませてくれた。チョウサル遊び
*4ヵ、大好きな人だつたが,夕方

には欠かさずシヴァ寺院に詣でて 2時間ほどご詠歌を唱えたりお祈りを捧げたりしていた。お

よそ 55歳で亡くなつたのだと思う。

父は私が小さい子供の頃から教育には熱心だった。私がちょつとした間違いでもすればひど

く打たれたものだった。今でもはつきり覚えていることなのだが,私はナーガリー文字の習い

始めにどうしても(3)「 う」の字が書けなかつた。一生懸命に努力はするのだが父が裁判所に

出かけて行くと私も遊びに外へ出かけていた。父は家に戻ると私にこの字を書けと命 じる。私

には書けなかつた。私が遊びに出かけていたのを知ると父は金属製の物差しでそれがひん由が

るほど激 しく私を叩いた。私は祖父のところへ逃げ込みようやく助けてもらうのだった。私は

小さい時から相当な悪童だった。父が躾を喧しくしていたのだがそれでもひどいいたずらをし

ていたものだつた。一度はどこかの果樹園に行つて桃の実を皆たたき落としてしまつた。園丁

が追いかけてきたが捕まえられはしなかった。園丁はたたき落とされた桃をみな拾つてわが家

まで持ってきた。その日はじこたま叩かれたので二日間は起きあがれなかつた。このように叩

かれながらも私のいたずらはどうしても止まなかった。子供の頃それほど叩かれたおかげで恐

らくこんなに頑丈で忍耐力のある体になったのだと思う。

(註 )

*1 
ヴィクラマ暦 1954年のジェー ト月は西暦 1897年の陽暦 6～7月 に当たる。
*2 マウルヴィー これにはイスラム教法学者の意もあるが,こ こではペルシア語やアラビ



ア語,ウル ドゥー語などを教えていた寺子屋のような私塾の教師や住み込みで雇われていたよ

うな家庭教師を指す。
*3 
チャタ_ンク (っこI中 )1チ ヤターンクは 16分の 1セールに相当する重量単位。 (→

苦難の日々 註 **3 セ_ル )
*4 
家の風習 原文には Tて 命 瓢 き砥Ⅳて とある。高カース トの女児の結婚難を避ける

風習の一つとして行われていた嬰児殺しと考えるべきものか。

*5 
チョゥサル伸漁て)二 人が 3個のサイコロを用いてそれぞれ 2色 8個の駒を用いて対

局するゲーム

少年期

私がウル ドゥー語課程の 4年級を終えて 5年級に進んだのは 14歳の頃だつたかと思う。そ

の間,父の金庫から金を盗み取る癖がついてしまつた。盗んだ金で小説を買い求め大いに読ん

だものだ。本屋の主人は父の知 り合いだったので父に言いつけた。そこで私は警戒されるよう

になった。そのためその店からは本を買わないことにした。まだ他にも一,二悪い癖がついた。

たばこを吸うようになつたことだ。それに時にはバーング
1を
飲むようになった。子供のうち

に自由に金が手に入 リウル ドゥー語の恋愛小説やガザルを読みふけつていたおかげでその悪影

響が現れて来たわけである。不良になりかかろうとしていたところ
へ幸いに神の助けがあつた。

ある日バーングを飲んだ後,意識もはつきりせずぼんや りしている状態だつたので父の金庫が

かたっと音を立てた。母が不審に思い私をその場で捕まえて鍵を取り上げてしまつた。私が物

入れに用いていた箱も取 り調べられ中からかなりの金が出てきたので何もかもばれてしまった

のだった。小説の類はその場で引き裂かれてしまつた。

盗みが露見したのは神の慈悲だと思 う。そうでなければ後 2,3年の内にどのような人間に

なっていたかは見当もつかない。その後も私は幾度も機を窺つたが,父は錠前を取り替えてい

た。どうにもならなかつた。それからは折りがあれば母の金を失敬することにしていた。この

ようなことで悪癖に染まつていたものだから2度もウル ドゥー語中級の試験に落第した。そし

て私は英語を習いたいと言つた。父は英語を習わせたくなくて何かの職に就かせたかつたのだ

が母の力添えで英語を習いに行けることになったのだつた。翌年にウル ドゥー中級の試験で不

合格になった時,壁一つ隔てた隣のお寺に一人のプジャーリー (堂守)力 や`つて来られた。大

変立派な方だつたので私はその方のところへ伺 うようになった。

寺に出入りしヒンドゥー教の祈祷法や礼拝の儀礼について学ぶようになリプジャーリーがな

さる有り難い説教に感銘を受けるようになつた。それからは多くの時間を礼拝や読書に費やす

ようにならた。師は私にブラフマチャリヤ
*2,す
なわち,禁欲について熱心に教え諭された。

師は私を導いて行く案内者・先達になられたのであつた。それから私はまた別の方の見よう見

まねで肉体の鍛錬をするようになつた。もう私はバクティ
。マールガ
*3,す
なわち,信愛道に

喜びを見出すようになり4,5ヶ月の内に体の鍛錬も熱心にするようになった。それまで身につ

いていた悪癖も妄想も無くなってしまつた。学年が改まると私はミッシヨンスクールの 5年生

に入学した。それまでには私の悪癖も無くなつていたのだが,ただ煙草だけは止められずにい

た。吸う分量も多く一日に 5,60本は吸つていたのだ。一生涯止めることが出来ないのかと思



うと残念で仕方がなかつた。入学して間もなく同級生のスシールチャンド・セーン君と特に親

しくなり同君のおかげで喫煙を止めてしまった。

お寺に参詣するのを見込んでムンシー・インドラジー ト氏が私にサンディヤー
*4を
するよう

にと薦められた。同氏はその寺に住んでいたある人のところに出入りしておられた。体の鍛練

に励んだおかげで私の体はしっかり引き締まり血色までよくなつた。サンディヤーとは何のこ

とか知りたくなった。氏はアーリヤ・サマージ
ネ5について若千教えて下さつた。その後,私は

『サティヤールタ・プラカーシャ』
*6を
読んだ。心境に一大転換を来した。これを読んだこと

が私の生涯に新しいページを開くことになつた。それからはその中に書いてあるブラフマチャ

リヤ (梵行)に関する厳 しい戒律を守るようになつた。板の上に毛布を一枚広げて寝ることに

し,朝は 4時に起床する。沐浴や朝の礼拝のサンディヤーを済ませてから体操をする。しかし,

心は落ち着きを得ない◇夕食はとらないことにして僅かばかりの牛浮Lを飲むことにした。いき

なり悪癖を止めようとしたために時々夢精があつたりした。そこでまたある人の言に従つて塩

も摂取しないようにした。姉でただけの野菜や豆汁のみの一日一食とした。唐辛子や酸味のも

のは一切 口にしなかった。こうして 5年の間,塩は一切とらなかつた。塩断ちしたおかげで体

の機れはすべて失せ,人にも誇 り得るような健康体になった。皆は私の健康な様子に驚きの目

を見張つたものである。

間もなく私はアーリヤ・サマージの熱心な会員となり会の集会によく出席するようになった。

サンニャーシー
*7ゃマハー トマー Ⅲ8たちの説教も傾聴 した。どなたかサンニャーシーが寺に

来られることがあるとその方のそばでありとあらゆるお世話をした。というのも制息の行であ

るプラーナーヤーマ
*9を
習いたい一′いからであつた。サンニャーシーの名を耳にすると町から

3,4マイル離れたところにでもお世話をしに出かけて行つたものだった。それにその方がどの

宗派に属する方でも構わなかつたのである。英語課程の 7年級に在籍していた時のことだが ,

サナータナダルミー
*1° のパンディット・ジャガットプラサー ド師がシャージャハーンプルに

お見えになられたことがあった。師はアーリヤ・サマージを論難された。そこでアーリヤ・サ

マージ側の人たちはそれに反駁すると共にパンディット・アキラーナンダ師を招き論戦を展開

していただいた。論戦はサンスクリット語で行われ人々によい影響を与えた。私のしているこ

とを見て近隣の人たちが私の父に言いつけた。父はアーリヤ・サマージは論戦で負けたではな

いか。もう会との関係を断てと言つた。私は,アーリヤサマージの教えは永劫不変のものだか

らだれにも絶対に負けはしないと父に言い返した。随分と議論したが,父は意地になって,も

しお前がアーリヤ・サマージとの縁を切らなければ寝ている間に殺すことになるから会を辞め

るか家を出るかのどちらかだ, とまで言つた。私も父がもしこれ以上に興奮して何か物でも投

げつけて思いもかけぬ不幸なことが起こつてはつまらないので家を出るのがよいと考えた。私

はカミーズ (シャツ)を一枚着たきりで立っており,パージャーマーを脱ぎドーティーに着替

えようとしているところだつた。パージャーマーの下にはランゴー ト (下帯)を締めてはいた

のだが,父は私の手からはドーティーをはぎ取り,「出て行け」と言つた。私も怒りに駆られた。

私は父の足元にひれ伏して挨拶をして家を出た。行くあてもなくどうすればいいのか分からな

かつた。町の中には匿つてもらえるような知り合いもなかつた。私は林の方
へ歩き,ま る一昼

夜樹上に腰かけていた。ひもじくなれば畑に生えているヒヨコマメ (雛豆)の実を採って食べ ,

川で沐浴 し水を飲んだ。翌日の夕方パンディット・アキラーナンダ師の講演がアーリヤ・サマー

ジの寺院で予定されていた。私がそこへ行き一本の木の下に一人立って話を聞いているところ



へ父が二人の人を伴つてやつてきて私を捕まえた。父は私をそのまま学校の校長のところへ連

れて行つた。校長はクリスチャンであつた。私は事の次第を全部話した。校長は父に,ものの

道理をよく弁えている息子をむやみに打つたり叩いたりしてはならないと諭した。その後私に

もいろいろと説諭した。その日からは父は私に手をかけることもなくなつた。それというのも

私が家出すると家族全員が苦痛を味わったからであつた。一昼夜だれ一人食事もしなかつた。

一人息子が入水したのではないか,鉄道線路に飛び込んだのではないかなどと大変な心配をし

たのであつた。父も心に大きな痛手を受けたのだった。それからは父は私の言うことすること

の何かにつけて我慢するようになり反対することもなくなった。私も勉強に励み成績もいつも

クラスで一番になるようになつた。これは 8年級まで続いた。私が 8年級の時,ソーマデー

ヴァ・サラスヴァティー師がシャージャハーンプルのアーリヤ・サマージにおいでになられた。

師の説教は民衆に深い感銘を与え幾人かの方の要請もあつて師はしばらくアーリヤ・サマージ

寺院に逗留された。お体の具合がすぐれずシャージャハーンプルの空気がよかろうということ

で逗留されたのであつた。私は師のところへ出入 りし本当に一心不乱に師にお仕えした。その

おかげで私の生涯に新しい変化が生じた。日中はもちろんのこと,夜中の 2時や 3時までご養

生のお世話をした。いろいろな薬斉1も用いてみた。幾人か心配してくれる人もあつたが,病は

よくならなかつた。師は色々な形で私を教導して下さつた。私はそのお導きを実行に移そうと

努力を惜 しまなかった。正に私の師であり先導者でいらっしゃつた。師の下さつた教訓が私の

精神力を目覚めさせたのであるが,これについては改めて記す。

青年たちが数人集まつてアーリヤ・サマージ寺院内にアーリヤ青年会を設立した。毎週金曜

日に会合があって宗教書を読んだり特定の題目について文章を書いたり討論も行った。青年会

の代表として私は人前に立って話をする訓練を積んだ。街に交易の市が立つ時には青年たちは

ちょいちょい連れだつて宗教活動に出かけたりしていた。市場で講演をしてアーリヤ・サマー

ジの教義を広めていた。そのようなことをしているうちにイスラム教徒と言い争いになった。

警察は喧嘩や騒動になるのを懸念して街頭での講演を禁じた。アーリヤ・サマージの会員たち

は青年会の活動を見て青年会を自分たちの指図に従わせようと思つた。しかし,青年というも

のは不当な干渉であれば受けつけないものだ。アーリヤ・サマージの寺院には青年会の連中が

会を開かないようにと鍵がかけられるようなことになつた。その上,も し会合を開けば警察を

呼んで追い出してしまうとまで言われた。数力月間われわれは広場で会を開いていたが,青年

たちのことである。会はいつまでもは続かずにとうとう解散になつてしまつた。そこでアーリ

ヤ・サマージの会員たちは安心したというわけである。青年会の名は町では知られていたのだ

がラクノウでコングレス,すなわち,イ ンド国民会議派の年次大会が開催された時にインド青

年連合会の年次総会も開催された。その時最も多くの賞を受けたのはラーホールとシャージャ

ハーンプルの青年会であつた。新聞でも称賛されたものである。

その頃ミッションスクールのある生徒と親しくなつた。時々青年会の会合に顔を見せていた

が,私の演説にかなり感激 していたようである。もともと私の家の近くに住んでいたのである

が,お互い親 しくはしていなかつた。交際をしているうちに親しみも増して行つた。農村部の出

身で実家は大きな村にあつた。そこの人たちは皆免許もなしに銃砲刀剣を所持しており,多 く

の人は銃や短銃を所持していたが,それらはその村で製造されるものであつた。いずれにも雷

管がついていた。件の友人も小型のピストルを一丁所持しており外出時には携行していた。親

しくなると友人は私にピス トルを貸してくれた。私はかねてからこの種の武器を持ちたいと強



く願つていた。と言うのは,父 に敵意を抱いている人間がいて理由もなく根棒で父を打ち叩い

たことがあつたからである。ピス トルが手に入つたら父の敵をやつつけてやろうと思つていた

のだ。友人はこのピス トルを所持はしていたのだが実際に撃つてみたことはなかつた。私が実

際に撃つてみたところ全く役に立たないことが判つた。私はそれを友人のところへ持って行つ

て返却した。その友人とはすつかり堀懇になり私は夕方キール (乳粥)を入れた皿を持つて彼

の家に行き二人一緒に食べたりするほどの仲だった。友人はソーマデーヴア師のところ
へも私

と一緒に出かけていた。友人の父親が田舎から出てきて私たちの交友関係を知ると甚だ不快に

感 じ,屈、子のところへ遊びに来たリー緒に連れ出したりしないようにと私を叱りつけた。もし

言うことを聞かないなら村から人を連れてきてひどい日に遭わせるとまで言つた。私は友人の

ところへ出かけるのを止めてしまつたが友人は相変わらず私のところへやつてきていた。

およそ 18歳 になるまで私は汽車に乗つたことがなかつた。私は一度友人たちと二等車の切

符を買つてインタークラス
*11の
車輌に乗つた際にはそうするのがいやで仲間たちにこれは盗

みと同じだから皆はインタークラスの代金を駅長に払わなければならないと言うほど真つ正直

になつていた。一度は父がある民事事件の訴訟に関わつた際,弁護士に何か用があれば息子に

言いつけて代わりにさせて下さいと言い残して出かけて行つたことがあつた。何か必要が生じ

て弁護士が私を呼び寄せて父に代わつて委任状に署名をするようにと言つた。私はこれは人の

道に反することだからどういうことになろうともそれは出来ないことだと即座に断つた。弁護

士はこれは百ルピー以上の金を巡る訴訟だとかこちらの訴えが却下されることになるとか言つ

ていろいろと説得したのだが何の効果もなく私は署名しなかつた。たとえどのような結果にな

ろうとも嘘だけは吐かずにきた。

母は私の信仰上のことや教育上のことについては大変力になってくれた。朝は 4時には起

こしてくれた。私は毎日決まつて護摩を焚いていた。妹の結婚のために両親はグワーリヤルヘ

行つた。祖母はシャージャハーンプルに残つていた。私は学年末試験があつたのでそれを済ま

せてから式に参列するため出かけた。花婿の行列はすでに到着していた。村の外れで行列の中

に芸者が呼ばれてきているのが判明したので家にも行かず式にも参加 しなかつた。式には一切

参加 しなかった。私は母に少 しお金をくれるよう頼んだら 125ル ピーほどもらつたのでそれを

持つてグワーリヤルヘ行つた。リボルバーを手に入れる絶好の機会だった。藩王国では簡単に

武器が手に入ると耳にしていたからである。懸命に探し回つた。雷管のついた銃やピス トルは

手に入るのだが,実包の入つたものについては全く様子が分からなかつた。ようやく手には入つ

たものの 75ル ピーした雷管つきの五連発のリボルバーはつかまされた代物だつた。藩王国製

の弾薬と雷管を若干売つてくれた。私はそれを手に入れて嬉しくなリシャージャハーンプルに

真っ直ぐ帰つた。リボルバーに弾を装填 してみたが弾は 20メ ー トルほども飛ばなかつた。弾

薬がよくなかったからだ。甚だ不快な思いがした。家に戻つた母が何を買つてきたのかと訊ね

たが私は曖味な返事をしておいた。金はほとんど使い果たしていた。20ルピー足らずの金貨が

一枚残つていただろうか。もつともそれは母に返したが。私は金の必要があるといつも母に頼

んだ。母は私の願いをいつも叶えてくれた。私の通つていた学校は家から 1マイルほどのとこ

ろにあつたので自転車を買つてくれるように頼んだら 100ル ピーほど出してくれた。それで自

転車を購入した。その頃私は英語の 9年生になっており宗教に関するものやインドに関する書

物が欲しい時には母に頼んで金を出してもらっていた。ラクノウでのコングレス (イ ンド国民

会議)の年次大会に出掛けたくて仕方がなかった。祖母と父はずつと反対していたが,母は金



を出してくれた。ちようどその頃シャージャハーンプルにインド国民会議年次大会開催の支援

をする奉仕団が結成された。私は一生懸命に奉仕団の活動に協力した。父や祖母は私がこのよ

うな活動をするのを嫌つていたが,母は私の情熱が潰されないようにしてくれていた。そのた

め母は父から叱責され打たれることもあつた。正に母は私にとつて天の女神である。私がいさ

さかなりとも活力と勇気を得たとしたらそれは母とソーマデーヴァ師のおかげである。祖母と

父は私に結婚するようにとうるさいほど勧めたが,母は学業が終わつてからにしたほうがよい

だろうと話 していた。母の励ましと正しい行動がどのような危難に遭っても自分の決心を翻さ

せない堅固な意志を私の心に育んでくれたのである。

(註 )

*1 バーング 大麻の葉をすり潰して濾し水や果汁などの飲料に混ぜて向精神性物資の一と

して飲まれる
*2 ブラフマチャリヤ ヒンドゥー教で四住期と呼ばれる人生の四つの階梯の第一段に当た

る時期。学生期とか梵行期とか呼ばれる。また,独身を守ること,禁欲することをも意味する。
*3 バクティ道 (ヽ爺百 可舌 )信 愛道とも訳されることがあるが, ヒンドゥー教においてひ

たすら信愛,あるいは,親愛の情により神との関係を持ち絶対的な帰依に至る信仰の在 り方
*4 
サンディヤー画  これは本来,昼夜の境目のことを指す。従つて日の出の刻と日没の

刻の二つのサンディヤーがあるが,一部の人は正午にもう一つのサンディヤーを認める。アー

リヤ・サマージにおいては独自の礼拝様式をサンディヤーと称する。朝夕と正午の一日三度に

斎戒沐浴と口すすぎを行い特別のマントラ (ガーヤ トリー・マントラ)を唱える儀礼。
*5 ァ_リ ヤ・サマージ (銅歯 ЧHIЧ )1835年 にダヤーナンダ・サラスヴアテイー師 (1824-

83)によリボンベイに設立された近代におけるヒンドゥー教改革運動の有力な一派。特にパン

ジャーブ地方や連合州 (現今のウッタルプラデーシュ州)な どの北インド地方に大きな影響力

を及ぼした。
*6 
サティャ_ルタ・プラカーシャ(― y匈 1則 )ア ーリヤ・サマージの創設者ダヤーナ

ンダ・サラスヴァテイー師の著作。
*7 
サンニャーシー

ー
 出家者。世俗を離れ修行・求道に専念する人。

*8 マハー トマー (Hミ lCH l)出家し世俗の生活規範の外にある人。高僧などの称。
*9 
プラーナーヤーマ (ylЧ lqIH)呼吸を調整して心の安定を得るヨーガの実習法の一。調

気法。制息。調息。
ネ1°  サナータナダルミー (ョ可T阿命 )永 遠の法に従う人の意であるが,近代におけるヒ

ンドゥー教の改革派に対して正統派の意を持つ一派。

+11 
ィンタークラス (Interclass)か つてインドの鉄道で 2等 と3等の中間に存在した等級。

母

母は 11歳の時に嫁入りしてシャージヤハーンプルに来た。当時は全く教養のない田舎娘同

然であった。母が来て間もなく祖母は自分の妹を呼び寄せた。その祖母の妹が母に家事を教え

たので間もなくすると家事全般を覚え,料理なども立派にこなすようになつた。私が生まれて

5,6年経ってから母はヒンディー語を習い始めた。自分から進んで習いたいと思うようになつ

10



たもので近所の教育のある婦人が家に来ることがあると文字を習うのであった。そうして家事

に暇を見つけては勉強するという努力の甲斐があつて間もなくするとデーヴァナーガリー文字

の書物を読むようになった。私の妹たちは幼かつた頃には母から読み書きを教わっていた。私

がアーリヤ・サマージに入会 してからは母とよく語 り合つたものだった。当時に比べてみれば

現在の母の考えは幾分寛容で幅広いものになつてきている。もしこのような母のもとに生を受

けていなかつたなら私も凡庸の一人として世を過ごしたことであろう。教育ばかりでなく革命

運動についても母はちょうどマッツィーニ
*1の
母親と同じように私を助けて下さつた。それ

についてはいずれ言及することになろう。母が私に与えた至上の命令は決して人の生命に危害

を加えるなということであつた。たとえ仇であろうともその命を奪ってはならないというのが

母の信条であつた。私は母のこの命令を遵守するために自分の立てた誓いすら破 らなくてはな

らなくなったことが 1,2度あつた。
私に生命を与えて下さつた母上,今生では報恩の真似事すらなし得ず今生のみか幾たび生ま

れ変わつて努めようとも到底その御恩に報いることは出来ますまい。この卑しい身を正しく導

こうと注がれたあの愛情,あの意志の堅固さは言葉に言い尽くせぬものであります。神のお告

げの如きお言葉でこの身を諭し正された過ぎし日の出来事の一つ一つが思い出されます。母上 ,

手前が報国の精神に燃えたのも母上のおかげなのです。信仰についてもやはりお力添えがあつ

たのです。教育を受けられたのもすべてが母上のお力によるのです。いつも心地よい口ぶりで

諭 して下さつていたことを思い出すと母上の明るいお姿が日に浮かび頭が下がります。たとえ

私を叱責なさらねばならなくなつた際にもとても優しく説明なさろうとなさいました。私が仮

に烏滸がましくも口答えすることがあつても優 しい言葉でお前の好きなようにしてよいがこう

するのは正しくない,こ うすれば結果が良くないだろうと話されました。母上は私を生み育て

て下さつたばかりでなく常に私が精神的にも信仰上もそして社会でも成長するのを援けて下さ

いました。幾たび生まれ変わつてもこのような母を神様がお授け下さいますように願い上げる

のであります。

如何なる危難に際しても私を落胆させなかった母上,常に慈愛の言葉で慰めて下さつた母上。

そのおかげで,生涯私は苦痛を味わつたことがありません。この世には享けたいと願 う楽しみ

も快楽も何一つないものの,ただ一度なりとも真心こめて母上にお仕えしこの世に生まれてき

たことを意義あらしめたいと切に切に願 うのであります。しかし,こ の願いは叶えられそうに

ありません。母上には私の死が告げられましょう。母上, 自分の息子は母の中の母たる至高の

母,すなわち,母国インドの祭壇に自分の命を捧げたのであって母の名を汚すことなく自己の

誓いを固く守つたのだ, とお考えになつて勇気を出して下さい。独立したインドの歴史が書か

れる折 りにはそのページに母上の名も輝かしく記されるでありましょう。グル・ゴーヴィンド・

シング
*2の
御令室は息子たちの悲報を耳にすると大いに喜び,信仰を守るためにその犠牲と

なつた息子たちを祝福して祝いの菓子を皆にお配 りになられたのでした。母上, どうか最期の

時もゆるぎなく母上の御足を拝んで神を念じながらこの身を捨てることが出来るように私に力

をお授け下さい。

(註 )
*1 マッツィーニ Giuseppe Mazzini(1805-72)ジ ェノーヴァ出身の弁護士。ガリバルディ

などと並びイタリアの独立と統一に尽力した。青年イタリア党の創設,秘密結社への参加,ゲ リ



ラ活動,亡命などを経た民族主義者であつたが,共和制を固持した。彼の伝記は早くインドにも

たらされた。Swttd V市 ehnandaの 弟子の Sister Nivedita(MiSS Margaret Noble)が それを

草倉1期の Anusilan Samitiに 贈呈したことやその一部分が複写され広く頒布されたことが伝え

られている。 (R.C.Majumdar,op.cit.Ip.464)ま た,Lala Lajpat Raiも 19世紀 80年代の

はじめに Surendranath Bannettiの 英文での演説集を介してマッツィーニを知り大きな感銘を

受けその後マッツィーニを自分の師としたとまで述べている。また,その一部をウル ドゥー語

に翻訳 して刊行した。(Lajpat R五 ,Autobiographical Writings,New DeLi,1965,pp 81-83)

また,S.N.Sanyalがバナーラスで革命運動家をリクルー トする際に読書するように推奨した

文献の中にバンキム・チャンドラの『アーナンド・マト』やスワーミー・ヴィヴェーカーナンダ

の著作などと並んでマッツィーニの自伝が入つていた。R.C.MttШ dar,ibid,II pp.302-303
*2 グル・ゴーヴィンド・シング (1666-1708)シク教の第十代グル (指導者・教主)その

4人の子がムガル朝皇帝アウラングゼーブの命によつて殺害されたことについて触れている。

′恩自市

母以外に私の生涯及び教育に確たるものを与えて下さつたのはソーマデーヴァ師
*1で
あつ

た。師の本名はブラジュラール・チョープラーでパンジャーブはラーホール市のお生まれであつ

た。師の祖父がマハーラージャー・ランジー ト・シング
*2の
大臣の一人であつたという名門の

出であつた。誕生後間もなく御母堂を喪われたため父方の御祖母のもとで養育を受けられた。

一人子でいらつしゃつたので成長されると,わが子への遺産分与が多くなることを狙 う父方の

叔母たちに 2,3度毒を盛られたことさえあつた。師の叔父は甥を非常に可愛がり教育などに

ついても特別の配慮をしておられた。父方の従兄弟たちと一緒に英語学校に学んでおられたが ,

大学入学試験の結果,ご自身は一番で合格されたのに従兄弟たちは不合格となった。家の中は

悲嘆に包まれその日は形ばかりの食事さえこしらえられなかった。皆から祝いの言葉をかけら

れることもなく食事を勧める人もなく全く疎んじられたのであった。すでに師の心は傷ついて

いたが, このことは更に追い打ちをかける出来事であった。叔父上の熱心な説得で入学の手続

きはしたものの深く憂愁に沈まれることになった。心は憐憫の情に満ちていたので自分の書物

や着物を級友に分け与えることもしばしばで自らは古着を着て新しい衣服は他人に分け与えら

れることも度々だった。一再ならず叔父上は,あの子には服もこしらえてやらないものだから

ばろをまとつているのではないかと他人から言われることがあつた。叔父は何着もこしらえて

やっていたので大変に驚いて衣装箱を調べてみるとそこには古着が 2,3着あっただけなので

問いただしてみると新しくこしらえたのは貧しい学友に与えていたことが判つた。叔父は自分

の衣服を人に与えることがあれば私に言うてくれ。その子にこしらえてやるからと話された。

師は貧 しい友だちを食事に招くことが幾度もあつた。叔母や従兄弟たちに悩まされることが多

かったので師は結婚をなさらなかつた。家庭内の虐待に愛想を尽かして家出の心を固め,つい

にある夜皆が寝静まつてから着の身着のまま気付かれぬように家出をなさったのであった。長

い間さまよい歩きそのうちにハリドゥワール
ホ3に
辿り着かれた。そこであるヨーガ行者に巡り

会いかねて求めておられたものを手に入れられたのであった。このハ リドゥワールで師はヨー

ガの行の精髄を会得され 20時間ほども続く三味境に入るほどになられた。数年間その地で過

ごされてついには水の上を地上同様に歩行するほどにまで身を軽くするヨーガの行に通じられ
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るに至った。やがて遊歴して学問を修めようと思い立たれ実行されたのであった。 ドイツやア

メリカから専門書を取り寄せられたこともあつた。ラーラー・ラージパ トラーイ
4が
国外追放

に処せ られた際,師はラーホールにおられた。師はそこで新聞の論説欄に声明文の掲載を申し

込まれた。当時は行政管区の副長官はだれが書いたものであろうとも新聞での声明文の発表を

許可することはなかつたのであるが,師に会つた副長官は感服し声明文の発表を許可したので

あった。その先頭を切つた論説には「イギリス人への警告」という見出しが付いていた。それは

非常な衝撃を与えるものであったので,直ぐに売り切れてしまい民衆から強い要請があつたの

で増昂1しなければならなくなったほどであつた。副長官に声明文についての報告がなされたの

で副長官は師を呼びつけた。副長官は激 しく怒 りその論説を読む声は震え,興奮のあまリテー

ブルを叩いた。しかし,その最後の行を読むと黙り込んでしまった。論説の一部には次のよう

に記されていた。「もしも今なおイギリス人が事態を理解 しようとしないならあの 1857年の光

景が再現されイギリス人の子らが殺害され婦人たちが辱めを受ける日が訪れるのも遠くはある

まい。… しかし,これはすべて夢の中のことだ。」副長官は「これはすべて夢の中のことだ」
と言う文句を読んで「これでは君をどうすることもできない」と言つた。

ソーマデーヴァ師は遊行してボンベイに至りその地で行われた説教に民衆は大きな感銘を受

けたのであった。アブルカラーム・アーザー ド氏
5の
兄上が師の言葉に感激し師をご自分の家

に案内された。その頃までは師はまだ法衣を纏つておられずただルンギーとクルター,それに

ターバンを身につけておられた。アーザー ド氏のご先祖はアラビアの人であつて御尊父はボン

ベイに多くの弟子を抱えておられた。法話をなさるだけで何千ルピーというお供えがあるほど

だつた。ところでそのアーザー ド氏の兄上は経典の読誦に外出されることもなくなり四六時中

師の側を離れられないほどの心酔ぶりであつた。師がどこかへ行くなどと言われると「私は師

の教えに全く感服しきつております。この世には何の未練もありません。」と言って一日中涙

を流されるような有様だつた。ある日のことあまりのことに師がそつと叩かれたところ一日中

涙を流し続けられたほどであつた。家族の人や弟子たちも説得してみたが,法話にも出かけら

れない。弟子たちは自分たちの師匠が異教徒に丸め込まれてしまつた, として大いに怒つた。

ソーマデーヴァ師がある日のタベー人海岸へ散歩に出られた後,弟子たちが師を殺そうと銃を

持つて家に押し掛けて来た。ソーマデーヴァ師の生命に危険が及ぶということでアーザー ド氏

の兄上はボンベイを去られるように師に願つたのであつた。朝方ある駅で師はアーザー ド師の

兄上が自殺されたとの電報を受け取られた。その電報は師を激しく苦しめた。そのことを思い

出す度毎に師は悲しげであった。ある日,タ ベの祈りの時,かなり暗くなってはいたが私は師

のお側に坐っていた。師が深い溜息をつかれたので見てみると師の目からは涙が流れ落ちてい

た。私は驚いてそのわけを教えて下さるよう数時間お願いしたところようやく先に記した話を

語られたのであつた。

師の英語の知識は優れたものであリヒンドゥー教聖典に関する造詣も大変深かつた。だれに

臆することもなく自分の意見を述べておられた。その才腕を見込んでマ ドラスの国民会議派委

員会は全インド国民会議派総会に師を代表として選出し派遣したことがあった。アーグラーで

のアーリヤミトラ会の年次集会で師の講演に感銘を受けたラージャー・マヘーンドラ・プラター

プ
Ⅲ6は
師に感服し自分の邸宅に案内された。それ以来幾度も師の説法を聴聞し師事しておら

れた。全く師ほど何の畏れもなく自分の意見を述べる人にお目にかかつたことはない。私が始

めて師の講演を拝聴 したのは 1913年 にシャージャハーンプルにおいてのことだった。アーリ
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ヤ・サマージの年次総会に来ておられたのだが,当時はバレーリーに居を定めておられた。非

常な痩躯であつたが,排尿時に出血があるという奇妙な病気に罹つておられた。60ccか ら時に

は 900cc以上もの出血があるほどだつた。痔疾ではなくヨーガの行で体に変調を来したのだと

話しておられた。腸が壊死しかけたので開腹手術をして腸を一部切除しなくてはならなくなつ

てからのことだという話だつた。著名な医者から薬を調合してもらわれたが効果はなかつた。

そのように衰弱してはおられたのだが,講演の際にはそのお声は 7,8百米以上も離れたところ

まではつきり聞き取れるほどのものであらた。3年間ほどアーリヤ・サマージの年次総会の度

毎に招待 されておられたが,1915年 に嘆願する人が 2,3人あリシャージャハーンプルに落ち

着かれることになった。その頃私は師の身辺のお世話に加わるようになったのだった。

師はいつも私に宗教と政治について教えて下さりまたそのような関連の書物を読むようにと

勧められた。政治に関する認識も深く,ラーラー・ハルダヤール
*7と
ょく意見を交わしておら

れたし一度はマハー トマー・ムンシーラーム (故シュラッダーナンダ師)*8を警察の手から救

われたこともあつた。ラームデーヴァ氏やクリシュナ氏とも親交があったが,政治については

私にはあまり打ち解けた話はなさらなかった。いつも大学入学資格試験に合格 したらヨーロッ

パを旅するようにと話しておられた。イタリアに行つてマッツィーニの生誕地を是非とも訪れ

るようにと仰せになつた。1916年 にラーホール陰謀事件
*9が
起こつた。私は新聞でその記事

を熱心に読んでいたものだった。バーイー・パラマーナンド氏
*1°
にはその著『インドの歴史』

に感銘を受けていたので心服していた。ラーホール陰謀事件の判決が新間に載 リバーイー・パ

ラマーナンド氏に死刑とあるのに私は激しい憤 りを覚えた。あのような人格者を死刑にするよ

うなイギリス支配には正義はなくイギリス人は不法者であると考えた。この仇はきつと討つて

みせる。命の続く限リイギリス支配を破壊してやろうと誓つたのであつた。この誓いを立てて

から師のお側に行き情報をお聞かせ し新聞をご覧に入れた。新聞を読まれた師は大変悲痛な表

情を見せ られた。そこで私が自分の決意のほどを口にすると師は,決心するのは容易なことだ

が実行するのは簡単なことではない, と話された。私は,師のお力添えさえあれば決してこの

誓いに背くことはありません, と手を合わせて恭しく申し上げた。その日から師は私に少し打

ち解けられいろんなことを話して下さるようになった。その日こそが私が革命運動に入つた日

であったわけだ。師はアーリヤ・サマージの教えを全く信奉しておられたのだが,パラマハン

サ 。ラーマクリシュナ
ネ1■
,ス ヮーミー・ヴィヴェーカーナンダ

*12,ス
ヮ_ミ ー・ラーマティー

ル ト
*13,そ
れにマハー トマー・カビールダース

*14の
教説についていつも語つておられた。

私が宗教的にまた精神的に強い信念を抱くようになつたのは師の正しいお教えのおかげであ

る。師のお力によつて私はブラフマチャリヤを貫き得た。師は私の将来を予言しておられたが ,

文字通り全くその通 りになつてしまつた。余の肉体は滅び汝の行く手には様々な難問が現れる

であろうが,だれもそれを解決してはくれないであろう。不可能事ではあるが,万が一にも余

の生命が滅びなければ,汝の生涯はこの世に範とすべきものとなろう, といつも語つておられ

た。師の肉体の終焉が間近に迫っていたことは私の不幸と言うほかない。その頃師は私にヨー

ガの修行について若千教えようという気持ちになられたのだがすでにほんの少し体を動かした

り十歩あまりも歩まれると意識を失われるほど衰弱しておられた。それからはもう三度と起き

上がって坐法を教えて下さるほどには回復されずじまいであつた。余はヨーガを過つた。余の

息の絶える時には側にいて余が一体次にどこに生を享けるのかと余に訊ねるのだぞ。答えられ

るかも知れないからなどと語つておられた。毎日の出血は 1セールほどにも達していたが決し
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て心を乱されることはなかつた。お声も弱まるではなく並ぶべきものなき雄弁家であり著述家

であつた。師の書かれたものや書籍がある信奉者の手元にあつたのだがいつとはなしに紛失し

てしまつた。一部の書き物や書物はスワーミー・アヌバヴァーナンダ・シャーンタ師
*15が
持っ

て行かれてその一部は公刊もされた。およそ 48歳で遷化された。ここに私の特に愛好する,そ

して有益と思われる大聖カビールダ,ス の不滅の詩句を記しておく。

(1)人の身は旅篭なり。 主の機嫌よければ楽しきものなり。

(2)ひもじさは祈りを妨ぐる犬なり。足蹴にして恐れを去 り神を念 じよ。

(3)眠気は死の先触れなれば目覚めよ。一切を捨て名号の妙薬のみを用いよ。

(4)こ の世に生ずれば去るは必定なり。かような幸運の身を何もて飾らん。

(5)世人は己の屋敷に忍び込む盗賊を退治すれどわれは一切の持ち物を惜しみなく与う。

(6)言い争 うこともなく競い合 うこともなければわれとかれは一つとなり消え失せるなり。

(7)眼のねや (閏)に瞳のしとね (褥)を敷きまつげをすだれにして愛しき人を喜ばせん。

(8)命をかけて愛の盃を傾けよ。愛を叫べど欲深き者は首を差し出すことあたわず。

(9)おのが首をはね地に置きて来る覚悟なら従 うがよい。

(10)己 を謗る人に近づけ。さすればひとりでに汝が′心輝く。

(註 )

*1 ソーマデーヴァ師 ビスミルは師に対してЦtt Чlく オ lo8と いう敬称を用いている。同
師についての詳細は不詳。
*2 
ランジー ト・シング (Hミ 1く lЧ Iヨ寸貯 R括 )(1780-1839)19世 紀前半に現今のイン ド及

びパキスタンのパンジャーブ地方を中心にした広大な地域に築かれたシク教徒による王国の創

建者。
*3 ハ リドゥワール ぎヒ下  ウッタラーンチャル・プラデーシュ州のガンジス河沿いヒン
ドゥー教聖地。ハル ドゥワールとも呼ばれる。
*4 
ラーラー・ラージパ ト・ラーイ (1865-1928)パ ンジャーブ出身。教師,弁護士,政治家。

アー リア・サマージの指導者としても活動。民族運動の指導者として活躍。1907年 5月 には

農業問題をめぐっての農民扇動による治安妨害の廉でビルマのマンダレーヘ 6か月間国外追放

された。1928年 10月 サイモン委員会に対する抗議行動の際に重傷を負いそれが原因で翌月死

亡した。
*5 
ァブルカラーム・アーザー ド(Maulana Abul Kalam Azad(1889-1958))デ リー出身の父

親とメッカ出身の母親の間にメッカで生まれた。イスラム教思想家 。政治家。カイロのアズハ

ル大学で教育を受けた後,イ ンドヘ来住。後に M.K.ガ ンディーの国民会議派指導者の一人と

なり独立インドの初代文部大臣となった。
*6 
ラージャー・マヘーンドラ・プラタープ くIЧ I喰可 yolЧ (1886-?)ア ワド・アーグラー

連合州 (United Provinces of Awadh and Agra)の ハー トラス♂収T出身の革命的インド独立運

動家。第一次大戦中に Maulana Barkatunahな どと共に ドイツ側との協力による反英武力闘争

を計画し1915年にカーブルでインド暫定政府 (自由インド政府鋼団てたて uく匈1く )を樹立し

大統領に就任するなどした。
ホ7 ハルダヤール  ulolぃくЧlo(1884-1933?)デ リー生まれ。1905年 に英国留学。パリ在
住のシャームジー・クリシュナ・ヴァルマーとの接触があつたが,1908年に帰国した。パン
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ジャーブで反政府活動の準備をしたあと若い活動家を残して 1911年にアメリカを活動の場とし

て選んだ。一時はスタンフォー ド大学でインド哲学の講師をしたが,人種差別を受けていたアメ

リカ及びカナダヘのインド人移民労働者の反対運動を組織化し 1913年にガダル・パーティーの

結成に至 りその中心的人物となる。1914年 にジュネーヴヘ追放され機関紙 `Bande Mataram'

を発行した。第一次大戦中 ドイツの支援による独立運動を試みたが失敗に終わつた。
*8 マハー トマー・ムンシーラーム Hミ 1劇 IT祈m円 (1856-1926)そ の前半生はハル ドゥ

ワール近くのアーリア・サマージの学校グルクル・カーングリーの創設者・教育者として知ら

れるアー リア・サマージの指導者。1917年 に出家してスワーミー・シュラッダーナンダ←可命

‖αl」く )と なってからはアーリア・サマージの活動家として被抑圧者救援の社会活動,民族運

動で活躍 した。1890年代からの元ヒンドゥー教徒のヒンドゥー教への再改宗を目指したシュッ

ディ運動の中心人物でもあり 1906年 に結成されたヒンドゥー・マハーサバーでも重要な役害」

を果たした。1926年 に宗教的動機からイスラム教徒により暗殺された。
*9 
ラーホール陰謀事件 は 中 濡  この表現も含めて反英武力抗争事件はすべて

英語で conspiracy,す なわち,陰謀 (団 )事件,も しくは,謀議 (団)事件と表現されている。
ヒンディー語での表現にはその訳語が用いられている。1915年 2月 21日 を期してラースビ

ハーリー・ボース (Rash Bihari Bose),シ ヤチーンドラナー ト・サーンヤール (Sachindra Nath

Sanyal),カ ルタール・シン (Kartar Singh),プ リトゥヴィー・シン (PrithVi Singh),P・ Gピ
ングレー (P.G.Pingley),バルワント・シン (Balwant singh),ウ ツタム・シン (Uttam Singh)

などによリパンジャーブやベンガルに至る北インドの各地に駐屯する連隊のインド兵の決起に

よる叛乱の試みがなされたが,事前に露見し失敗に終わつた。そのためインド防衛法による特

別法廷での裁判により数十名が絞首刑や終身流刑などの重刑に処せられた事件。事件の発生は

1915年であつたが裁判は翌年にかけて二次に亘 り行われた。
*1°  バーイー・パラマーナンダぃ言 ЧくHl‖ヽ )(1874‐ 1947)パ ンジャーブ出身の思想家 ,

民族運動家。最初ラーホールの D.A.V Cone"の 教授であつた。アーリヤ・サマージの指導

者,後 にヒンドゥー・マハーサバーの指導者にもなつた。上記のラーホール陰謀事件との関連

で最初死刑の判決を受けたが後にインド総督により終身流刑に軽減された。1920年に断食闘争

を行い釈放された。後に数年間インド中央立法会議のメンバーを務めた。
*11 
ラーマクリシュナ・パラマハンサ (1836-86)ベ ンガル出身の宗教家。修行と神秘体験に

より宗教の対立を超越した境地に到達したと伝えられる。ヴィヴェーカーナンダの師とされる。
*12 スヮ_ミ ー・ヴィヴェーカーナンダ (1863‐ 1902)近代インドの宗教家。ラーマクリ
シュナ・パラマハンサの弟子となり近代インドの宗教や社会面の覚醒に貢献したばかりでなく

インドの民族主義に精神的な基盤を与えたとされる。
ホ13 スヮ_ミ ー・ラームティール トで可命 u最膠Ц1873-1906)パンジャーブ出身の数学者 ,

ヴェーダーンタ哲学者,思想家。青年たちの民族主義的覚醒や精神の高揚に大きな影響を与え

た。スワーミー・ヴィヴェーカーナンダの感化を受け出家した。
*14 マハー トマー・カビールダース Hミ 1劇 1-  (15世 紀半ばから16世紀初?)サ ント・
カビールとも呼ばれる。ヒンドゥー教やイスラーム教といった宗教の枠を超越して唯一の神ヘ

の帰依と既存の宗教の形式主義や権威主義を批判する立場に立った。
中15 スヮ_ミ ー・アヌバヴァーナンダ・シャーンタ

"可

命 _‖ l気 )ア ーリヤ・
サマージの指導者の一人と考えられるが不詳。
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梵行持戒
*1

現在わが国では富裕で世に重きをなす人たちの家庭においてはその九割九分までが宝玉にも

たとえるべき子弟の養育を使用人に任せきつているような憂えるべき状況にある。その使用人

たちのなすがままである。中流家庭においてもそれぞれの生業や勤めに追われているために子

弟の養育にはあまり注意を向けることが出来ないでいる。安上がりで間に合わせの使用人を雇

い,その連中に子弟を任せきりにしてろくでなしにしてしまうのだ。たとえ幸いにして使用人

の手からは逃れ得たとしても子供たちが不純で不潔な近所界隈から逃れ出ることは容易なこと

ではない。仮に良いところが残つていたとしても今度は学校に行つて完全なものになつてしま

うのだ。今 日の青年たちは大学生になる頃にはありとあらゆる洗礼を受けて大したものになっ

てしまつている。大学生になると新聞の広告を見ては薬を取り寄せ金の無駄遣いを始める。九

割五分の者は目を悪くしている。一部は体力の無さが原因であるが,一部には流行を追つて眼

鏡をかけるような悪弊に陥るのだ。耽美の心性は連中の身体の節々にまで染みついて行く。恐

らく艶話の一つもないような学生は一人としていないであろう。全く筆にするのも不愉快で奇

妙なことを耳にするものである。たとえだれかが品行を正そうと努め,学校や学生生活の中で

よい教訓を得たとしても生活の場の周辺はその人の向上を妨げるのが現実である。学生たちは

折角この世に生まれてきたのだから僅かの愉楽もあつていいではないか。困つたことや不都合

が生じても薬を用いるか栄養のある食物を取ればよくなるだろうと考える。これは大変な間違

いなのだ。英語にも `onし fOr Once and fore“ r'と いう言しヽ貫わしがあるとおり,ただの一度は

一度では済まないのだ。薬も何の役にも立たない。玉子スープを吸おうが肝油を飲もうが肉を

食べようが何の効能も及ばないものだ。一番大切なことは品行を正すことである。学生さらに

は教師たちも母国の窮状を悲しみ自己を正すべきである。梵行こそこの世におけるあらゆる力

の根本なのだ。梵行戒を守らずしては人生は全く無味乾燥なものに思えるのだ。この世に現れ

た偉人たちの多くは梵行戒の威力によるものであって何百年何千年の後にもその令名を称える

ことに人々は喜びを見出すのである。梵行戒の威光を知ろうと思うならば,パラシュラーマ
*2,

ラーマ
*3,ラ
クシュマナ

*4,ク
リシュナ

*5, ビ_シュマ *6,ィ ェス .キ リス ト,マ ッツィー

ニ,バンダー
*7,ラーマクリシュナ,ダヤーナンえ あるいは,ラーマティール トといった方々

の伝記を読むがよい。

幼年期に悪癖に陥り,あ るいは,悪い仲間との交際から品行を過つたものの立派な教訓を授

かれば品行を改めようと努めながらもうまく行かない人たちも失望落胆すべきではない。人生

とは修練の集積に他ならない。心の中に生じてくる種々様々な想念の中から一番気の向くもの

がまずはじめに実行される。同じ行為は繰 り返し行つていると主体的な気持ちは失せて反射的

な刺激が生じるようになる。反復の結果もたらされるその反射的な行為が習性と呼ばれるもの

である。人の品行とはすなわちこの習性によつて作り出されるものである。習性とは言い換え

れば習慣のことであり性癖であり癖なのだ。習性には良いものと良くないものとがある。常に

良い考えが思い浮かぶのであればその結果として良い習性が身につくであろうし,も しその逆

であればその結果も必ず逆のものである。心とは欲望の中枢であつて人はその充足に努めざる

を得ないものだ。習性は第一に先祖から受け継いだものによる。すなわち,両親の習性が子供

の習性を形成する上で支えとなるものである。両親の習性に従 うことからこそ子供の習性を形

″
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成する上での助けとなるものである。第二にどのようなところに住むのかどのような環境で過

ごすかによつて習性も異なってくるわけである。第二にその人の努力によつても習性は作り出

されるものである。それは先祖伝来,あ るいは,育ちや暮らしの環境によって作り出された習

性にも打ち勝つほどに強力なものである。われわれが為す行動の一つ一つは習性によるもので

ある。もし習性を通じ行動が自然なものに感じられないとすると人生は随分と苦痛なものに感

じられることであろう。ものを書く習慣やどのような衣服を着用するか,如何なることを学習

するかなどはその明確な実例である。事に当たるのに常にその最初に取り組み始めた時と同じ

ような注意を払いながら行動しなければならないとするといかほど不自由なことであろうか。

同じことなのだが,這つていた幼児が立ち上がれるようになるまでは非常な困難を味わうのだ

が,それがやがて幾マイルも歩くことが出来るようになるのである。歩きながら眠る人まで少

なからずいるのだ。例えば,刑務所の外壁に掛かつている時計にねじを巻く係員は休みなく6

時間歩かなければならないのだが, しばしば歩きながら眠つてしまうのだ。

気持ちを浄め心をしゃにむに高邁な理想に向けさせる修練をすることによって間違いなく成

功を収めることが出来るものだ。全ての青年,学生にして梵行戒を保とうと欲する者は自己の

日課を定めることから始めるべきである。飲食には特別注意を払い聖人の伝記,行跡に関する

書物を読み愛の語らい,4ヽ説に無駄な時間を費やさず,暇があればひとりで過ごさず,良から

ぬ考えが浮かべば直ぐに冷水を飲んで散歩するか自分より目上の人のところへ行つて話を伺 う

べきである。卑猥なガザルなどの詩歌は読まず聴かず,婦女子を目にせぬようにすべきである。

母親や妹であろうとも二人きりでは顔を合わせてはならない。容貌のすぐれた級友などと体を

触れ合わせたり抱き合つたりする癖をつくつてはならない。学生は日の出よりも一時間前に床

を離れて用足しを済ませた後に体操をするか,広場に散歩に出かけるべきである。日の出の五

分か十分前に沐浴を済ませて自己の信仰に応じて神を念じるべきである。沐浴は常に丼戸の新

鮮な水で行 うべきである。井戸水が得られない場合には冬の間は水を少々温めて,夏には冷水

で行 うべきである。沐浴後は固いタオルか手拭いで身体をよく摩擦すべきである。礼拝を行つ

た後に果物や干した果実,牛乳などの軽い食事をとるべきである。一番よいのは粗猥きにした

小麦粉を炊いて好みに応 じて甘味ないしは塩味をつけて食べることである。その後学習をして

十時から十一時の間に食事をすること。食事の中には肉や魚,その他刺激性の強いものは含め

ないこと。玉ねぎ,にんにく,唐辛子,マ ンゴーから作る酸味のスパイス,その他香辛料の多

く入つたものなどを摂取してはいけない。魂を浄め高める食事を心掛けるべきである。固く乾

燥した食べ物を食してはいけない。出来るだけ野菜を多く食べるようにしてよく噛むことであ

る。熱過ぎたり冷え過ぎている食物も避けるべきである。学校から戻つたらしばらく休憩して

一時間ほど勉強してから遊びに外へ出ること。広場で散歩するのもよい。散歩と称して繁華街

の汚れた空気を吸いに出かけるのはよくない。清浄な空気を吸わなくてはいけない8夕方にも

必ず用足しをすること。しばらく黙想の後に軽い食事をすること。出来れば夜は牛孝Lだけを飲

むようにするか,果物だけを食べるようにすること。夢精などの病気は単に満腹になっている

だけで起こるものだからである。食べたものがうまく消化されない日に体調が崩れる。あるい

は,ま た精神が清浄でないためによく眠れず夢精が生じるものである。夜は十時まで勉強して

就寝すること。常に風通しのよいところで眠ること。あまり柔らかい寝床で眠つてはいけない。

出来る限り板の間に毛布か織り日の粗い敷布を敷いて寝ることだ。長時間勉強する際には九時

半,も しくは,十時に床につくこと。朝は三時半か四時に起床 してうがいをしてから冷たい水
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を飲むこと。用足しを済ませてから勉強を始める。日の出前にはいつものように体操をするか

散歩をすること。体操の中では腕立て伏せが一番よい。出来ればラームティール ト教授の方法

にならって行 うことである。教授の方法は学生には一番よい。短時間に十分な運動をすること

が出来る。腕立て伏せの他にはシールシャ・アーサナ
*8と パ ドマ・アーサナ

*9を
するのがよ

い。部屋には英雄や偉人の肖像画を掲げるのがよい。

(註 )

*1 
梵行持戒 原文には頭再爺て Чl。■ とある。先述 したブラフマチャリヤを自ら守るベ

き戒行として誓い守り抜こうと決意したことを指すものと思われる。スワーミー・ダヤーナン

ダがその著『 サティヤ‐ルタ・プラカーシャ』 (第 3章)の中で述べているところによれば,男

子にとつてはブラフマチャリヤには三段階がある。第一は 24歳 まで禁欲を守る人,そ の間学

業に励み結婚後も身を慎むならば,70～80歳までの寿命を得る。第二は 44歳まで禁欲を守る

人。第三は 48歳まで禁欲を守る人。そうすればあらゆる疾病を免れ人生の四大目標である法 ,

財,愛 ,解脱を得ることが出来る。禁欲の期間は男女で異なり,男子の 25歳までに見合う女性

のそれは 16歳 ,男子の 30歳に見合 うものは女性においては 17歳 ,男子の 36歳に見合 うも

のは女性においては 18歳 ,男子の 40歳に見合 うものは女子においては 20歳 ,男子の 44歳

に見合 うものは女性の 22歳 ,男子の 48歳に見合 うものは女性の 24歳までとされる。男子の

48歳以上と女性の 24歳以上は梵行を保つべきではない,と される。結婚を望まない者にあつ

てはこの埒外であるが,愛欲を抑え感官を支配することは甚だ困難なことである, とする。
*2 パラシュラーマ (Ч く巡く円)ヴ イシユヌ神の化身の一。クシャトリヤの横暴を抑制する
ために生まれたとされる。
*3 
ラーマ (く lH)ヴ イシユヌ神の第七の化身。叙事詩ラーマーヤナの主人公でアヨーディ

ヤーのダシャラタ王の長子。
*4 
ラクシュマナ司田T アヨ~デイヤ~のダシャラタ王の王子でラーマの忠実な弟。
*5 
クリシュナ ?ⅧI ヴィシュヌ神の第人の化身。
*6 ビ_シュマ 命町  叙事詩『マハーバーラタ』の最重要人物の一人。クル族のシャンタ
ヌ王とガンジス河の女神ガンガーとの間に生まれた。父のために生涯独身を貫く誓いを立てた

とされ,堅固な意志,深い学識と思索,剛勇・勇気の人であり過酷な運命を壮烈に生きたとさ

れる。
*7 バンダー寺T ジャンムーの出身で元はバイラーギーと呼ばれるヴィシュヌ派の一派の
修行者であつたが 1705年にグル・ゴーヴィンド・シングに出会いシク教に入信。入信後の名は

バンダー・シング・バハー ドゥル。グル・ゴーヴィンド・シング亡き後に一時的ながらイスラ

ム勢力に対抗しグルの受けた屈辱に対し報復を行つた。その後ムガル軍に捕らえられ残忍な取

り扱いを受け斬殺されたが,そ の猛烈な反抗心と忠誠心がシク教徒の信仰心を一段と強めた。
*8 シ_ルシャ・アーサナ (哺寸T→ ヨーガの坐法の一,逆立坐法。
*9 パ ドマ・アーサナ (Ч HヽI。■) ヨ~ガの坐法の一。蓮華坐。
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愛国心

恩師のソーマデーヴァ師が亡くなられた後,英語課程の 9年生になってからインドに関する

書物を読み始めた。シャージャハーンプルにはパンディット・シュリーラーム・ヴァージュペー

イー氏が奉仕会を創設しておられたので私もそれに熱心に参加した。他者へ奉仕するという気

持ちが胸に湧き起こってきた。国民同胞は実際に苦難に喘いでいるのだということが少し分か

りかけてきた。その年には近所の者や親友たちは大学の入学試験に合格して大学に進んだ。大

学の自由な空気の中で彼 らの胸の内にも愛国の情熱が目覚めた。ちょうどその年 (1916年 12

月)にラクノウ市で全インド・コングレス (全インド国民会議派)の年次大会が開催されたので

それに私も参加 した。幾人かの人に出会つた。インドの現状について若千の見通しを得て母国

のために何か特別の働きをしなければならないと決意 したのであった。現今の我が国に生じて

いることの責任は政府にこそあるのであリインド人の苦しみと窮状の責任は正に政府にあるの

であるから政府を転覆させる努力を為すべきである。私もこのような考えに与するようになっ

た。この総会にはマハー トマー・ティラク
*1が
来臨されるとの情報があつたので急進派の人

たちが多く参集 していた。会議の議長の歓迎が盛大に行われた。その翌日ロークマーンニャ・

バールガンガーダル・ティラク氏の乗つた特別列車が至1着するとの情報が伝わつた。ラクノウ

駅は大変な人だかりだった。実行委員会の委員たちからロークマーンニャの歓迎式典は駅前の

みにて行い市街での乗り物に乗せての歓迎は行われないと伝えられた。というのは実行委員会

の委員長はパンディット・ジャガットナーラーヤン氏であつてその他の主立ったメンバーの内

ゴーカランナー ト氏をはじめとする人たちは穏健派の人たちが多かったのである。そのため穏

健派の人たちにとつてはティラク氏の歓迎行列でも出そうものなら会議派の議長以上の歓迎ぶ

りになつて好ましくないという懸念があつたからであつた。そこでティラク氏が駅に歪1着され

るなり車に乗せて市外へ連れ出そうという手はずが整えられていた。そういうことを知らされ

て青年たちは非常に憤つた。これに対してカレッジの修士課程の学生たちが是非ともティラク

氏を盛大に歓迎するべきであると言つて反対した。私もそれに賛成した。そうして数人の青年

たちが,氏が駅に到着したら皆で取り囲み氏を自動車に乗せ行列を出すということに決めた。

特別列車から最初に降り立ったのはティラク氏であつた。実行委員会の委員たちは奉仕隊のボ

ランティアの人たちに氏を取り囲ませて車に乗せた。私と修士課程の学生のひとりがその車の

前に行つて地面に伏 してしまった。あれこれと様々な説得を受けたがだれの言葉も聞き入れな

かった。私たちにならつて数人の青年も自動車の前に座 り込んでしまった。その時の私は激 し

い気合いのため言葉らしい言葉も発せずただ涙が溢れ出る中「車を出すならおれの上を通るが

いい」と叫ぶばかりであつた。実行委員会の委員たちに会議派議長を運ぶ車を貸してくれるよ

うに頼んだのだが応じてもらえなかった。ひとりの青年が自動車のタイヤを破つた。ティラク

氏が随分と説得されたのだがだれひとりそれに応じる者はいなかった。貸し馬車を一台引いて

きて馬を解き放しティラク氏を恭しくそれに乗せ皆で引き始めた。こうしてロークマーンニャ

はだれよりもどの幹部よりも盛大な歓迎を受けられたのだった。人々も一度でいいからその車

に手を触れさせてくれ,こ の世に生まれた甲斐があつたというものだ,な どと言 うほどの熱狂

振りであつた。歓迎の花吹雪が舞いその落ちた花を人々は拾い上げ着物につけていた。ローク

マーンニャが踏みつけられた土が皆の額につけられていくのであつた。またその土を手拭いに

包んで持ち帰る人もいた。この歓迎振 りに穏健派の人たちは全く顔色なしという有様だつた。
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(註 )

*1 バールガンガーダル・ティラクqlu ttTR肺  (1856-1920)当 時のボンベイ州プー
ナ出身の政治家,思想家。ジャーナリス ト,社会活動家としても社会への広く深くかかわりを持

つ政治活動を行つた。民族運動の急進派を代表する存在であったがために 1908年から'14年ま

での 6年間ビルマのマンダレーで投獄された。ここにはこのようなティラク氏への青年たちの

熱誠 と穏健派に対する対抗意識が言及されている。なお,マハー トマーとロークマーニャ (人

民 。民草の敬愛する)と いう二つの敬称が用いられているが,後者のほうが一般的であった。

革命運動

ラクノウでの国民会議派大会の会合の折りに革命運動を主眼とする秘密結社のあることを

知った。その話を聞いて間もなく私も革命結社に参加することになつた。ある友人を介してそ

のメンバーになった。間もなくして私は執行委員会の委員に選ばれた。結社には金は全くなく

一方では武器も必要としていた。家に戻ると,書物を出版してそれで利益があれば武器を購入

してみてはどうだろうかということを考えた。しかし,その書物を出版する費用はどうするの

かという問題があつた。あれこれ考えているうちに一つの策を思いついた。私は母にちょつと

儲かる商売をしてみたいのでお金を出してもらえれば有り難いのだがと話してみた。母は200

ルピーを用意してくれた。『アメリカは如何にして独立を達成したか』という題で原稿を仕上げ

てあったのでそれを出版する手筈を整えた。もう少し金が必要だつたので母に更に 200ルピー

を借りた。本が売れるとまず母にその金を返済した。それでも200ルピーが手元に残つた。そ

れに本はまだ残部があった。ちょうどその頃,『同胞に告ぐ』というビラを刷った。というのは

パンディット・ゲーンダーラール
*1がブラフマチャーリーの率いるグループともどもグワーリ

ヤルですでに逮捕されていたからであった。そこで学生たちは一段と思いを熱くして責務を果

たそうと誓い合ったのだった。ビラは幾つかの県で貼り出されたし配布もされた。そのビラも

『アメリカは如何にして独立を達成したか』も連合州政府により没収処分を受けた。

(註 )

*1 
ゲーンダーラール・ディークシット (パンディット)哺薫 赫 計燎Tについてはこ

の後のマインプリー事件及びパンディット・ゲーンダーラールの項を参照。

武器購入

一般に藩王国ではだれでも武器 (リ ボルバー,ピス トル,ライフル銃など)を所持しており,

銃などの所持についてのライセンスは不要だとも考えられている。事実,藩王国ではこの種の

武器は容易に入手できるし武器の所有につきライセンスも不要であり,だれにでも銃を所有す

る自由があるというのは正しい。しかし,実弾 (弾薬筒)をこめる武器を所有している人は非

常に少ないものだ。というのは,その実弾,すなわち,外国製の弾薬筒を購入するに当たって

は警察への届け出が必要だからである。その上,外国製の実弾やそれを用いる武器を売る店は

存在 しないのであつて,更に,外国製の弾薬や雷管すら手に入らないものだ。そうしたものは
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みな外国から取り寄せなくてはならないからである。この種の物品を外国から取り寄せるに当

たってはそれぞれの藩王国に駐在するレジデント
*1の
承認を要する。レジデントの承認がな

ければ武器の類は何一つ入 り込めないのである。従つてこの煩瑣な手続きを逃れるためには藩

王国の中で トーピーダール・バンドゥークすなわち,撃発雷管 (PercuSSiOn cap)の ついた銃が

製造され弾薬も硝石,硫黄,炭などを用いて製造される。雷管は密かに取り寄せる。そうでな

ければ雷管の代わりに鶏冠石とカリを別々に粉末にしてから混ぜ合わせたものを使用する。武

器を所有するのは自由なのだがそれでも農村では撃発雷管銃や小型のピス トルを所有している

のは少数の金持ちや地主たちに限られている。それらの武器には領内で作られた弾薬を使用す

る。その弾薬は雨季の間に湿気を帯びるので役に立たなくなる。一度私はひとりでリボルバー

を買い求めに出かけたことがあつた。当時の私は銃器店があるだろうからそこへ行つて代金を

払い買い求めて来ようと考えていた。店という店を一軒残らず覗き込んでみたが銃砲店などの

広告,あるいは,それらしきものは日にすることが出来なかった。そこで馬車に乗つて市内を

回つて見た。馬車屋が何が要るのかと尋ねるので,びくびくしながら用件を述べるとその男が

2,3日 かけず り回つて雷管付のリボルバーを手に入れてくれ,それに地元で作られた弾薬も

ある店から取 り寄せてくれた。何の知識もなかった私は一度に 2セーノンもの弾薬を買い込んで

しまつたが,それは梅雨時になって湿気にやられて駄目になってしまつた。非常に残念な思い

がした。革命運動の結社の一員になってからのことなのだが三度目に仲間の了承もあつて 200

ルピーを持って武器の購入に出かけた。その時は随分頑張つてみた結果,あ る古道具屋らしい

店に幾振 りかの短会1と 刀,それに撃発雷管付の銃が 2挺置いてあるのをようやくにして見つ

けた。勇気を振 り絞つて男にこれは売り物かと尋ねると男は領いたのでそれらを手に取つてみ

た。価格を尋ねてみた。そうこうしながら実包の入つた銃は売らないのか, どこか売つてくれ

るところはないかと尋ねてみた。すると男は詳 しいことを話してくれた。店には雷管付で砲身

が一つの小型のピス トルが 2挺あつたので 2挺 とも買い入れ刀も一振 り求めた。男はまた訪れ

るのであれば実包のついたのを取り揃えておくようにすると約束した。欲とは恐ろしいものだ

と思う。正にその諺通 り欲に駆られたこともありわれわれにすれば他に武器を手に入れられる

伝もなかつたので私は数 日後再び出かけて行つた。今度はその男がすばらしい弾薬筒付のリボ

ルバーを売つてくれた。古い弾薬筒を幾つかわけてくれた。男はこちらが武器を購入するのは

間違いないと確信 して必死になって数挺のリボルバーと2,3挺のライフルを取り揃えてくれ

た。男にもいい実入 りとなつていた。1挺につき 20～ 30ルピーの口銭を取つていた。幾つかの

ものについては倍の利益を挙げていた。その後われわれの組織の 2,3人のメンバーが一緒に

出掛けたも店主もこちらが強く欲しがつているのを知るとあちこちから古い武器を仕入れて修

理をした上で新品のようにして売るようになつた。随分と暴利を貪った。われわれには何の知

識もなかったのだ。このような経験を経てわれわれはものの新旧が見分けられるようになつた

のであつた。別の一人の刀剣研ぎ師の男と知り合いになつた。その男自身は特別の知識を持つ

てはいなかつたのだが,幾人かの資産家の地主にわれわれを引き合わせてくれると約束した。

リボルバーを 1挺持つた男と面会した。こちらが購入したいと言うと男は 1挺につき 150ル

ピーを要求した。新品ではあつた。かなり駆け引きをしたところ薬業を 100個つけて 155ル

ピーで売つた。150ルピーは自分が取り5ルピーは口銭として仲介 した研ぎ師に支払 うことに

なった。 リボルバーはぴかぴか光る新品だつた。高価なものに違いないと思つた。購入はした
がこのように暴利を貪 られていては駄目だということになりどうにかして情報を得ようという
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ことになつた。随分苦労してようやくのことでカルカッタやボンベイの銃器販売人のリス トを

手に入れてみたところ目が覚めた。われわれが入手したリボルバーや銃は 1挺を除きすべて相

場の 2倍の値を支払つていたのだった。155ルピーで入手したリボルバーはわずか 30ル ピー

の品だつた。薬奏は 100個 が 10ルピーであったから合計 40ル ピーのものに 155ルピーを支

払わなければならなかったわけだ。残念無念であったがどうにもこうにも他には講じる手立て

がなかったのであるから仕方のないことではあった。

しばらくして武器製造工場のリス トを携えて 3,4人のメンバーで出掛けた。念入 りに調査
し探索した。幾らかの糸口を掴んで藩王国の警察がわれわれの動きを嗅ぎつけた。秘密警察の

刑事が私に接触してきて幾つかの武器を手配しようと約束した。そして警部補の家へ案内した。

たまたまその時警部補は留守だった。門口に私のよく知っていた警官が腰をかけていた。その

近所で刑事の目を盗んでその家はだれのものかと尋ねると警部補の家だと判つたのでそそくさ

とその場を去 りすぐさま宿泊場所を変えた。その時すでにわれわれはライフル 2挺, リボル

バー 2挺 , ピス トル 2挺を買い入れて所有していた。刑事は苦心してわれわれがいつも武器の

修理を依頼していた職人からわれわれの仲間の一人がちょうど去ることになっていたのが判つ

たので四方八方の駅に手配の電報を打つた。列車での捜査が行われたが,警察の不注意により

われわれは九死に一生を得たのであった。

金の威力は恐ろしいものだ。ライフル銃を一挺所持していた一人の警視がそれを手放すのが

判つたのでわれわれはそこへ出向いた。われわれは藩王国の中に居住していると告げた。警視

は事実確認をしようとして色々な質問をした。われわれが未成年であることには違いがなかっ

たからである。警視というのはすでに退官した人でイスラム教徒であった。われわれの話に完

全には得心できず私たちの住所を管轄している警察署長に人物証明書を書いてもらつてから来

いということになった。私は出掛けて行き住所を名乗つていた地区の署長の名前を調べ更にそ

の地区の二人ほどのザミーンダールの名前を調べ自分はそのザミーンダールの息子でありこの

人物をよく知っている旨の書類をこしらえそれにザミーンダールのヒンディー (デーヴァナー

ガリー)文字の署名と署長のローマ字での署名を書き込んで警部補のところへ持参して差し出

した。元警視は慎重に目を通した後,警察署で確認するから君も署に出掛けてライフルを購入

するという届けを出したまえと言つた。私は,あなたに納得していただこうと思ってこれまで

の面倒を辛抱 してきましたし 10ルピー以上も金を使いました。それでも納得していただけな

いのであれば仕方がありませんから警察署には参 りません, と伝えた。ライフルの値段は価格

表には 180ルピーと記されていたのだが,警部は 250ル ピーを求めており実包も 200個つけ

るということだつた。こうして警視は新品のライフルの代価を要求していたのだった。こちら

も 250ル ピーを出すつもりだつた。警部は満額が手に入るわけだし息子もいなかったので 250

ルピーを受け取リライフルを売つてくれた。警察にも問い合わせに行かなかつた。ちょうどそ

の頃,州のある高官の使用人を抱き込んでリボルバーを 1挺盗ませたことがあつた。相場では

75ル ピーのものだったが 100ルピーを支払つた。モーゼル銃も 1挺盗ませた。相場では 200

ルピーのものだった。何としてもそれを手に入れたかつたのだ。懸命の努力の結果手に入つた

が,それには 300ルピーを支払わなくてはならなかった。弾は一つも手に入らなかった。古い

知り合いの古道具屋がモーゼル銃の弾を 50発持っていた。それが大いに役立った。仲間のだ

れ一人もそれまでモーゼル銃を見たことがなかった。使用法さえ不明だつたので随分苦労して

理解 したようなことであつた。12口径のライフルを 1挺 ,雷管付の銃を 2挺, リボルバーを
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3挺,雷管付のリボルバーを 5挺購入した。それぞれに 50発から 100発の実包を買い入れた。

これらを手に入れるのに合計しておよそ 1千ルピーを費やした。短剣や刀なども購入した。

(註 )

*1 レジデント(resident)英 領インドの一部の大きな藩王領に英国政府の代理として駐在

した総督代理。

マインプ リー事件
*1

われわれが活動に忙 しくしていた頃,マインプリー事件のメンバーの一人が指導権を握 りた

くなって狂つてしまい, 自分の指揮する別個の組織を立ち上げた。武器も少々集めた。資金不

足になつたためメンバーの一人にその親戚筋の家に強盗に入らせろ, と言つた。言われたメン

バーは返事をしなかつた。すると命令書が出され命を取るぞと脅されたのでそのメンバーは警

察に訴え出た。ことが露見してマインプリー
*2での逮捕が始まつた。われわれも知らせを受

けた。

デ リーで国民会議派の会合
ホ3が
開催されようとしていた。『 アメリカは如何にして独立を達

成したか』という本を連合州政府が発禁処分にしたのだが,それをコングレス (国民会議派 )

の集会の際に販売しようと思いついた。大会の際にシャージャハーンプルから参加する奉仕団

と一緒に救急医療隊を率いて出掛けた。救急隊員は会場のどこへでも制限を受けずに自由に出

入 りが許可されていた。会議派の大テントの外で青年たちが公然と政府が発禁処分にした書物

だと言つて販売していたため秘密警察がテン トを取り囲んだ。ちょうどその前にアーリヤ・サ

マージが設営したテントがあった。書籍を販売していた人たちを警察が取り調べ始めた。私は

実行委員会の委員長や書記局長の許可がなければ警察に立ち入 りを許可することはないと考え

たものだから会議派のテントにボランティアたちを派遣したのであった。アーリヤ・サマージの

テントに出掛けてみた。書籍は一つのテントの中にまとめてあった。私はおよそ 200部 はあつ

たろうと思われる冊子をオーバーコー トに包み肩に担ぎ警察の前を通り抜けた。制服を着てヘ

ルメットを被 り救急隊の赤い大きな腕章を腕につけていた私はだれからも怪 しまれることもな

く冊子は無事だつた。

デリーでの会議派大会からシャージャハーンプルに戻つたが,そこでも逮捕が始まつていた。

われわれは同地を去って他の町の一軒に泊まっていた。夜間に家主が戸口に外から錠を下ろし

た。11時頃に仲間の一人が家の前に来て錠が下ろされているのを見て声をかけた。われわれも

疑わしく感 じたので塀を乗り越えてその家から離れた。闇夜のことであつた。少し進むとにわ

かに「だれだ。止まれ。」と誰何する声が聞こえた。われわれは 7,8人の仲間であつたが包囲

されたと思つた。足を速めようとした途端,再び「止まらないと撃つぞ」という声がした。警

部が銃口をわれわれに向け肩にリボルバーを掛け数人の警官を従えて近付いてきた。「だれだ。

どこへ行く。」と問われたので「私たちは学生です。駅に向かうところです。」と答えた。「ど

こへ行くのだ。」と問われて「ラクノウです。」と返事をした。時刻は午前 2時だった。ラクノ

ウ行きの列車は 5時発だつた。警部は怪計に思つた。カンテラが持ってこられわれわれの顔が

照らし出された。警部は「夜間はカンテラを持参するようにしたまえ。疑って済まなかつた。」

と言つた。われわれはお辞儀をしてそそくさとその場を離れた。公園に茅葺きの四阿があつた
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のでそこに腰を下ろしたが雨が降りだした。土砂降りになりびしょぬれになった。地面も水浸

しになリー月のことでもあつたのでかなり冷え込んでいた。夜通し雨に打たれて震えていた。

随分と辛いことだつた。早朝ダルムシャーラー
*4に
行き服を乾かした。翌日,シャージャハー

ンプルに戻り銃を地中に埋めプラヤーグ
*5に
向かつた。

(註 )

*1 マインプリー陰謀事件キπ■ 、sq・ 命了後述のパンディット・ゲーンダーラール・ディー

クシット爺T"l。 金衡匠 (1888-1920)が中心となり革命運動の資金調達のため強盗団を組織
して活動したが失敗 した事件。首謀者のディークシットは愛国心から発する行動を採つたもの

と思われるが,こ の組織に参加 した者たちはごく一部を除きこの地域に多かった従来の強盗団

の仲間であつたようだ。ラームプラサー ド・ビスミルもムクンディーラールもこの事件に関与

しており後に官憲の追及を受ける身となった。ゲーンダーラール・ディークシットについては

この後別項がある。ただし,M.グプタによれば,こ の事件は連合州で発生 した陰謀事件の内
唯一ベンガル人が参加 していないものであるとのことだ。
*2 マインプリーはシャージャハーンプルの南西,アーグラーから約 10蝕m東方に位置す
る同名県の所在地。
*3 1918年 12月 にデ リーで開催された国民会議派の年次大会。
*4 
ダルムシャーラー 多くは寺院付属のものか篤志家によって営まれる巡礼者や旅行者の

ための無料もしくは低料金の宿泊所。
*5 
プラヤーグ ガンジス川とヤムナー川の合流するこの地はヒンドゥー教の聖地である

が,ア ラーハーバー ド (ィ ラーハーバー ド員
"lミ
lqく |)と も呼ばれることも多い。ただビスミ

ルはこれを多く用いている。

背信

プラヤーグのダルムシャーラーに 2,3日 逗留する間に精神力の面でひ弱な仲間が一人いる

のでもしこの男が捕まることがあれば一切の秘密は暴露されることになるため男を始末しよう

かという意見が出てきた。私は人を殺めるのはよくないと言つた。だが,最終的には翌日プラ

ヤーグを離れその男を始末することになった。私は無口になった。われわれ―行は四人だつた。

四人全員が午後にジューンシー
*1の
城跡の見物に出掛けた。戻ると夕暮れ時になっていた。

ちょうどその時刻にガンジス川を横切つてヤムナー川の岸辺に着いた。用足しを済ませてタベ

の祈 りをするため砂の上に腰を下ろした。仲間の一人が言つた。「ヤムナーの近くに腰を下ろそ

う。」私は岸から離れた高いところに腰を下ろしてそこから動かずにいた。他の二人も私の側

に来て腰を下ろした。私は目を閉じて瞑想 していた。しばらくするとかちゃ )と いう音がした。

仲間のだれかが何かしているのだろうと思った。その瞬間弾が一発発射された。弾は私の耳を

掠めて飛んだ。自分を狙つて発射されたのだと思いレボルバーを取り出しながら前方に走つた。

振り返つてみると例の男がモーゼルを手にして私を狙つて撃つている。数 日前その男と言い争

いはしたが後で仲直りをしたのだった。だが,その男はそれにもかかわらずこのような行動に

及んだのだった。私も撃ち返そうと身構えた。男は三発目を発射すると逃げ出した。プラヤー

グに逗留していたあと二人の仲間もその男と一緒にいた。二人とも逃げ去った。 リボルバーが
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革のケースに入つていたので私の対応が遅れたが,ほんのあと少しの間二人の内の一人でもそ

の場に立っていたなら私の弾の標的になっていたことだろう。みな逃げて行ったので弾を撃つ

のは無駄なことだと思いその場を離れた。九死に一生を得たようなことだった。2メ ー トルも

離れていないようなところからモーゼルを発射されそれも私は腰を下ろしている状態だつたの

だ。どうして命拾いしたのか理解できなかつた。一発目は弾が出なかった。3発も発射された

のに。私は心の震える思いで神を念じた。喜びの余り放心したようになり手からリボルバーも

ケースも地面に落ちた。その時だれかが近くにいれば私を容易に殺すことができたであろう。

一分間ほどもそ うしていたであろうか。するとだれかが言つた。「立て」私は立ち上がリリボ

ルバーを拾い上げた。ケースを拾つた記憶はなかった。1月 22日 のことであつた。私は上着と

腰布をまとつているだけだつた。髪の毛は伸びており頭には被りものもなく裸足であつた。こ

のような状態でどこへ行こうか。様々な思いが次々と脳裏に浮かんでいた。

色々な思いの浮かぶ中私はヤムナー川の岸辺をさまよい歩いていた。ダルムシャーラーに戻

り鍵を壊 して荷物を取り出そうと思いついた。また考えた。ダルムシャーラーに行けば弾が飛

び交うことになり無益な血を見ることになるであろう。今すぐはよろしくない。一人で復讐す

るのは適当でない。何人かの仲間と連れだつて復讐しよう。これらのこととは無関係な私の一

人の友人がプラヤーグに住んでいた。その友人のところへ行つてようやくのことでチャーダル

(上掛け 。掛け布兼用)を一枚もらって鉄道でラクノウに向かつた。ラクノウに出ると調髪し

てもらった。 ドーティーや靴を買つた。金は自分の手元にあつた。たとえ現金の持ち合わせの

ないときでもいつも 40～50ル ピーの値打ちの指輪はつけていたので役立てることは出来た。

戻ると他のメンバーに会いことの経緯を詳しく話した。数日間人気のないところに潜んだ。出

家しようかという気持ちになった。この世には何もないではないか, と。しばらくしてから母

のもとに戻リー切のことを話した。母は私にグワーリヤルの郷里に行くように命じた。数日後

両親を始め全員が大叔父 (祖母の弟)の家にやつてきた。私もそこへ行つた。四六時中どうし

ても復讐の念が頭から去らなかった。ある日は誓いを立てリボルバーを携えて仇を殺そうとの

思いで出掛けたのだが不首尾に終わつた。このように煩問しているうちに発熱に苦しむように

なった。幾月もの間具合が悪かつた。母は私の考えを理解してくれた。そして慰めの言葉を掛

けてくれたが,お前を殺そうとする人たちをお前は殺さないと私に誓いなさいと言つた。私が

口実を設けて誓いに応 じないでいると母はお前が返すべき親の恩の代わりに私はお前に誓わせ

る。どうするつもりだ, と問うた。私はすでに誓いを立ててしまったのだと答えた。母は私が

逃げられないようにして私に誓いを破 らせた。母は自分の言葉を翻すことはなかつた。私のほ

うが頭を下げるしかなかった。その日から私の熱は下がりはじめ快方に向かつたのだった。

(註 )

ホ
・  ジューンシー蒸命  ジユーシーとも呼ばれる。プラヤーグから東約 9kmのヤムナー川
沿いに位置する歴史の古い町。

潜伏
*1

村人たちと全く変わらぬような服装をして村に住み始めた。農業にも従事するようになった。

見る人が見てもせいぜい町中に住んだことがあり少しは学校へ通つたことがあることぐらいし
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か判らなかっただろう。畑仕事には特に念を入れた。もともと体は頑健であった。短時日の間に

それなりの農夫になつた。あの固く乾いた土地で農業を営むのは容易なことではなかった。ア

ラビアゴムモ ドキやインドセンダンの他には樹木と呼べるようなものはない。まれにマンゴー

の本が 1,2本見かけられる他は見渡す限りの茫漠たる荒れ野というか砂漠である。畑に出掛
けると少 し進めば足はイヌナツメの刺に囲まれる。初めの頃はとても辛かつたがそのうちに慣

れてしまった。その近辺の力持ちの男子が一日に耕すことの出来る畑を自分も耕していた。顔

は真っ黒に日焼けしていた。その間数日の間シャージャハーンプルに出掛けたことがあつたが ,

一部の人は私に気付くことさえ出来なかつた。シャージャハーンプルに着いたのは夜中であつ

た。汽車は出てしまつていた。昼中歩いていると一人の警官が私に気付いた。その警官が同僚

たちを呼びに行つている間に私は逃げ出した。前日の疲労があったのはもちろんだ。20マイル

ほどは歩いていたのだが,その日も 35マ イルは歩かなくてはならなかった。

両親には助けてもらつた。苦労もなく過ぎた。母の蓄えは全て私が潰 してしまったのだ。父

は役所から息子のマインプリー事件にかかわつて出ている逮捕令状の執行保証という名目で祖

父の資産の内息子の相続分を競売に付すと伝えられた。父は驚愕して 2000ルピーの家屋を 800

ルピーで売 りその他の家財も安価に売り払つてシャージャハーンプルを後にした。妹 2人の結

婚を済ませた後に残つていた財産も全てなくなった。両親はまた貧乏人同然になった。逃亡し

た仲間のメンバーたちも惨めな有様となった。幾月もの間ただただヒヨコマメをかじる羽目と

なった。友人や支援者から得 られる 2,3ル ピーの金で暮らさなければならなくなった。やむ
なくリボルバーや銃を売 り払つて命をつないだ。他人に話せることでもなく逮捕の恐怖から仕

事を始めることも人に雇われることも出来ないでいた。

そのような状況で私は商売をすることを思いついた。すでに亡くなっていた同級生で友人の

スシールチャンドラ・セーン君の思い出にベンガル語を勉強したことがあった。弟が生まれた

時には名前をスシールチャンドラとつけた。思いついたのは叢書の刊行であつた。金にもなる

だろうし難 しい仕事でもない。ベンガル語からヒンディー語への翻訳書を刊行することだ。経

験は全くなかった。ベンガル語で書かれた「ニヒリス トの奥義」の翻訳を開始した。その時の

ことを思い出す度毎に笑いがこみ上げてくる。草をはませに何頭もの牛や水牛を引き連れて荒

蕪地に出掛けていた。することもなくじっと腰を下ろしていなければならなかったので帳面と

鉛筆を持参して翻訳に取りかかるのであった。牛や水牛が遠方に行つてしまうと翻訳を止めて

梶棒を手にして牛を連れ戻しに出掛けるのであった。しばらくの間,一人のサー ドゥの庵に通つ

たものだった。そこでは多くの時間を翻訳作業に費やした。食事のためには小麦粉を持参した。

4,5日 分の小麦粉を携えていた。自分の手で調理していた。書物が出来上がるとスシール叢書

として刊行した。書名は『ボルシェビキの活動』
*2と した。二冊日は書名を『胸打つ波』

*3と

して刊行した。この仕事でおよそ 500ルピーの損害を被つた。大赦令
*4が
布告され政治犯が

釈放されたのでシャージャハーンプルに戻り何か商売を始めようと思ってのことだった。両親

にいささかなりとも恩返しになるようにと思ったことだった。自分が生きている間に三度とこ

のシャージャハーンプルの町に足を踏み入れ自由に歩けるようにはなるまいといつも思つてい

たのだが,神様の思し召しは人智を越えるものだ。何とその日がやつてきたのであった。私は

再びシャージャハーンプルの住人になったのであった。

(言モヒ)
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*1 マインプリー事件で逮捕状が出ていたために警察の追及を逃れて潜伏していた時期のこ

とである。
ホ2 
『ボルシェヴィキの活動』は原文では `ぜ汗両會ず「そ命 喩く意d"である。内容不詳。
*3 
『胸打つ波』 原文では `tマ 命 ば 'である。内容不詳。
*4 
大赦令 欧州大戦 (第一次大戦)後の 1919年 12月 23日 にインドの政治犯に対する大

赦令が出された。

パ ンデ ィッ ト・ ゲーンダーラール・デ ィー クシ ッ ト
*1

パンディットはヤムナー川のほとリバテーシュワル
*2近
くのマイー村にお生まれになつた。

マ トリキュレーション,すなわち,大学入学資格試験までの英語課程を修めておられた。パン

ディットはイターワー県
*3の
アウライヤー

*4で D.A.V.ス クール (Dayanand Anglo―Vedic

School)*5で 教師をなさっておられた時にシヴァージー会
*6を
設立されたのであった。パン

ディットが目指されたのはシヴァージー
*7の
ように団体を結成して略奪を行いそれからチョウ

ト
*8,す
なわち,四分の一税を徴収し武器を購入し団体にそれを提供することであつた。それ

をや り遂げようとして藩王国から武器を運搬中に一部の若者の不注意のためにアーグラーの駅

近くで逮捕された。パンディットは大変勇ましく気力の横溢した方であった。静かに座している

ことをご存じない方だった。常に青年に何かしら説き聞かせておられた。一週間もの間編み上

げ靴も脱がず制服も脱がずに過ごされることがあつた。パンディットはブラフマチャー リー氏

のもとへ助力を求めに行かれた際に不運にも逮捕されたのであった。ブラフマチャーリー氏の

団体は藩王領内ではなく英領インド内で幾つかの強盗事件を起こしていた。強盗事件を起こし

てはチャンバルリ|1流域の荒野に身を隠すのであった。英領インドの州からグワーリヤル藩王宛

に書簡が送られた。この一団を逮捕する手筈が整えられた。英領の州政府は州のインド人部隊

を派遣した。部隊はアーグラー県内のチャンバル川周辺に長期に亘つて留まつた。騎馬警官が

配置された。それでも彼らは怯えることはなかった。パンディットは裏切 りのために捕らえら

れたのであった。ブラフマチャーリー氏のグループの一人を警察が抱き込み篭絡したのであつ

た。強盗を働くために遠方のある場所が選ばれた。そこへ行くまでに途中で休憩しなければな

らなかつた。その途中,一行は疲れたので休憩した。警察に通じたその男が近くに住むという

その男のだれか親類の家があったので食事を持って来ると言つて出掛けプーリーをこしらえて

もらつて戻つた。皆がプTリ ーを食べ始めた。ブラフマチャーリー氏は食事はいつもは自分の

手でこしらえて食べるかサ トイモを焼いて食 していたのだが,その日はそのプーリーを食する

ことに同意された。皆が食べ始めた。ブラフマチャーリー氏もプーリーを一枚食べられた。舌

がもつれだしたくさん食べた人たちは倒れ込んだ。プーリーを持ってきた男は水を持つてくる

と言つてその場を離れた。プーリーには毒が盛られていた。ブラフマチャーリー氏は銃を手に

取りその男を銃撃した。その銃の発射と同時に四方八方から銃撃が始まった。警官たちが潜ん

でいたのだ。ブラフマチャーリー氏は銃撃を受け全身に傷を負った。パンディット・ゲーンダー

ラールは左目に弾が当たり視力を失われた。幾人かの人は弾に当たつて死亡した。こうして 80

人のうち 30人ほどが殺害された。残りの全員が逮捕されグワーリヤルの城内に収容された。城

内でわれわれが面会した際にはパンディットは手紙を寄越されてことの次第を全て伝えられた。

ある日は城内でわれわれにも嫌疑が生じたが,一人の職員の協力で逃げ出すことが出来たので
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あった。

マインプリー事件の裁判が始まるとパンディット・ゲーンダーラールの身柄を検察側はグワー

リヤル藩王国に求めた。グワーリヤル城内の刑務所の環境は極めて悪かった。パンディットは

結核に冒されていた。マインプリー駅から刑務所へ向かう途中で 11度 も座 り込むほどの衰弱

振 りであつた。警察の取り調べに対しパンディットは何故若者たちを逮捕 したのかと述べられ

取り調べには自分が一切を話すとおっしゃった。警察はその言葉を信 じて刑務所から共犯証人
*9た
ちが収容されていたところへ移した。そこでことの顛末を知リパンディットは夜半に一人

の共犯証人を伴って脱出された。ある村の小屋に身を潜められた。同行の男は市場に用があつ

て出掛けたまま戻つては来なかった。小屋の戸は鎖で閉じられていた。パンディットはその小

屋に 3日 間飲まず食わずの状態で閉じ込められた。パンディットは,男は何か面倒な目に遭っ

ているに違いないと思った。ようやくのことで鎖がはずれた。金は全てその男が持ち去ってい

た。手元には一銭もなかったのでコーターから徒歩でアーグラーヘ出てようやく実家にたどり

着かれた。病気は重篤だった。家族に累が及ばないようにと厳父は警察に届け出ようとされた

がパンディットは懇願 して思いとどまってもらい 2, 3日 後に自ら家を出られた。われわれを

随分探されたのだがだれの所在の手がかりも得られずデ リーのあるピャーウー
*1°
での仕事に

就かれた。体調は日に日に悪化 していた。容態は極めて悪くなりつゝあった。実弟と夫人を呼

び寄せられたが,弟は茫然とするばかりであった。何をどうすることが出来たであろうか。公

立病院への入院のためために連れて行つた。夫人をよそへ連れて行き病院に戻つて見ると,何
とそれを書くこの手が震えるのだが,パ ンディットはすでに息絶えておられた。遺骸だけがそ
こにあった。母国のために奮迅する中でパンディット・ゲーンダーラール・ディークシットは

孤立無援の中で自らの身を最後の生け贄として捧げられたのであった。ご自分の行動には露ほ

どの迷いもなかった。パンディットは銃弾での死を願つておられた。インドの偉大なる魂が消

えたというのに国民のだれ一人にも知られることがなかった。パンディットの詳しい伝記は月

刊誌の『 プラッバー』にすでに発表されている。マインプリー事件の指揮官はパシディットと

考えられている。この事件の特徴は中心人物のうち二人だけが当局に捕らえられたが,そのう

ちの一人ゲーンダーラール・ディークシットは共犯証人を伴つて逃亡し,シヴクリシュンラー

ル・ディークシット氏は脱獄 したまま捕らえられなかつた。半年後には有罪とされた人たちも

大赦により釈放された。秘密警察の怒りは完全には鎮まらず大いに不名誉なこととなつた。

(註 )

*1 パンディット・ゲーンダーラール・ディークシット(1888-1920)パンディットはブラー

フマンや学者に対する敬称であるが,ディークシットはこの地域のブラーフマンのサブカース

トの一。彼はアーリヤ・サマージの会員であつたようだ。Manmath Nath Guptaが 記している
「マインプリーの誓い」というこのグループの隊歌とも言うべきものは確かに叙事詩「マハー

バーラタ」のインド的伝統を背景にしている。彼のグループには 80名 ほど参加 していたとさ

れる。彼自身は革命運動のための資金調達を試みたのであろうが,職業的強盗団から参加 した

者たちの動機は全く別のものであつたと考えたがよいだろう。
*2 バテ_シュワル

ー
 ウッタルプラデーシュ州アーグラー県アーグラー市の東方約

55km南東のジャムナー (ヤムナー)り |1右岸に位置する古くから拓けた町
*3 
ィタ_ヮ _(1こ lq)ウ ツタル・プラデーシュ州中南部ジャムナー川沿いの県。同名の
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同県の県都は北緯 26.47° 東経 79.2° に位置する。
*4 ァゥライヤー(― )イ ターワー県の南東端。イターワー市の東南部のジャムナー川
左岸沿いに位置する。
*5 D.A.V.ス クール Dvanand Angl∝恥dic Schoolの 略称。アーリヤ・サマージでの教育

振興運動の一として英国式教育を基盤とする考えの下に各地に設立された教育機関。
*6 シヴァ_ジー会

―
赫

+7 シヴァ_ジーい回T命 )(1627-80)マラーター王国の創建者であるが,近代インドの

独立運動では民族独立運動の象徴的な人物・英雄となつた。
*8 
チョゥト(命T)四 分の一税。チヨウトとはチョウターイー (ゴゝ言 )と 同じで四分の一

の意。マラーターの支配者がその支配地の領主たちから課税評価額の四分の一を上納させたこ

とからの命名。
*9 
共犯証人 英語では approver(密告者,共犯証人,共犯者告発人)。 ヒンディー語では

サルカーリーガワーフ訳雨てい lqlミ ,すなわち,検察側証人。
10 ピャーウー (Ч Iも )一 般に人通 りの多い道端などで通行人に水を飲ませるために慈善
家や公共機関などにより設けられる無料の公共給水所。

III

白活

大赦令が出た後シャージャハーンプルに戻つたが,街の様子がそれまでとは違ったものになっ

ているのを知った。だれ一人近寄ってくる人がいない。私が相手のそばへ近付いて立てば挨拶

をして立ち去る。警察が大変な威力を発揮していた。間断なく影の形に添うが如くに警察が私

の後をつけていた。このような暮らしをいつまで続けるべきか。機織 りの仕事を習い始めた。

機織り職人のジュラーハーたちはとてもつらく当たつた。だれも仕事を教えたがらなかったが ,

どうにかして少 しは習得することが出来た。ちょうどその頃ある工場でマネージャーの仕事が

あるというのでそれに就こうと努力した。500ルピーの身元保証金を求められた。その頃の生活

は何とも惨めなものだつた。三日間も続けて食べ物がないことがあった。だれからも何の助力

も受けるまいと決心していたのだ。私は父には一言も告げずに家を出てきていた。500ル ピー

の金をどうやって調達するか。二,二人の友人に 200ルピーぽつきりの身元保証金を貸してく

れるように頼んだが,き つばりと断られた。あたかも雷に打たれたような打撃を心に受け世の

中が真っ暗になつたように思えた。 しかし,そのあと一人の友人の情けで仕事が見つかつた。

以前と比べれば少しましな状況になつた。人並みの紳士のような時間を過ごすようになり手元

に幾ばくかの金が入つた。以前 200ルピーの保証金を依頼した相手の友人が私のところに 4000

ルピーもの金の入つた財布や銃,免許証や鑑札などをみな預けて行くようになった。私のとこ

ろが安全だと言 うことだつた。変われば変わるものだとおかしく感 じたことであった。

このようなことでしばらく時が過ぎた。以前尊崇の1艮差しで見ていた 2,3人の方たちと接す

る機会があった。この人たちは私が地下に潜行 していた時の様子を幾つか耳にしていた。私に

会ったことをとても喜んでくれ私の書いたものにも目を通してくれた。その頃私は自分の三冊
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目の著書である『キャサリン』
*1を
書き終えていた。出版の仕事では以前に大赤字を出したこ

とがあつた。叢書の刊行は中断してしまっていた。『キャサリン』はある出版社に委ねた。有り

難いことに僅かの修正を施しただけで刊行してくれた。これを見て親しい友人たちは大変喜ん

でくれた。私に執筆を続けるようにと随分励ましてくれた。『スワデーシーラング』
+2と ぃぅ

もう一冊も執筆し出版社に送りそれも刊行された。

随分と力を入れて『革命的な生き方』
*3(罰i雨金 輸画→ も執筆した。何軒かの出版社に当

たつてみたがどこも出版する勇気は示さなかった。原稿はアーグラー,カーンプル,カルカッタ

などのあちこちに回つたあげく手元に戻つてきた。私の文章は幾つかの月刊誌に「ラーム」とか

「無名氏」の筆名で出ており読者に好んで読まれていた。どこかで文章の修練をしたわけではな

かったが時間が見つかれば何かを書いて発表していたものだった。多くはベンガル語や英語の

書物からの翻訳をしたいと考えていたものだった。その後間もなくしてオロビンド・ゴーシュ

氏
*4のベンガル語の『ヨーガ修練』を翻訳した。2,3の 出版社に出版の話をしてみたが極めて

少額の翻訳料でならと言うことだつた。近頃はヒンディー語の物書きや翻訳者が増えたので出

版社の鼻息は荒くなってきている。ようやくのことでバナーラスの出版社がそれの刊行を約束

してくれた。だがそれから間もなく店主自身が「文学館」に錠を下ろして姿を消してしまつた。

原稿はその後どうなつたのか未だに不明である。最高の内容のものだったのだが。刊行されて

いればヒンディーの文学愛好家にはなかなか有益なものとなつていたはずなのだが。手元には

『ボルシェヴィキの活動』と『胸打つ波』が売れ残つていたので原価を割る値段でカルカッタの

ディーナーナー ト・サガティヤー氏に引き渡した。私が売つたのはほんの僅かな分量だった。

ディーナーナート氏は代金をごまかした。請求書を送り訴訟を起こした。およそ 400ルピーの

支払いについて裁判所の命令が出たのだが,彼は全く行方知れずになってしまつた。カルカッ

タを去リパトナーヘ行き,パ トナーでも幾人もの貧乏人の金をごまかして姿をくらましたのだ。

経験がなかったものだからこのようなことで蹟くことになつた。道案内してくれる人も協力者

がいて忠告してくれることもなかった。無駄な仕事や活動に精力を浪費していたものだった。

(註 )

*1 
『キャサリン』 ヒンディー語原文では赫 とある。これは恐らくローマ字表記の

`Catherine Breshkovsky'か `Katerina Breshkovskaia(/E.Breshkovsbya)'を 音写したもの

と思われる。この作品は帝政ロシアの 19世紀 70年代のナロー ドニチェス トヴォ (人民主義

運動)に参加 してそのため長期の流刑を受け,後に「ロシア革命の祖母 (おばあさん)」 と呼

ばれたロシアの革命家ブレシヨ=ブ レシコフスカヤ・エカテリーナ (ELterina Breshkosbia(/

Catherine Breshkovsky))(1844-1934)の 伝記に拠つたものと思われる。エカテリーナは自伝を

著しているのでその英語訳を翻訳したものか,それとも伝記の翻訳なのか,あ るいは,それら

を参考にしてビスミルが執筆 したものかは不明である。彼女を紹介したものとして英文では古

くは次のものがある。Blackwell,Alice Stone,ed Little Grandmother of the Russian Revolution,

Ltttle,Brown,1919エ カテ リーナについては後述する。 (→ 「結び」
*6)

ホ2 
面 き  内容不詳
*3 
『革命的な生き方』 原文は

―

ご酔日 であり『革命家人生』と訳せぬでもない

が内容が不明なので特定できない。ただ,出版社が刊行する勇気を示さなかったとあるので政

治的に過激な内容のものであつた可能性が多分にある。
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摯4 ォロビンド・ゴーシュ(1872-1950)研ざ■で哺ヽインドの哲学者,思想家。20世紀初
頭のインドの民族主義運動の興隆期に過激な立場でその推進に参カロしたが,後に民族主義運動

や政治運動を離れヨーガの実習に進み哲学的思索を深めた。後に南インドのポンディシェリー

に修道所を開設した。

再建

尊敬 していた方々が私に革命運動組織の再建を期待する意向を表明された。これまでの経歴

や経験から心は深く沈み込んでいた。私が無気力なのを見てこの人たちは私を大いに激励 し,

君には総括的な仕事をしてもらうのであって,他の仕事は自分たちでする。若千の人員は自分

たちがすでに集めており財政的にも十分である,な どと告げられた。尊敬する人たちの態度を

見て私も賛同した。私は自分の手元にあった武器を提供した。集められていた人たちの中で指

導的な立場の人を紹介してもらつた。その人物は大変に勇敢な人であるとの触れ込みであつた。

学歴のない農村出身の人だつた。私はこれは悪党ども,も しくは,欲深い連中の徒党だと判断

した。そのグループの長は私にグループの監督の仕事をするようにと依頼した。その仲間には

戦場帰りの元軍人たちもいた。自分はそれまでこの手の人たちと関わりを持つた経験は一度も

なかつた。私は二人ほどの人を連れてこの連中の仕事を監督するために出掛けた。

数 日後,このグループの頭目が遊女を一人連れて来た。男はその女にリボルバーを見せて ,

もし逃げ出そうものなら撃ち殺すぞ, と言つた。この話を聞いた仲間の一人が激怒して私に知

らせようとした。ちょうどその頃だが頭目を知つていた別の男が捕らえられた。頭目は金製の

宝飾品ともども逮捕 された。この男は勇猛な人物だということで甚だ評判が高かつたのだが ,

幾人もの名前を警察に伝え共犯証人となつた。およそ 30～ 40人が逮捕された。

もう一人実に勇ましい男がいた。警察が必死になって追跡していた。ある日,警部が騎馬警

官と武装警官 30～ 40人を従えてその家を包囲した。男は屋上に上がり二連銃で 300発ほど発

射した。銃は熱のため形が崩れた。警察は家の中には幾人もの人がいるものと判断した。警官

は身を潜めて夜明けを待つた。男は隙を見て家の裏手から飛び降りた。一人の警官がそれを見

つけた。男は警官の鼻をめがけてリボルバーの銃床を打ちつけた。警官は悲鳴を上げた。警官

が叫び声を上げると同時に家の中から発砲した音が聞こえた。警察は男は家の中にいるに違い

ないと思つた。警官たちはだまされたのであろう。男は林の中に逃げ込み別のグループに合流

した。林の中でも男は警部と遭遇したことがあった。銃撃になつた。男の足にも弾が当たつた。

男は大胆不敵になってお り,警官がどのように身を隠すかを知っていた。一味はばらばらに散

らばっていた。男は私のところに身を隠そうとした。私はやっとのことでこの男から逃れた。

すると男は林の中で別の一味と合流 した。そこで悪事を働いたため一味の頭目がこの男を銃殺

した。その頭目もその仲間が銃殺した。このようにして皆はばらばらになってしまった。逮捕

された連中に対しては幾つもの強盗事件の裁判が行われ,30年の刑に処せられた者もいれば
50年の刑に処せられた者や 20年の刑に処せられた者もいた。どの事件にも全く無関係だつた

のに敵対関係にあつたがために冤罪を被 りはめられてしまつた気の毒な男がいた。その男は絞

首刑になつた。あらゆる強盗事件にかかわり強奪品も凶器も発見され警察と銃撃までした男は

最初絞首刑の判決を受けたのだが控訴がうまく行き高裁では絞首刑だつたのがわずか 5年の懲

役に改まった。刑務所の連中とぐるになって強盗事件の証人確認を行わせなかったのだ。この
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一味の活動はこのようにして終わった。幸運にもわれわれの所持していた武器は無事に手元に

残った。 リボルバーが 1挺押収されただけだつた。

贋札作 り
*1

ちょうどその頃ある友人が贋札作りをするという人物と知 り合いになったことがあつた。友

人は大きな期待を抱き遠大な計画を立ててこう話した。贋札作 りをするという男と知り合いに

なつた。なかなかいい腕の男なんだ。私自身も出来上がった贋札なるものを見てみたいと強く思

いその贋札作 りの男に会ってみたいと話した。贋札作りの男は会ってみると大いにこちらの興

味をそそる話をした。私は場所と経済的な支援をするからこしらえてくれと頼んだ。男の言う

通りに準備をした。ただその男には贋本Lを こしらえる際には自分も立ち会わせてもらうからと

念を押した。説明してくれなくてもいいが,その製法は是非自分の日で見てみたいとも伝えた。

男は最初 10ル ピーの札を作ることにした。私に 10ル ピーの新札を求めた。9ルピー分の薬

品を購入すると言つて金を受け取つて行った。夜贋札作りの段取りになった。ガラス瓶が 2本

運び込まれた。紙も少々運び込まれた。2,3本のガラス瓶に何か薬品が入つていた。その薬品
を混ぜ合わせて一つのプレー トに入れ白紙を浸した。私の持参した 10ルピーに自紙を重ね合

わせて一緒に浸した。次に自紙にそれを包んで一人の仲間に手渡し火に突ってくるように命 じ

た。火は少し離れたところに燃えていた。 しばらくの間火にかざした後その包みを持ってきて
返した。贋本L作 りの男は包みを開き 2つのガラス瓶につけ,薬品で洗い紐で瓶を結わえておい

てから 2時間経つたら贋札が出来上がると言つた。瓶を下に置いた。話をしていると男はこの

作業には大変な費用が掛かるのだと言う。少額の紙幣をこしらえてもなんの利益にもならない。

作るならば利益の上がる高額紙幣でないといけない。所用があるので出掛けるといって男も立

ち去った。 2時間後に来るということになった。
私はお札に自紙を重ねることでどうして新札が出来上がるのだろうかと考え始めた。自分は

印昂Jの仕事も習つたことがあり写真術もいささか知っていた。理科の学習もしていたので札か

ら札がどうして刷 り出されるのかさっぱりわけが分からなかった。一番の問題は札の番号がど

うして昂1り 出されるのかと言 うことだった。まったくあやしいぞという思いがした。2時間後

に出掛けた時にはリボルバーに弾を込めてポケットに忍ばせておいた。男は時間通りにやって

きた。瓶の蓋をあけて紙を取り出しそれをもう一度一つの薬品につけて洗つた。そこで 2枚の

紙を引き離 した。1枚は私の持ってきた紙幣でもう1枚は 10ルピーの新札であり1枚 1枚は

がしたものを乾かした。「どうです。立派な札でしょう。」と男が言つた。私は手に取つてみた。

2枚の紙幣の番号を比べてみた。両者は全く違っていた。私はポケットからリボルバーを取り

出し男の胸元に突きつけて言つた。「おい,お前はあちこちでこんな風に人を用 しているのだ
な。」男は震え上がって床に這い眸つた。私はその男に,こ んなインチキは田舎の人には通用

するかも知れないし不用心な人なら教育を受けた人でも編されるかも知れないが,おれには通
用しないぞ, と言つた。最後に男に誓約書を書かせ三度と同じようなことをしないようにその

誓約書に男の両手の 10本の指の指紋を押させた。男は指紋を押すのを嫌がったが私はリボル

バーを取り出し弾が飛び出るぞと言つたらすぐさまそれに応 じた。男はすっかり怯えていた。

私は 10ルピーを費や していた。私は友人たちに見せてやろうと思い 2枚の札と瓶,薬品など
全てを没収した。その後で男を解放してやった。男は火に突ると言つた作業の際に紙の包みを
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手渡したが,その時に男の仲間が 2枚の札が入つていた包みと取り替えたのだった。こうして

贋札が出来上がったのだった。この類の大がかりな贋札作りのグループがあリインド全体を股

にかけて数千ルピーを儲けている。この手法で 5万ルピー以上の荒稼ぎをしている男のことを

私は知っている。この連中の手口は周旋人と言 うか手先を配置していることだ。手先が一般人

のところへ近付き贋札作 りの話を持ちかける。金が手にはいるのを嫌がる人はいないものだ。

贋札作 りを依頼する。最初は 10ルピー札をこしらえて手渡す。市場で通用させる。次に 100

ルピー札をこしらえて渡す。それも市場で通用させる。通用しないはずがない。そのお札は本

物である。それが策略である。その後は 1000ル ピー札や 500ル ピー札を持つてこさせる。無

理をしても人は金儲けの話になると正面して持つてくるものだ。白紙を瓶に結わえる。1000ル

ピー札は懐に入れて ドロンする。札を預けた人は待っているが贋札作りの行方は知れぬ。いよ

いよ仕方なく瓶を開けてみると白紙以外には何もない。自分の頭を叩くしかない。警察に届け

ると逆にひどい日に遭 うのでだれにも話せない。口惜しさに地団駄を踏むばかりだ。警察はこ

ういう連中の一部を捕らえてもいるのだが連中は警察に規則通 りに上納金を納めているので連

中の身の安全は守られているというわけだ。

(註 )

*1 
贋札作 り 1910年に贋金作りによる革命運動の資金調達がベンガルで行われたとの記

録があるが,こ の件はビスミルたちのグループがそのような方法を試みようとして詐欺師に欺

かれそうになった記録である。(MN.Gupta,op.cit.p.57)ま た,サーンヤール (Sanyal)は

その後もダーカー (ダ ッカ)のアヌシーラン・サミティ (オヌシロン党)が贋札作りの無駄な

努力をしていたことを記録している。

…

ul刊 l。 ,T命 赫 ,T。 337 .

策謀

幾人かの先輩たちが秘密結社の規約をこしらえて私に見せてくれた。規約の一つに結社の活

動に従事する者には結社の方から一定額の月俸を支給するという文言があつた。私はその規約

を無条件で受け入れるのに応じなかった。一切の時間を結社のために費やす人には結社から生

活費のみを支給するというところまでは私も賛成であつた。何かの職業に就いている人に幾ら

かの手当を与えるのは適当ではない。結社の財政から幾らかが支給される人たちも何かの職業

に就くのが望ましいのである。完全に結社の支援に頼り全くの雇われの身にならないためであ

る。若干の人の生命の責任を負いそして僅かでも秘密を漏らすだけで甚だ危険な結末が生じ得

るのであるから全くの雇い人に秘密結社の仕事をさせることは適切ではない。その後その先輩

諸氏は次のように合意した。すなわち,一定額の財源を結社のメンバーに支給するためのもの

として確保する。収入源の内訳はダカイティー,すなわち,強奪により得られるものの半分を

結社に納入 し半分は結社のメンバーに平等に分割する, というものであつた。私はこの種の提

言に同意出来なかった。目的の一つが飯を食 うことであるような秘密結社に協力することを私

は断つた。私のこのような考えを知るとその先輩たちは一つの策略を巡らした。

この先輩たちはこれらの提言や規約などを私が拒否すると黙つてしまった。私自身も今まで

自分に随分信頼を寄せていた人たち,すなわち,私に様々な希望を抱かせ革命党の再建を依頼

した人たち,実に様々な期待を抱かせた人たち,何事も自分自身が行 うことを約束した人たち
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が私にこの手の規約を作るようにと要求するようになったのだ。私は大変驚いた。先に私がマ

インプリー事件のメンバーとして皆と一緒に活動していた際にはメンバーのだれ一人として個

人の出費に結社の金を使 うというのは全くの罪悪と考えていたものだ。出来る限り自分の小遣

い銭は親元から持つてきて結社の費用に費やしていたものだ。故に私はこのような規約に同意

する勇気は持たなかった。時が移 り多くの金が手に入るようになれば一部のメンバーは利己的

になり多くの金を取るようになりお互いに気まずい思いが増すことになろうと思つた。その結

果は実に恐ろしいものなのだ。従つて私はこのような活動に協力することを適切だとは思わな

かつた。

このような私の様子を見て一部の者たちは私に対する策略を巡らした。私が彼らの言う通り

の規約を認めて私が所有している武器を私から取り上げて自分たちの思い通りにしようとした。

私が武器を取 り返そうとしたら私と戦い折 りを見て私をどこかへ連れ出して殺害するというの

である。二人がこの策略を巡らし私を編そうとしたのであった。偶然にもその内の一人が私を

少し気の毒に思ったのだった。その男が私のところへやつてきて一切の秘密を暴露した。それ

を聞くと甚だ残念な思いがした。自分が父親同然に敬愛してきた人たちが私をやつつけるため

にこのような卑劣な行動をしようとしているのだ。私は気を取り直し警戒を始めた。再びプラ

ヤーグで起きたような事件が起こらないようにその人たちを警戒するようになった。秘密を漏

らしてくれた人はリボルバーー挺をしきりに手に入れたがつていた。そのため私を信用させよ

うと秘密を明かしたのだった。その人はリボルバーを貸してくれと私に言った。私が貸せばわ

がものとするに決まっている。私は困り果てた。今やリボルバーを手に入れるのは容易なこと

ではなかった。その後ようやくのことでこの策略から逃れ出た。

それからは私はそちらの方には一切心を向けず熱心に仕事をするようになった。少し金を貯

めるというつもりで仲介業や日入れなどの仕事をしていた。そうして父の担っていた重荷を僅

かばかり分かち合った。末の妹はまだ結婚していなかった。父の力だけでは良家に嫁がせるの

は難しかつた。私は金を貯めて妹をあるザミーンダールの家に嫁がせた。父の荷は少し軽くなっ

た。後は両親と父方の祖母と弟を養 うことであったが大して難しいことではなかった。母は今

度は私の縁談をどうしてもまとめようと懸命になった。幾つも良縁と言うべき縁談があったの

だが十分な資産が出来るまでは結婚生活に東縛されてはならないと思い勤めをやめて自営業を

始めた。一人の友人が協力してくれた。絹織物の工場を設立した。仕事に熱を入れた。神様の

思し召しで仕事は順調に行つた。1年半ほどで立派なものになった。3,4千ルピーの資本で始
めた仕事だつたが 1年後にはおよそ 2千ルピーの純利益があった。気持ちが盛 り上がりあと二

つほどの事業も始めた。ちょうどその頃,連合州の革命運動組織 *・ の再結成が進行しているの

を知った。活動は始まつてお り私自身も協力を約束したのだったが,事業にかかわっていたの
で半年後に事業をパー トナーに譲つて自由になれば運動に参加できるからとして半年間の猶予

をもらつた。半年の間に工場の仕事を片付け後始末について一切をパー トナーに説明した。そ

れから約束通 りに活動への協力に努めることになった。

(註 )

ホ1革
命運動組織 原文には

―
くoと ある。革命党とも訳すことが出来るが,特定の組

織や党を指すものではない。ラームプラサー ドは一般的に革命運動の団体を示す際にはこの語

を用いているようだ。
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IV

団結

もう三度とこの種の活動には参加するまいと決心していたのだが,再び革命運動に手を染め

ることになった。と言 うのは,私の渇きは癒されていなかったし願望はまだ胸の内に留まって

いたからだ。非協力運動
*1は
すでに沈滞してしまつていた。非協力運動に参加 していた青年の

大半は革命運動に協力し熱心に活動するものと全幅の信頼・期待がかけられていた。われわれ

の活動が始まり非協力運動の活動家たちに探りを入れてみると非協力運動に対する以上に随分

と冷淡になつてしまっていた。若者たちの期待にはすでに冷水がかけられてしまっていた。自

分たちの元手は尽きてしまつておりまるで家の中では静かに断食による願行が行われているよ

うな有様だつた。将来の展望も特に見るべきものはなかつた。国民会議派内にもスフラージ党
*2が
勢いを持ち始めていた。いささかでも資産があり親 しい仲間たちの組織がある人たちは立

法参事会や立法会議の議員になっていた。このような状況でもしも革命組織の活動家たちが十

分な資金を持ち合わせていたならば非協力運動家たちを掌握して彼 らに活動をさせることが出

来たであろう。しかし, どれほど本当の活動家であろうとも生身の人間でありそれぞれの日常

があり生活がある。飢えを凌ぐためにはたとえ僅かであろうとも食べ物がなくてはならない。

また,体を包む衣類もなくてはならない。すなわち, 日常生活を営むことの出来るだけの段取

りがなくてはならない。資産家で愛国者の人たちは非協力運動にカー杯の協力をしてくれた。

その他にも一部の心ある人たちはいささかなりとも経済的な支援をしてくれていた。州内の各

県に組織を構築することが考えられた。警察の目を逃れるためにもあらゆる努力をしなければ

ならなかった。このような状況では世間一般の決まりを守りながら活動を行うことは甚だ困難

なことであった。様々な努力がなされたがいずれも失敗に終わつていた。若干の県では組織の

活動家が決められいささかの額ながら月々の生活費が支給されていた。半年以上もこのように

して活動は続いたが,い ささかなりとも経済支援をしてくれた人たちもやがては手を引くよう

になった。われわれの置かれた状況は甚だ苦しいものとなった。一切の責任は私が負 うように

なってしまつていた。だれも如何なる形の支援もしてくれなくなってしまっていた。あちこち

の県から活動家たちが月々の費用を求めてやってきていた。私を直接訪ねて来た人も幾人かい

た。私は借金をしてその人たちに一か月の費用を与えた。幾人かの人たちに借金を負つた私は

それを返却できなくなっていた。ある支部の活動家たちは資金が手に入らなくなると活動を上

めて去ってしまった。私にその人たちの腹を満たしてやるだけの手立てがあろうはずがなかつ

た。全くお手上げの状態でなんとかその人たちに理解を乞うしかなかった。

間もなく革命運動を呼びかける檄文
*3が
届いた。全国一斉に定まつた日に檄文が飛ばされ

たのだ。ラングーン,ボンベイ,ラーホール,ア ムリットサル,カルカッタ,それにベンガル

州の主要な都市と連合州の主要な県に相当数の檄が届けられた。インド政府は同じ日にインド

全土に檄が飛ばされるとはどれほど組織立った団体が背後にあるのかと大いに警戒 した。その

直後に私は執行委員会を開催 し本部の欠けていたところに一人を任命した。本部ではいささか

変革も行われた。というのは政府のもとには連合州に関して相当数の情報が届けられていたか

らである。今後の活動方針が決定された。
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(註 )

*1 
非協力運動 原文には

-3薇
ヽTと ある。もともとは M.K.ガーンディーが南

アフリカで行つた抵抗運動に発するものであるが,こ こではガンディーがインドで指導したイ

ギリスに対する非暴力的抵抗運動,反英非協力不服従運動のうち第一次サティヤーグラハ運動

(1919-22)と も呼ばれるものを指す。1922年 1月 23日 に発生したチャウリー・チャウラーに

おける警察署襲撃事件をうけてガンディーはこの運動を停止した。
*2 スヮラージ党 ("く 咄 く。)英 語では Swaraj Partyと も Swarajya Partyと も記さ
れた。州立法機関への参加を巡つて国民会議派内の対立が生じ立法機関内からの議会闘争の必

要性を説いたモーティーラール・ネルーや C.R.ダースらが 1923年 1月 に結成 した。
*3 1924年 10月 に連合州のカーンプルにおいて革命運動家たちが集結し全国的な会議が催
され中央組織 Hindustan RepubLcan Association(イ ンド共和国協会)が結成された。その

中心となったのはバナーラス陰謀事件によリアンダマン島への終身流刑に処せられたが,'20年

2月 に大赦により釈放されたシャチンドラナー ト・サーンヤル (1893-1942丁命弓¬T劇 1刊 |。 ,
Saぬindranath Sanyal,シ ョチンドロナ ト・シャンナル),ベンガル (ダーカー)のアヌシーラ
ン党 (オヌシロン・ショミティ)から連合州に派遣されて来ていたヨーゲーシュチャン ドラ・
チャタルジー (189,1967ジ ョゲシュチョンドロ・チャタジー 」Ogesh Chandra Chatte巧 1)や

ラージェーン ドラナー ト・ラーヒリー (Rajendra Nath Lahiri),サティーシュチャンドラ・

シンハ (Satis Chandra Sinha)ら であった。会が発行した機関紙 `Revolutionary'は 1924年

に配布された。ビスミルもこの会議には参加していたようであるからここに言及されているこ

とはこの会議の前のことと思われる。

窮状

その頃の組織のメンバーたちは甚だ惨めな状態にあった。ヒヨコマメ
*1す
らろくに手に入

らないのだ。誰も彼もがなにがしかの借金を背負つていた。誰一人まともな身なりをしていな

かった。一部のものは学生を装って宗教施設の炊き出しで食事にありつくような有様だった。

若千の者はアジトを離れてしまつた。私は借金をしていた 400ル ピー以上の金を使い果たして

いた。この窮状に私は大変苦しい思いをした。私自身も十分な食事が出来なくなっていた。援

助を乞いにシンパのもとを訪ねてみたが全く相手にされなかった。どうすればいいのか全く見

当がつかない有様だつた。優しい心根の青年たちが私を取り囲んでどうしたらいいのかと問う。

私は青年たちのこけた顔を見ては国のためを思い立ち上がったために思わず物乞いの人たちよ

りも惨めな姿になっている有様にしばしば涙を流 した。どの青年のクルターもドーティーもま

ともなものはなかった。着替えがないものだからタオルを腰に巻いての沐浴である。一食は宗

教施設で施し物の食事をするがもう一度は 2パイサーのはったい粉を食べる。これまで 15年間

私は日に 1度は牛平Lを飲んでいたのだが青年たちの有様を見ては到底牛乳は飲めなかった。私

も皆と一緒にはったい粉を食べていた。これほどの青年たちの一生を台無しにして一体どこヘ

やろうとしているのかと考えた。組織のメンバーにした時には大きな期待を抱かせたものだっ

た。幾人かは学業を中断して運動に引き入れていた。もしもこうなることが判っていたならば

このような組織には協力しなかつたものを。悪いものに引つかかつたものだ。どうすればいい
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のかさっぱり判らなくなった。ついに趾を決めて断固としてや り抜く決断をした。

ちょうどその頃ベンガル条令
*2が
発布された。逮捕が始まつた。その影響でついには活動家

たちの意気が消沈し始めた。どのような対策を講 じたらよいのか少しも決断できないでいた。

毎月 100ルピーが手に入るような工面をしようと努めた。各支部の代表に組織のメンバーから

少し援助 してもらい月々の会費を徴収しようと頼んだが誰も聞き入れてはくれなかった。幾人

かの人に給料の一部を毎月寄付してくれるように個人的に依頼したが誰からも全く相手にされ

なかった。メンバーは毎日私のところへ訪ねて来る。飢え死にしそうだ,なんとかしてくれと

の依頼の手紙はぞくぞくと来る。二人ほどの人には商売を始めさせた。2,3の県では活動を停

止 した。その他のメンバーたちには次のように明言した。毎月は送金できないので生活の何ら

かの手段がありそれをもとに活動出来るのであれば活動を続けてくれ。送金が可能になった際

には送金するが毎月決まつた額の送金をする義務を負 うものではない。20ルピーの借金を申し

込んでくる者もいれば 50ル ピーの請求書を寄越す者もいた。幾人かは納得できずに活動を止

めた。私もそれもいいだろうと思った。しかし,それほどにしても生活は成 り立たなかった。

(註 )
*1ヒ ヨコマメ ヒヨコマメ (雛豆)と はガルバンソとも呼ばれる豆の一種であるが,安価な
穀物の代表の一。そのまま煎っても食されるが,ひき割 りにしたものをダール (豆汁)に して

も食される。「煎つたヒヨコマメを食べる」という表現で食べ物に甚だ困窮することや粗食を

表現する。
ホ2 ベンガル条令 (Benga1 0rdinance)イ ンド総督が 1915年 3月 に制定された大戦下の
インド防衛法に類似の権限を当局に与えるためベンガルでのテロ活動の活発化に対応するとの

名目により規模を拡大して 1924年 10月 25日 に公布した総督令。恣意的な逮捕や審判無しで

の無期限の拘禁や財産没収を可能にした。

気負 う青年たち

先輩の一部には自分の体面を保つたり自分を立派に見せることが自分の義務のように考える

人がいるが,そのことから甚大な損害が生じるものだ。純真な人たちはそのような人を信頼 し

て勇気や能力,技量を過大に期待し信奉するものだ。しかし,その時が来ればその期待は失望

に変わるものなのだ。この類の人たちが何らかの理由で名誉を得たり帆に風を受ける状況で何

か高邁な活動に協力したとなると自らを偉大な活動家であると宣言する。世間の人たちも無批

判にその人の言葉を信 じてしまう。特に青年たちはこの人たちが仕掛ける罠にいとも簡単にか

かってしまうものだ。このような人たちこそ主導権争いのため一人よがりなことをするものな

のだ。だからこそいろんな徒党が出来る。このような人たちはどの社会にもどの民族にもいる

ものだ。革命組織もそれを免れることは出来ない。青年たちは気持ちが安定していないものだ。

落ち着いて組織的な活動をするのが大変苦手である。青年たちの胸には強い思いが湧き起こる

ものである。僅かばかりの武器が手に入つたとなると当局に対してしてやったりと思うものだ。

私も革命組織に協力しようと思つていた頃にはリボルバーが一挺手に入れば 10人や 20人のイ

ギリス人を撃ち殺してやろうと熱望したものだった。これと同じような感情を抱いている青年

を幾人も私は見てきた。どうにかしてリボルバーやピス トルが手に入れば自分の手元に置いて
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おきたいと強く念じるものだ。 リボルバーを手元に置く利点は何かと彼らに問うたことがある

が,彼 らは何ら満足の行く答えを返すことが出来なかった。幾人もの青年がこのような嗜好を

満足させるために数百ルピーを無駄にしたのも私は見てきている。革命運動のメンバーでも特

別の活動をしているのでもなくただひたすら趣味のためにリボルバーを所持するというわけだ。

正にこのような少数の青年たちのグループをある人が結成した。皆が品行方正で誇 り高く真面

目な活動家たちであった。このグループは外国から好みに応 じて十分な数量の武器を入手する

すぐれた手蔓を手に入れていた。その武器の値段も大したことはなかった。十分な数量,それ

も新 しいのが入手出来るのであった。金さえ工面して必要な時に支払えば借りられ,また,種

類も数量も必要なだけ手にはいるような段取りがなされていた。いや,そればかりかいざとい

う時に特別の装置の付いた銃砲も製造してもらえるのであった。その頃,われわれのグループ

は資金的に甚だ苦しかった。この手蔓が見つかりそれを利用したい気持ちがありながらも資金

がなく何の見通しも立たなかつたのだ。どうしても資金の調達
*1を
しなければならなかった。

それをどうするか。寄付をしてくれる人も金を貸してくれる人もなくついに強奪の方法に頼る

ことが決定された。しかし,だれか個人の財産を奪いたくはなかつた。そこで強奪するのなら

と考えついたのは政府の金という公金はどうか, ということになつた。どうしたものかとあれ

これ考えていた時にある日私は汽車に乗つていた。私は車掌室の近くの車輌に乗つていたのだ

が,駅長が運んできた現金袋を車掌室に投げ込んだ。がたがたという音が聞こえたので車外ヘ

降りてみると車掌室には鉄製のケースが置かれていた。その中に現金袋を投げ込んだに違いな

いと思った。次の駅ではその中に袋を投入するのを目にした。鉄のケースは車掌室に鉄の鎖で

つながれていて錠前がついてお り必要に応じて錠前が開かれるのに違いないと想像した。それ

から数 日後にラクノウ駅に行く機会があつた。ある客車から赤帽たちが公金の入つた鉄製の金

庫を下ろそうとしているのを見た。注意してみるとその鉄の金庫には鎖も錠もつけられておら

ず無造作に置かれていた。正にその時これを襲 う決心をしたのであった。

(註 )

キ1 
資金の調達 列車強盗事件に先立ってビスミルが指揮して行われたとされる従来の強盗

事件が 2件記録されている。l―
―
,赫

―

‐尊りH可 爺て日 ,… ,

T。 254)ビスミル自身は言及 していないが,列車強盗事件に直接参加 した M.Guptaは 次のよ

うに書いている。「何らかの理由で,多分密かに船で大量の武器が運ばれて来たのでそれを購入

するのに数千ルピーの金が必要となり皆は出来るだけ自分の家から金を持ち出した。また,寄

付も募つたが足りなかったので強盗を働くことになり実際 1個所では強盗も行つたのだが全く

金にならなかつた。そこでラームプラサー ドが列車強盗を思いついたのだった。アシュファー

クは「そうすれば政府に挑戦することになり政府は革命運動の決意を知リー層警戒を強めるこ

とになるとして反対した。」前段については確認のしようもないがアシュファークの意見はあ

り得たことと思われる。Gupta,op.cit.p.242

列車強盗
*1

正にその時から思い詰めるようになった。直ちに列車の時刻表を見て列車はサハーランプル

駅から出るのでラクノウ駅までの間に毎日1万ルピーの金が入るに違いないと想定した。用意
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万端整えて実行者を集めにかかつた。10人の活動家を集め,列車が小さな駅に停車した際に駅

の電信所を占拠し輸送中の金庫を下ろし破壊して得られるだけのものを手に入れて姿をくらま

そうということを考えた。しかしそうするにはもつと多くの人手が必要であつた。そのため走

行中の列車を客室についている緊急停車用のチェーンを引いて急停車させ強奪するということ

が決められた。3等車のチェーンを引いても停車しないかも知れない。というのは 3等車の設

備はお粗末だからである。そこで 2等車に乗 り込んだ。停車すると全員が降り立って車掌室に

向かった。金庫を下ろしてたがねを用いて切 り裂こうとしたが役に立たなかったので斧が用い

られた。

客車から地面へ降 り立った乗客たちには客車に戻るように伝えた。車掌は車に乗 り込もう

としたが車掌のいないままで動き出さないように地面に伏せているように命じた。2人のメン

バーに線路から離れた草むらに立って発砲を続けるように命 じた。仲間の一人が車掌室から下

へ降りた。その男もモーゼルを携帯していた。モーゼルを撃つようなこんな好機はまたとある

まい。彼は興奮してモーゼルを水平に構えて撃ち始めた。私は彼を見つけてすぐさま叱りつけ

た。彼には銃を撃つ任務は全く与えられていなかつたからである。それにもしも乗客が好奇心

から窓から首を出せば被弾するに決まつているからである。実際その通りのことが起こつてし

まつたのだ。一人の男性が自分が乗つていた車輌から降りて女性専用車に乗車している妻のと

ころへ行こうとして被弾したのであった。この仲間が撃つた弾が当たったのだと思う。という

のは彼は車掌室から降りた際にはわずか 2,3発 しか発射していないからである。ちようどその

時女性が騒ぎ立て夫が近くへ行こうとしたところでのぼせ上がったそのメンバーの気まぐれな

一発の餌食になったというわけである。銃を構えて立ち向かつて来ない限り,あ るいは,対抗

しての発砲がない限り誰に向かっても発砲するなと私は万全の準備をしていたのであったが。

私は殺人まで犯 して列車強盗を陰惨なものにはしたくなかつた。それにもかかわらず私の命令

に従わず自分の任務を放棄して発砲 した結果がこれであつた。発砲する任務を与えられていた

メンバーは経験豊かで熟練した人物であつたので絶対に間違いが起こるはずがなかった。彼 ら

が所定の位置から5分間隔で 5発発射していたのを私は確認している。それが私の命じたこと

であつた。

金庫を破壊 して全ての現金袋を 3個に東ねた。全員に幾度も忘れ物がないようにするように

念を押した。それにもかかわらず一人のメンバーはチャーダルを車内に残してきた。途中でわ

れわれは現金袋から金を取り出して束ね直ちにラクノウ市内に入つた。誰も誰何したりどこか

ら来たのかと問う人はいなかつた。こうして 10人のメンバーで 1つの列車を停止させ強奪を

行つたのであった。列車には小銃もしくはライフル銃を持った者が 14人乗り合わせていた。武

器を持つたイギリス人兵± 2人がいた。だが,全員おとなしくしていた。機関士と助士は 2人

ともすつかり動転していた。2人 ともイギリス人だつた。機関士は機関車の中で横たわってい

た。助士は便所に逃げ込んだ。乗客は相手にせず公金を強奪するのだと伝えてあつた。そのた

め乗客たちもおとなしくしていた。乗客たちは 30～40人ほどが列車を包囲したのだと思つた。

わずか 10人の若者たちがこれほどの大騒動を起こしたのであつた。一般に多くの人は 10人の

青年たちが列車を止めて強奪したことを信じようとしないだろう。ともかく事実はこの通りで

あった。この 10人のメンバーの大半は年齢が二十歳過ぎで頑丈な体格の持ち主でもなかつた。

この成功を見て私は意気軒昂となった。自分の考えていたことが思い通りになったのであった。

警官の勇気については見当がついていた。この事件により将来について大きな希望が湧いた。

40



青年たちの士気も高まった。借金は全て返却 した。武器の購入のため 1000ルピーほどを送金

。した。各地のセンターに人員を適切に派遣して他の州にも活動を広げる決定をして若干の手配

をした。青年の一つのグループは爆弾製造の準備をした。私にも援助を求めた。私は資金面で

援助 してメンバーを一人派遣する約束をした。だが幾つかの失敗が生じ全体が大混乱すること

になった。

外国の革命運動家たちがその始めにわれわれと同じような努力をしたのかどうかということ

を全く知ることが出来なかった。もしも経験が十分であつたならばこれほどつまらない失策は

しなかったであろう。たとえ失策があったとしても少しも混乱の生じることはなかったろうし

秘密が暴かれることもなくこのような状況に陥ることもなかったであろう。自分が組織化した

ものにはどこから見ても何の弱点も見えなかった。なんらの欠点も見えなかったので目をつぶっ

てじっとしていたのだ。しかしながら,獅子身中の虫というのがいたのだ。そいつに徹底的に
叩きのめされることになった。

そはわが首の飾 りと思いしが

今やわが身に噛みつくくちなわとなれ り

若者たちは競争心からしばしばあら探しの言い争いや喧嘩を始めそれが猛烈な様相を呈する

ことがあった。話が自分のところへ持ち込まれると優しく自分たちの集団全体の置かれた状況

を考えさせるようにして皆をなだめることにしていた。時には主導権を巡つて言い争いになる

ことがあった。一つの支部の支部長に対してそこのメンバーたちが甚だ不満をかこっていた。

支部長の経験不足から若干の失策が生じていたからだ。それを見て私は大いに残念に思 うと同

時に驚きもした。主導権争いは一番恐ろしい化け物だからだ。この化け物がとりつくと一切が

駄目になってしまう。ひたすらお互いのあら探 しに時を過ごすことになり憎しみはついには恐

ろしい結果を生み出すことになるものだ。この類の知らせが耳に入つたので全員を呼び寄せて

激しく叱責した。皆が己の非を認め悔いて仲良く活動を始めた。だが,ついに党派争いが生じ
ることになった。党派が出来てしまったのだ。だが,皆は私には信頼を寄せてくれ私の言うこ
とを聞き入れてくれていた。そのようなことがありながらも私には誰に対してもいささかの疑

念はなかった。だが,神様はこのような結末をお望みだつたのだ。

(註 )
*1列
車強盗  1925年 8月 9日 に北部鉄道の連合州のサハーランプルーラクノウ線のラクノ

ウ駅の一駅手前のアーラムナガル駅 (Alamnagar)と もう一つ手前のカーコーリー駅 (Kakori)
との間で行われた鉄道公金の強奪事件。実行犯は M.Guptaに よれば 10名。実行犯に下された

刑を見ると死刑 4名 ,1名終身流刑,1名 は共犯証人になり放免,1名 は逃亡,その他は有期
刑。この事件に関しては実行犯以外にも受刑者があった。

逮捕

カーコーリー列車強盗事件の直後から警察は警戒を非常に強めた。大々的に調査が始まつた。

シャージャハーンプルに幾人か新しい人物が現れた。警察の特別任務を帯びた連中が私にも面

41



会した。街中は列車強盗が誰の仕業であったのかの話題で持ち切 りになった。ちょうどその頃

町中には強奪された札が 1,2枚出てきたので警察の調査・探索は一段と厳しくなってきた。幾

人かの友人が私に用心するようにと忠告してくれた。私が逮捕されるという確かな情報をくれ

た人も一人二人いた。私はどうしたものかさっぱり分からなかつた。仮に逮捕されたとしても

警察は私に不利な証拠は何も入手できないだろうと考えていたのである。自分の頭の良さを過

信 していたのだ。他人よりも自分の方が頭がいいのだと思つていた。国民の共感を確認 してみ

たいという思いもあつた。自分たちが命を捧げようとしているその国の国民がわれわれに対し

ていかほどの共感を抱いているのか。刑務所の体験も少 しはしなければならなかった。実際 ,

私は活動を重ねているうちに疲労してしまっていた。これから先には更に多くの人を殺さなく

てはならないことを考えて茫然となるのであった。人が私に伝えてくれることを少しも心配 し

ていなかったのだ。

夜 11時頃に友人の家から自分の住まいに戻つた。途中で秘密警察の刑事たちと出くわした。

その時も私の動きを特別に見張つていたのだった。私はそれを特に気にもせず住まいに戻つて

床についた。朝方 4時に目が覚めた。用足しなどを済ませると表から銃床の音が聞こえてきた。

警察が来たのが判つた。私はすぐさま戸を開けて表に出た。一人の警官が近付いてきて私の腕

をつかんだ。逮捕されたのだ。私が着ていたのはアンゴーチャーだけで警官はさほど恐れてい

る様子ではなかつた。家に武器があるなら差し出せと言 うので私は,家には不都合なものは何

一つ持っていないと答えた。警官は大変紳士的な態度で接し手錠などは一切かけなかった。家

宅捜索の際に私の服のポケットに入つていた 1通の手紙が見つかつた。私は 3,4通の手紙を

書いていた。郵便局で出してしまおうとしたのだがその日の便は出た後だつた。投函しようと

思つてそれらの手紙は皆手元に置いていた。投函するのも手元に持っているのも同じことだと

思い家に持ち帰っていたのだが,そのうちの 1通が不都合なもので警察の手に渡つたのだった。

逮捕された後本署に連行された。そこで秘密警察の幹部と対面した。幹部は私以外にはもう一

人の人物 しか知らない話を幾つかした。第二者はそのような詳細を知り得ない事柄だつた。私

はひどく驚いた。だが私はもう一人の人物に全身全霊の信頼を寄せていたのでその人物を疑う

ことは出来なかった。シャージャハーンプルで逮捕 された人たちの逮捕の様子も不思議なもの

だつた。誰も何ら疑うことのなかった人のことを警察がどうして知るに至ったのだ。シャージャ

ハーンプル以外の地では何が起こつたのかは全く知ることが出来なかつた。拘置所に行つてみ

て多分他のところでも逮捕が行われたに違いないと多少推察することが出来た。逮捕が行われ

たとの知らせを聞いて街にいた仲間たちは皆怯えた。誰一人拘置所の中にいるわれわれのとこ

ろに情報を伝える手配さえすることが出来なかった。

刑務所
*1

刑務所に着くなり秘密警察はわれわれ仲間を離ればなれにしたのであったが,それでもわれ

われは話が出来た。一般の犯罪人と一緒にしておくと容易に会話が出来るので皆を離ればなれ

の独房に閉じ込めたのであった。同じ容疑で逮捕の行われたところでは他の県の刑務所でも同

じ扱いがなされた。われわれを離ればなれにしておくのは一人ずつ個別に会つて話が出来るも

のだから警察には好都合なことだつた。脅すかと思えば世間話をして秘密を聞き出そうとする。

経験を積んだ人たちは警察と話をしようとしない。会って話しても得になることは一つもない
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からだ。状況を知り情報を得ようとして少 しは話に応じる人がいる。警察官と会って話をする

というようなものではない。連中は手練手管を用いて吐かせるのを仕事にしているわけだ。一

生をそのようなことに費やしているというわけだ。青年たちがそのようなこすっからさを弁え

ているわけがない。そのような作 り話が彼らに出来ようはずがない。

情報が一切得られないとなると人は大いに動揺するものだ。警察がどう動いているのか運命

はどのような結末をもたらすのか分かりはしない。時間が経つほど心配は増す。警察は刑務所

の責任者に会つて被告人が面会人と家のこと家族のことについての話をするのは許しても裁判

についての会話は許可しないように指図する。便宜を図つてもらおうと思えばまず最初に信用

のおける弁護士が然るべき時に訪れて話が出来るようにすることが必須である。弁護士はなん

らの制約を受けない。弁護士と容疑者・被告との会話を第二者は誰も聞くことが出来ない。そ

のような法律があるからだ。このことは後になって知った。逮捕された後シャージャハーンプ

ルの弁護士たちに会いたいと思つたがこの街には法廷闘争に怖 じ気付くような臆病者の弁護士

しかいないのだ。

秘密警察の警部が私に会いにやつてきた。少し話をして私を共犯証人,すなわち,検察側証
人にしたいとの意向を表明した。数 日後一人の友人が自分も捕らえられるのではないかと怯え

バナーラシーラールと面会し言いくるめて彼を検察側証人に仕立てた。バナーラシーラールは

誰が助けてくれようか,き っと処罰されることになると非常に動揺した。もしも弁護士と面会
していたならば彼が精神的に潰れることはなかったであろう。シャージャハーンプルの弁護士

パンディット・ハルカランナー ト氏が訪れた。氏が被告のプレームクリシュン・カンナーと面

会した際にカンナーは氏に私と他の被告たちと面会してくれるように随分と頼んだ。同氏がも

しカンナーの言う通りにしてくれていたならバナーラシーラールは気力を保ち続け動揺するこ

とはなかったであろう。その夜,一人の警部補がまずバナーラシーラールに会った。次に私の

就寝後警部補は彼を外へ連れだした。朝 5時頃バナーラシーラールの独房から何も物音がしな
いので彼に声をかけてみた。すると模範囚で看守の代わりに見張りに立っていた男からバナー

ラシーラールが吐いてしまったことを知らされた。彼については友人たち誰もがあの男には裏

切られるぞと言つていたのだが私自身には全く納得できなかった。彼をよく知っている人たち

は誰もが危険が迫ればあの男は動揺せずにはいられないだろうと話していた。そのため誰もが

彼を秘密の相談事には参加させないようにしていた。今やことは済んでしまつていたのだ。

数 日後私は県の警察本部長でもある県長官と会つた。絞首刑になるぞ,命が惜しければ白状
しろと宣った。私は一言も答えなかった。その後で秘密警察の警部と会った。警部とは随分話

し合った。幾つもの書類を示された。警察の調べがどこまで進んでいるのかがおぼろげに判つ

た。警察の目をくらまそうと考え幾つかの作り話をしたが,警察はすでに信頼すべき情報筋を
おさえていたのだから作り話に乗つてくるはずもなかった。警察は最後に私がベンガルとの関

係を話しボルシェヴィキとの関係についてなにか吐くならば罪を軽減してや り判決後間もなく

獄から出してイギリスに送り御上から 15000ル ピーの褒賞金をもらえるようにしてやるとの意

向も告げた。私は心の中で大いに笑いながら聞いていた。最後にはある日秘密警察の警部が再

度私に面会にやってきた。私は監房の外へ出ること自体を拒否した。警部は監房の中に入り随

分と話をしたがとうとう諦めて帰つて行った。

事実認定が行われた。警察は得られる限 りの証人を集めて確認を行った。運命のなすとこ

ろアイーヌッディーン氏が担当判事に任命された。同氏は可能な限り警察の味方をした。事実
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認定に際しては被告に対し普通の裁判官なら与えるはずの便宜すら与えなかった。見せかけだ

けは書面上の問題はないようにした。言葉遣いは甚だ丁寧であった。どの被告に対してもとて

も優しく接し優しい言葉遣いをしていた。被告たちは自分たちに同情してくれているものだと

思つていた。表面には見えない深い傷を負わせていることにだれも気付いていなかった。これ

ほど狡猾な官僚は他にはいないだろう。同氏が担当していた間どの被告にも不満な思いはさせ

なかった。たとえ何か問題が生じた場合でも誰も不快な思いをしないように処理 しようと努め

るのであった。しばしば公開裁判の席で被告人に赦しを乞うことすら躊躇しないほどであった。

しかし,書類上の手続きは常に被告人に不利になるように巧みに処理されていたのだ。裁判が
治安裁判所の法廷に移され令状に記された論拠が示されて始めて被告人たちはどれほど深手を

負わされていたかに気付いたのであった。

裁判所の審判にかかる前にバンワーリーラールがラーエバレーリーで逮捕された。私はその

ことを知ったのでパンディット・ハルカランナー ト弁護士に他のことはさておきすぐさまラーエ

バレー リーに直行 しバンワーリーラールに面会 してくれるように依頼したのだが,パンディッ
トは私の意見に一顧だにしなかった。私はもともとバンワーリーラールを疑つていた。という

のは,彼の生活態度が感心しないものだったからだ。他のメンバーと暮らしていた頃は自分は
県の組織の統轄をしている幹部なのだ。おれの命令に従うようにしろ,おれの使用した食器は
お前が洗 うようにしろ,な どと話していたからだ。贅沢好きでもありいつも手鏡と櫛,石けん
を携えていた。私は彼に不安を感じていたのだが,わが党の主要メンバーである幹部の信用が

篤い人物になっていた。幹部は数百ルピーを与えて彼の支援をしてきていた。だからわれわれ

も最後まで彼に月々の支援を続けていた。私は随分と努力してみたが全くの失敗に終わった。

そして心配していた通りのことが生じたわけだ。金目当ての男は重荷に耐えられず警察に吐い

てしまったわけだ。彼は逮捕前に一部のメンバーが彼の所持していた武器を手渡すように要求

したにもかかわらず引き渡しはしなかった。県幹部の大きな顔をしていたわけだ。逮捕 された

とたんにその大きな面は泥にまみれてしまった。バンワーリーラールが自供したために検察側

はしつかり優位に立った。もしも彼の自白がなかったならば検察側の立場は甚だ弱いものだっ

た。全員が各地から集められラクノウの県刑務所に移された。しばらくは別々に留置されたの

だが,裁判が始まる前に一ヶ所に集められた。
裁判には金が必要であつた。被告たちが持っているはずがない。金を集めることがどれほど

困難なことであったか。どのようにして過ごしていたことか。被告たちの大半の家族は弁護人

さえ立てられなかった。たとえ家族があったとしても妻子を養い所帯を守らなくてはならない。

あるいは,長期に亘って訴訟を続けることが出来ようか。もしもしっかりした弁護側が 4人 も
いれば検察側の 4分の 3は負けになるものだ。裁判はラクノウというなよなよした都市で行わ
れたのだ。傍聴にやってくる市民すらいない。せめても裁判の進行のこと法廷で行われている

ことの一切を報道するまともな新聞記者がいたならばと思う。インディアン・デイリーテレグ

ラフ紙は情けをかけてくれた。たとえすぐれた記者が来たとしても,また裁判の進行状況を正

確に報道したとしても警察が裁判長と結託して記者をその場から引きずり出したのだ。一般民

衆からの同情は全く寄せられなかった。警察・検察の思いのままに進められたのだ。その有様

を見て裁判長は勇気百倍となった。裁判長は思いのままに振る舞つた。被告たちは悲鳴を上げ

たが全く聞き入れてもらえなかった。そればかりかダーモーダルスフループ・セート氏に警察

は刑務所の中で惨たらしい扱いをした。100ポンドあった体重が 66ポンドになってしまい幾
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度となく死に瀕した。絶えず失神するような有様でおよそ 10ヶ月間食事をとることが出来ずほ

んの少量の牛乳が胃に流 し込まれるとその苦しみの様子を誰も側では正視出来ないような猛烈

な苦しみを受けるのであった。3人の医師から成る医療委員会が設けられたが委員会が理解で

きないとなるとセー ト氏は何の病気にも罹つていないということになった。

被告たち全員が一緒に過ごすようになるとこれまでになかった大きな変化が生じた。私はそ

れを見てただただ驚くばかりであった。一番驚いたことは誰も彼もが大きな顔をすることだっ

た。長幼の序や上下の区別がすっかりなくなつたのだ。年長者や先輩が軽んじられるようになっ

た。規律というものがすっかりなくなった。しばしば逆に言い返されるようになり実につまら

ないことを巡つて意見の対立が生じた。このような意見の対立がついには憎しみにまでなって

しまう。喧嘩も起こる。ともかく人が集まればごたごたが起こるものだ。この連中は人間の姿

はしていたが主導権争いのため徒党を組むようになり刑務所の外では先輩の命令を至上のもの

としていたのにその先輩を軽蔑するようになったのだ。この種の言い争いはしばしば恐ろしい

形を取ることになる。出身地にかかわる事柄になってしまったのだ。ベンガル出身者と連合州

出身者との間で互いの活動が非難されるようになったのである。ベンガル人が革命運動で他州

の人たちより大きな活動をしたのは確かではあるのだがベンガル人が一人でも働くようになる

とそのオフィスや職場は短時間のうちにベンガル人ばかりになるというのが実際である。ベン

ガル人が居住している都市で彼らの居住区
*2は
別個のものである。言葉が違う。飲食するもの

が違 う。正にそうしたことを刑務所の中で私は体験した。

献身的な活動の鏡と私が仰ぎ見ていた人たちの中にもベンガル人贔反があるのを私は見た。

革命組織のメンバーの中にさえ郷土贔贋が入り込んでいるのだとは塀の外では夢にも考えたこ

とがなかった。革命組織にとってはインド全体を独立させるための努力をしているのだから特

定の州や地域とは関係が全くないものだと私はずっと理解 してきていた。しかしながら,私は
どのベンガル人の頭の中にも詩聖ラビンドラナー ト・タゴールの「わが愛しの黄金のベンガル」

の精神が横溢 しそれが日常の行動に明らかになるのを自分の日でしつかりと見て確認 した。ど

うしても獄中以外ではそのような経験は全くすることが出来なかった。

私はどれほどの危難に際しても溜息を吐いたことはなかったし愛しい弟の死に際しても涙を

流したことがなかったが,この革命組織の一部の人たちは私がその言葉を至上の命令と奉じた

人々でありまた厳しい視線を向けられれば耐え難い思いをし厳しい言葉を投げかけられれば胸

が突き刺され涙が激流となってほとばしり出るような存在の方々であった。私のこのような有

様を見て私の性格を知っていた二,三の友人は甚だ驚くのであった。このように書き記すこと
に胸の打ち震える思いがするのであるが,そのような人たちはベンガル人のこの上ない過ちや
強情さや怯儒を見逃すほどにまでベンガル人と非ベンガル人を差別する意識にあまりにも満ち

満ちていたものだ。その人たちの振る舞いを見て他の人たちはますます意を強くして絶えず策

略がめぐらされるようになった。互いに策略をめぐらすようになった。ベンガル人が何をなそ

うとも我慢されるようになつた。この一連の出来事に私の胸は粉々に打ち砕かれ悶々とするば

かりとなった。

一度は当局と手を打とうかとも考えた。弁護士は秘密警察の警部に相談を始めたことがあっ

たが,そ うすることで革命組織の信義が失われてしまうのではないかと考え取りやめた。青年
たちは長期の刑罰が下ることだろうから断食闘争

*3を
して当局に対する刑務所での待遇改善

の要求だけでも達成しようと考えた。連合州の刑務所で一般服役者と同じ食事をして生きて出
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獄することは並大抵なことではない。これまで政治犯として処罰されこの州で服役 した先輩た

ちのうち 6,7人がこの州における劣悪な処遇のために獄死してしまっているのだ。
そのような考えのもとカーコーリー事件のほとんど全ての未決囚が断食闘争を開始した。翌

日,全員が別々に隔離された。一部の人は郡の刑務所に移され一部の人は中央刑務所に送致さ

れた。断食を始めて 15日 経つと当局にも少しばかり変化が生じた。一方では当局はかなりの

打撃を受けつつあった。裁判所や裁判所職員が仕事をしなくても給料を支払わなくてはならな

かつた。当局は何とかして断食を中断させたかつた。刑務所側は一 日の食費を 8ア ンナとした

のだが,私は妥協を拒みようやくのことで 10アンナにまで引き上げさせた。その断食闘争で私
|ま 15日 間水だけで過ごした。16日 目に鼻から牛乳を注ぎ込まれた。ローシャン氏も同じこと

をして私に協力 してくれた。氏は半月間変わらず体を動かし沐浴などの日常を過ごしておられ

た。10日 間は見知らぬ人が私の顔を見ても私が断食をしているとは想像も出来ないほどだった。

交渉に当たつた秘密警察の幹部と被告側の代表幹部との会談はしばしば人目のないところで

行われた。なんと交渉終了後も我ら被告側の代表が当局と会合を続けていたのだ。私はそのこ

とをあまり気にかけていなかったのだが時たま断片的に耳に入ることで断食交渉以外にも何か

の話し合いが行われていることが判明した。当局から大いに呪まれていたので私も一度秘密警

察の警部に会つて話をしたいと願い出たのだが会わせてはもらえなかつた。結果的には当局は

私の完全な仇敵となった。皆が私の行動そのものに文句をつけるようになった。

秘密警察のお偉方と話をした我らが代表幹部には少 し希望の光が射 し込んで来たのだ。刑

務所から娑婆へ出る意気込みはなくなってしまったのだ。刑務所から外へ出ようとする努力に

見られた気力はすっかり張りを失ってしまった。青年たちの私に対する敬愛の念を無くそうと

して様々なことが言われるようになった。最高幹部が自ら一部のメンバーに向かつて私が幾ら

かの党費を使い込んだのだと告げた。私は一銭一厘についての記録までも残 していた。このよ

うな話を耳にした時に執行委員会のメンバーにその記録を示すことを希望しそのような中傷を

する人物を処罰するようにと提案した。そうするとベンガル人たちにはそれに応じる気力はな

かった。何と私の品行に難癖がつけられたのだった。

私が抗弁を終えた日に検事は立ち上がって私の抗弁を数百人の弁護士がした以上にすぐれた

ものであったと称えた。私は手を合わせて感謝の意を述べた。それまで私は裁判所で法廷に出

たことはなく検事と弁護士の問答を聞いて自分も勇気を奮い起こしたようなことであった。そ

の後まず最初にわれわれの代表幹部に検事が尋間を始め厳しい対応を見せた。わが代表はさん

ざんな有様だつた。というのは,代表は証拠不十分で釈放されるかせいぜい 5年から 10年 ほ

どの刑に処されるとの期待を抱いていたからである。とうとうじつとしていられなくなった。

秘密警察の幹部を呼んで拘置所の中で二人きりで一時間半話し合つた:青年たちはこのことを
知ると皆が一緒にやつてきた。何故今になって秘密警察の幹部と話し合いが行われているのか

と尋ねた。私が問うと判決後に刑務所での処遇はどういうことになるのかについて相談が行わ

れているのだと言 う。私は納得が行かなかつた。2,3日 後,代表幹部が一人座って何やら書き

物をしていた。書き上げると書類をポケットに入れ食事に立った。「一体どうなっているのだ」

という魂の呼びかけに私はポケットからその書類を取り出して読んだ。それを読んで受けた悲

しみと驚きはたとえようがなかった。秘密警察を介して当局にお詫びの嘆願書が送られようと

しているのであった。今後は如何なる暴力的な運動や活動に参力日しないという誓約がなされて

いたのだ。私は幹部たちにその経緯を話 しわれわれはこのことについて一切の相談に与ること
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が出来ないほどの能なしなのかとわけを問いただした。すると,これは個人的な問題だとの返

事であった。私は,これは決して個人的な事柄ではあり得ないのだと激しく反対し厳しい非難

の言葉を浴びせた。私の言葉を聞いてその場は騒然となつた。何と狡猾な方法を採ったことか

と私は激 しい憤 りを感じた。私に対しあちこちから攻撃がなされた。はかりごとがなされ不当

な非難が浴びせられた。青年たちの将来を楯にして指導者面をしたかと思えば少し自分に不都

合が生じると二十歳そこそこの青年たちに重い刑を受けさせ牢獄に突っ込んでおいて自らはそ

の縛 りから逃げ出そうと努めたのだ。このような人生には呪いあれだ。私は思いとどまって無

言を貫いた。

(註 )

Ⅲl 
刑務所 これは刑務所を兼ねた拘置所。

Ⅲ2 
大都市などへ流入する人々は移住に際しても定住化に際しても同じ出身地からの人的繋

がりを利用するために移住後にも近隣関係を築くことが多く特定の地域の出身者が集中する居

住区が形勢されることが多い。ヒンドゥー教の聖地であるバナーラスには古くからベンガル人

の巡礼者が定住化したこともあリベンガル人居住区とも言 うべきベンガル人が集中して居住す

る区域が出来上がっていた。ラシュビハリ。ボースが長期に亘り同地に潜伏することが可能に

なったのもそのためと思われる。特にベンガル出身やベンガルとの関係の深い参加者の多かっ

たこの事件に関しては巻末のグプタ (Mallllllathnath Gupta)の 文章を参照されたい。
*3 
断食闘争 カーコーリー事件の被告たちは獄中で一般受刑者たちと違 う政治犯に対す

る別個の待遇を当局に対して要求しハンガー・ス トライキを行つた。16日 間に及ぶ断食の後 ,

当局は白人の受刑者と同程度の 1日 あたり 10ア ンナ (0625ル ピー)の食費とする妥協案を

出したので被告たちは応 じたが結局それは刑務所長の認定による医療的な措置であつてもし認

定がなければ実際的にはなにも得るものがなく編されたも同然であった。そのため後に 1929

年 7月 バガット・シンやボ トゥケッショル・ ドットらのヒンドゥスターン共和国軍 (HinduStan

Republican Army)に よるラーホール陰謀事件の被告たちがやはり待遇改善の断食闘争を開始

した際に M.グプタなどのカーコーリー事件の受刑者たちもそれに呼応して参加した。その過程
でジョティン・ダーシュのような犠牲者が出るなどしたが 1930年 2月 9日 に受刑者の A.B.C

のランク付けという形での成果を得た。断食闘争は単に革命運動家たちの待遇改善運動ではな

く命がけのイギリス当局との対決という側面を持つていた。断食闘争が社会に報道されることに

より広範な民衆へ独立運動をアピールする力が生じた。ただ,RoC.Majulllldarは M.K.Gandhi

がこの断食闘争の過程で,1929年 9月 13日 に Jatin Dasが 殉難 したにも拘わらず言及 しな
かつたことについて次のように記 している。“It is somewhat remarkable that Gandhi did not

approve of the hunge卜 strike He studiously omitted any rettrence to the martydom of」 atin Das

in his speeches and writings and nb mention ofit w¨ madein hお Young lndia"(R.C Majumdar,

oP cit III P.320)

訴追

カーコーリー列車強盗事件後,事件調査のため警察の特別調査チームが編成された。ホー ト
ンという人物がこの特別調査チームの責任者になった。事件現場及び鉄道警察の報告書を見て

″
‘
′
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これは革命運動家たちが起こした可能性があると推察した。州内の運動家たちについての調査

が開始された。時を同じくしてシャージャハーンプル市で事件で奪われた 3枚の紙幣が見つかつ

た。奪われた札は百枚以上ありおよそ 1千ルピーの額に達した。そのうちおよそ 700～ 800ル

ピー分の紙幣が真っ直ぐ国庫に届いていた。そこで当局は紙幣
*・ のことについては沈黙を守つ

た。それらの紙幣はリス トが公表される以前に国庫に届いていたのである。警察がリス トを公

表する意味がなくなった。国庫の中から数枚の紙幣がリス トが公表される前に人々のもとに届

いたのだった。そのため紙幣は人々の手元に現れたのだった。

その頃県の秘密警察は私が 1925年の 8月 の 8日 から 10日 までの間シャージャハーンプル

にいなかったことを知るに至った。詳 しい調査が始まった。その調査の過程で警察は市の公立

学校のインドゥブーシャン・ミトラという学生のもとへ私宛の革命組織関係の手紙が届けられ

ることになつているのを知るに至った。その学校の校長を介してインドゥブーシャンのもとヘ

送られてきた手紙の写しが作製されてホー トンのもとへ送り続けられていた。その手紙により

メーラ トにおいて県レベルの革命委員会の会合が予定されているのが判明した。ホー トンは警

部補を一人会合の予定の判明したメーラト孤児院に派遣した。時を同じくしてホー トンはある

特別の筋から間もなくカンカル
*2での強奪準備を革命委員会のメンバーが行つており,ま た

大都会の郵便局の公金強奪の可能性のあることも判明した。ホー トンはある筋から私の手書き

の手紙を入手した。それには 9月 の 13日 に決められていた祖父の法要のことが記されていた。

その手紙には祖父の法要が 9月 13日 に No lで予定されているので是非出席してくれ孤児院

で待つとあり,ル ドラという署名があつた。

予定された強奪を防ぐためにホー トンは州全域で 1925年 9月 26日 に約 30名 を逮捕 した。

ちょうどその頃インドゥブーシャンのもとへ届いた手紙で若千の物品がバナーラスのある学生

の部屋に隠されているのが判明した。隠されているものは武器であろうと推察された。調べて

みたところバナーラス・ヒンドゥー大学のある学生の部屋から 2挺のライフル銃が出てきた。

その学生はカーンプルで逮捕された。インドゥブーシャンは私が逮捕されたとの知らせを手紙

でバナーラスヘ送った。その手紙の受取人を警察はすでに逮捕 していた。というのはそのラー

ムナー ト・パーンデーヤ宛の手紙は私の逮捕時に私の家から発見されていた。ラームナー ト・

パーンデーヤの手紙はすでに警察の手に渡つていたのだ。そこでインドゥブーシャンの手紙を

見てインドゥブーシャンが逮捕されたのだった。彼は翌日自供した。すでに逮捕されていた人

たちの一部と結んでシャージャハーンプルにいたバナーラシーラールも自供をし共犯証人,す
なわち,検察側証人に仕立て上げられていた。バナーラシーラールは少し多くのことを知って

いた。彼の供述に基づき革命組織機関紙の小包の所在が判明した。バナーラス郵便局から発送

された小包の受取人たちを警察は逮捕 した。カーンプルで小包受取人のゴーピーナー トは逮捕

されるとすぐに自供 し検察側証人に仕立てられた。全く同じようにラーエバレーリーで小包の

送られた学生のクンワル・バハー ドゥルも逮捕されると同時に自供し検察側証人に仕立てられ

た。彼はバンワーリーラールの郵便受取人になつていたので現金書留もいつも彼のところに送

られてきていた。彼はバンワー リーラールの一人の親類の住所を告げたのでそこも取り調べが

行われてバンワーリーラールの トランクが一個見つかつた。この トランクに実包入 りの軍用 リ

ボルバー 1挺,それに数発の実弾が警察の発見するところとなつた。バンワーリーラールは追

跡を受け逮捕された。逮捕の数日後に警察の人間が会つて色々となだめたりすかしたりしたの

で彼も自供し自白被告にされた。バンワーリーラールはカーコーリー強奪事件に参加したこと
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を自供した。一方,カルカッタのダクシネーシュワルのある民家で爆弾製造器具,完成した爆
弾 1個 , リボルバー 7挺,ピス トル及び叛乱呼びかけの叛逆扇動の印刷物が発見された。この

家で裁判から逃亡中であつたラージェーンドラナー ト・ラーヒリー
+3文
学士が逮捕された。

イン ドゥブーシャンが逮捕された後,校長は中央州当局から 1通の手紙を受け取つた。校
長はそれをそのままホー トンに転送した。この手紙によリモーハンラール・カ トリーなる人

物のマディヤ・プラデーシュ州のチャーンダー
*4で
の所在が判明した。同地からの探索で警

察はプーナー市のラームクリシュン・カットリーを逮捕 しラクノウに移送した。バナーラスに

送られた小包に関連してジャバルプル市でプラナヴェシュクマ‐ル・チャタルジーが逮捕され

移送された。バナーラス陰謀事件で終身刑 (ア ンダマン島流刑)になリバーンクラーで *5で
｀
Revcllutionary'と いうパンフレット頒布の廉で懲役 2年の刑を受けていたシャチーンドラナー

ト・サーンヤル氏
*6が
この裁判に関連してカルカッタからラクノウヘ移送された。ヨーゲー

シュチャンドラ・チャタルジー氏
*7はベンガル条令で逮捕されていたのが服役中のハザーリー

バーグ刑務所
*8か
ら移送された。チャタルジー氏は 1924年 の 10月 にカルカッタで逮捕され

ていた。同氏の手元には連合州の各県名が記されておりそのうち 22県において秘密組織の活

動が展開されているとの記述がある 2通の書類が発見された。この書類は今度の事件に関連が

あるものと判断された。ラージェーンドラナー ト・ラーヒリー氏はダクシネシュワル爆弾事件

で 10年間の流刑になった後,今度のこの裁判に関連してラクノウヘ移送された。合計およそ
36名 の人が逮捕された。28人に対して治安判事の指揮する審理が始まった。3人 ,すなわち,
シャチーンドラナー ト・バクシー氏,チャンドラシェーカル・アーザー ド氏 +9,ア シュファー

クウッラー・ハーン氏
*1°
は逮捕を免れ逃亡を続けた。その他の全員は起訴されずに釈放され

た。28人のうち 2名 は法廷で起訴猶予になった。2名 は検察側証人 (共犯証人)になり赦免さ

れた。最終的に治安判事は 21名 を治安判事裁判所の審判に委ねた。治安判事裁判所に移され

てからダーモーダルスワループ・セー ト氏の病状が悪化 した。出廷が不可能になったので最終

的には 20名 の被告ということになった。20名 のうちシャチーンドラナー ト・ヴィシュヴァー

ス氏とハルゴーヴィンド氏の 2人は治安判事法廷で釈放になり残 りの 18名 に刑が下された。
バンワーリラール氏は司法取引により自白被告

*11に
なった。この人はラーエバレーリー県

コングレス (国民会議派)委員会の委員長にもなったことのある人物だつた。同氏は非協力運
動の際,6ヶ 月間の投獄を受けたこともあつた。その上今度は警察の脅しにより命が危うくなっ

たという次第だった。同氏はわれわれの組織が最も多くの費用を費やしたメンバーであり毎月

同氏には相当な送金がなされていた。体面を保つためにわれわれは可能な限り月々の送金をし

ていた。自分たちの食べるものを減らしても毎月送金していたのだ。それにもかかわらず仲間

の首にナイフで切 りつけたのだった。同氏はせいぜい 10年ほどの刑にしかならなかったはず

だ。同氏に対する証拠と同じ証拠を示された他の被告たちは lo年の刑を受けた。そればかり

でなく警察の指示により法廷で証言した際に自分の口から新しいことまで付け加えたのだ。そ

の中で私が活動資金を流用して家族まで扶養 していると述べたのだ。これを聞いておかしくも

あったが,命がけで生活を支えてやりその人のため夜も昼もなくさんざんな苦労をし自分の親
の世話すら何一つすることのなかった者にこのような非難の言葉を浴びせるものかと胸に大き

な衝撃を受けたのであった。

同じグループに属していた仲間がこのような振る舞いをしたのだ。グループとは別に普通の

暮らしをしながら後援してくれていたシンパの人たちも奇妙な様子を見せるようになった。あ
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る地主の手元にカーコーリー強奪事件で奪われた紙幣が見つかつた。街で手に入つたものだっ

た。逮捕 されて判事に保釈を願い出た。判事は 4000ル ピーの保釈金を求めた。誰も身元引受

人になろうとしなかった。地主の老いた兄が私のところへ来て私の足元にすがりついて文字ど

おり泣きついた。私は保釈の手配に努めた。私の両親は警察に刃向かうことになり警察に通報

されることになるから裁判所に出向いて申し開きをしないようにと最後まで言つていたのだが

私はそれに耳を傾けなかった。裁判所に出向き努力した結果,保釈が認められた。私自身が拘

置所に出向いて貰い下げてきたのだ。ところがなんとその人物が私が件の事件の証人として申

請 したのに対 し警察の脅しが入ると 3度に亘 リラームプラサー ドなる人物を全く知らないと

警察に書き送ったのだ。ヒンドゥー教徒とイスラム教徒が対立し騒擾が起こつていた頃,その

家屋敷を守ってや りその家族は私を頼 りに安心して暮らしていたその人がなんと私に対して偽

の証言をこしらえて寄越 したのだ。たとえ世の中がひつくり返ろうとも足元のぐらつくような

ことはない人だからという数人の友人の言を頼 りにその人を証人として申請 したのであった。

約束したにもかかわらず警察の圧力が加わるとその人までが証言を拒否したのであった。自分

の命より大切な人, 自分の兄弟とも思つてあらゆる形で世話をしてきた人, どのようなもので

あれ必要とあれば力の限りそれを叶えてやるために力の限り努力して来た相手の人が刑務所に

やつてきて顔を見せることもなければ死刑囚の独房を訪ねて慰めの一言をかけてくれることも

なかつた。裁判所に来て十分ほどの間離れて立ち姿を見せ情けと勇気を示してみせた御仁は一

人二人いることはいた。こうしたことは全て警察が与える畏怖感のため捕まりはしないかとい

う気持ちから生じることであつた。それでもそれなりのことをしてくれた人に対してはわが身

の幸せを思 うし厚く感謝する次第である。

墓石も揺らすは君の供えし花なるぞ

情けの花のひとひらは 山のごとくに重かりき

だれもが機嫌よく幸せに過ごせるようにしていただきたいというのが私の神様へのお願いだ。

何もかも覚悟の上でこの道へ踏み出したのだった。裁判を受けるまでは世間のことは全く知ら

なかったのだ。刑務所の中を見たこともなければ法廷に出たこともなかつた。入獄してみて始

めて別世界にやってきたのに気付かされた。裁判を受けるまでは筆跡鑑定というものがあり筆

跡を見て誰が書いた字かを鑑定することが出来る専門家がいることすら知らなかったのだ。筆

跡がどのように比較されるのか,一人の人の筆跡にどのような違いがあるのか,ど うして違い

があるのか,筆跡鑑定により署名を鑑定出来るということすら知らなかったのだ。このような
ことの経験も知識さえ持たずに一つの州の革命集団の全責任を負いその運営をしていたのだ。

革命運動の教育を施すような学校というものはないものだ。先輩の活動家や経験を積んだ活動

家からいささかなりとも学び取ることが出来たはずだ。どれほどの人がベンガルやパンジャー

ブの陰謀事件で逮捕されたことか。だがだれ一人後輩のためにいささかなりともその体験を知

ることの出来るようなものを書き記そうとはしてこなかった。

世間の人はこの事件がいとも簡単に警察の知るところとなつたのは警察が運に恵まれたのか,

警察は千里眼なのか,どのようにして秘密が調べあげられるのかと強く知りたいと思うであろ

う。このような状況は我が国にとっては不運であり政府にとっては幸運と言わねばなるまい。ベ

ンガル州の警察については私はあまり発言する資格がない。自分には特別の体験がないのだか
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ら。連合州の秘密警察は常識的なことすら弁えていない間抜けだ。連中は一般の警察から配属

されてくる。のほほんと巨額の賄賂を懐に収め太鼓腹になっている。苦労のあろうはずがない。

仮に気の利いたのが一人二人いても短い間だけ大きな出世を願って活躍振りを見せかけるため

忙 しくかけず り回るが少 し出世したら何もかもおしまいなのだ。連合州には正規に教育を施す

本格的な警察の情報組織は存在 していない。それに仕事をしているうちに経験が積み重なって

行くものなのだ。マインプリー事件や今度の事件でわれわれがほんの少 し巧妙に活動していれ

ば警察が事件を暴くことは甚だ困難だつたということが確認された。実際,警察は少し運がよ
かったのだ。この事件の調査が開始されてから警察は連合州の疑わしい革命運動家に注目し接

触し話をするようになつたのだった。一人二人の人を脅迫さえした。「泥棒のあごひげには藁す

ばがついている」 (心の鬼が身を責める)と いう諺通り警察は一人の人物から秘密の一切を探

り出したのだ。われわれはだれしも警察がこれほど素早く秘密を知ったのはどうしたわけかと

茫然としたものだった。われわれは件の人物のことは全く考えてもみなかった。私が逮捕され

た時に警察幹部が私との会話の中で私と件の人物以外にはだれも知ることが出来ないことを全

て語つたのだ。その人物が知 り得たことを警察が知り得たということのさらにもつと確実な分

かりやすい証拠が見つかつた。その人物が知らなかったことは警察にもどうしても判らなかっ

たのだ。こうしたことからこれはその人物の仕業であると決定付けられたのだ。もしもその人

物が警察に捕 らえられて秘密を暴露しなかったならば警察は地団駄を踏むばかりで何一つ判明

しなかったであろう。確証がなければどれほど危険な人物に対しても手出しをする勇気は生じ

ないものだ。なぜなら民衆の間に運動が広まり自分たちの不名誉となるからである。政府の責

任問題 となる。せいぜい 2,3人が逮捕され最後にはその人たちも釈放しなければならなくな
る。だが,警察には正真正銘の糸口が見つかつたのだ。それを証明する書き物の証拠が警察の

手に入つたのだ。それでも警察がなにもしないとなれば一体いつ逮捕するだろうか。ともかく

起こってしまつたことは神の欲するところである。私はこれまで次の信条を貫いて生きてきた。

裏切 り者に苦しもうとも

何も語らず嘆きの声を聞かせるな

忠に従 う俺たちの信義の道は他の道

首斬 り人の足元に晩拝するのが俺たちの

いつも変わらぬ作法なり

この裁判で私が果たした役割,あ るいは,私がその命を預かつていたことの大部分はアシュ
ファーク・ウッラー・ハーン・ワールシー君にかかわるものである。自分の最期に当たりこの

筆で同君について一言述べるのが自分の責務であろうと思う。

(註 )
*1 
紙幣 英領インド時痔には商取引の際使用された 100ルピー以上の紙幣の番号を帳簿

に記録することになっていた。それらの紙幣をナンバリーノー ト (番号紙幣)と 呼んだ。
*2 
ヵンカル 原文では続 とあるが不詳。
*3 
チャ_ンダー ー  ナーグプル市から約 13蝕m南 方に位置。当時はマディヤ・プラ

デーシュ州に属していたが,現在はマハーラーシュトラ州内。
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ホ4 ラージェーンドラナート・ラーヒリー
…

可t奇  バナーラス在住のベンガル人
であつたが,シャチーンドラナート・サーンヤール, ヨーゲーシュチャンドラ・チャタルジー

などと連合州における革命運動に参加 した一人。ラームプラサー ドらと共にこの事件で処刑さ

れた 4人の中の一人。
*5 バ_ン クラーずb可  カルカッタの北西約 150klnに位置する西ベンガル州の都市。同
名県の県庁所在地。
*6 シャチ_ン ドラナー ト・サーンヤール  (シ ョチン ドロナ ト・シャンナル

…ul」〔o1893/1895-1942/1945?)イ ンドの革命運動家。いわば急進的な革命運動の先進地ベン

ガルと連合州,デ リー,パンジャース ラージャスターンなどを結ぶ革命運動の組織化に重要
な役割を果たしたとされる。バナーラスで理学部の学生であった頃から革命運動に身を投じた。

ダッカにあつたアヌシーラン・サミティ (オヌシロン・ショミティ)の名にちなんで表向き肉

体の鍛錬や道徳的・知的向上を目的とするクラブを開設。後にYoung Menヽ Associationと 改

称。1914年 にラシュビハリ・ボースが主な活動の場をバナーラスに移してからはその右腕的存

在となる。ラスビハーリー・ボース,Pingleぁ Kartar Singhら の企図したパンジャーブ,連合

州など北インド各地の連隊のインド兵の反乱による革命運動は未遂に終わつた。その失敗した

ラーホール陰謀事件により革命運動家たちには多数の犠牲者が出た。ボースは日本へ亡命した。

シャンナルはそれに運動していたバナーラス陰謀事件の中心人物として 1915年 6月 26日 に逮

捕され 1916年 2月 14日 に終身刑及び全財産没収の判決を受けた。アンダマン島への終身流刑

に処せられたが,大戦後の大赦 (1919年 12月 23日 布告)により1920年 2月 に釈放された。
ガンディーのサティヤーグラハ運動には参加せず政治犯の救援や労働組合での活動などをして

いたがその後再び北インドでの武力革命運動の再興を志し1924年 6月 に地下潜行,カルカッ

タにおいて Hindustan Republic Partyを Pratulchandra Ganguliや Trailokyanath Chakrabarti

らと結成した。 (く。」ulu quu,画 tくやば耳,T命 縮 ,断 ,T。 437)。  1925年 には
Hindustan Republican Associationを結成した。その際に執筆した冊子 `Revolutbnary'を 配布し

たことで反乱扇動文書の頒布の廉で 1925年 に逮捕され服役中であつたが,カーコーリー事件
の首謀者の一人とされ再び終身刑を受けた。1937-38年の会議派州政権の下で釈放された。第

二次大戦中は自宅に軟禁されたが肺結核のため 1942年に病状が重く釈放されたが病没。 (ラ タ

ンラール 。バンサルの記述による) 1922年及び 1938年にいずれも獄外にいた時期に自らの
かかわった事件の回想及びインドの武力革命運動についての考察を「幽囚記」 (二部作)〒命
ヾ日T,債蒻汗,1963と して遺している。第一部は 1922年に発表された。第二部は 1925年に
ベンガル語雑誌に掲載された。第二部は一部分を除き没後に刊行された。
■7 ョ_ゲ_シュ・チャンドラ・チャタルジー  (ジ ョゲシュ・チョンドロ・チャタジー

ー
糊 ,1895-1965)民 族運動家。ベンガル (ダッカ)のアヌシーラン党 (アヌシーラン・サミ

ティ/オヌシロン・ショミティ)により連合州での革命運動の組織活動に派遣されていたが,
後にその組織をサーンヤールの組織と合同させこれが Hindustan Republican AssOciationと

なった。ビスミルが言及しているサーンヤールと並ぶカーコーリー事件の幹部級の人物の一人。

この事件で終身流刑 (実際は,12年の禁固刑)に服した後,釈放されたが第二次大戦中に再度

拘禁され'46年まで獄中にあった。本書が刊行された 1958年当時は国会議員。
ホ8 ハザ_リ ーバーグ

ー
 当時はビハール州内,現在はジャールカンド州内。

*9 
チャンドラシェーカル・アーザード

ー
鋼可Π バローダーの東方,当時の Central
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hdia Agencyに 位置した小侯国 (ア リーラージプル 砥希雨可て朦釈て)のバラモンの家庭に
生まれた。11,2歳でサンスクリット語の勉強にバナーラスに出たが,非協力運動に参加 し 15

歳ぐらいであった 1921年鞭打ちの刑を受けたことで著名な人物となる。P.K.Chattettiや M
グプタらとの接触により武力革命運動に参加するようになったものと思われる。カーコーリー

事件の実行犯ではただ一人逃亡を続けた。その間革命運動家の中では恐らく最も低い学歴の身

ながらその愛国の情熱,勇気,親愛の情の溢れる行動と実際的な判断力でカーコーリー事件以
後の革命運動で重要な活動を行った。カーコーリー事件以後,Hindustan Sociahst Republcan

Association(Army)の結成に携わるなどパンジャーブ,デ リニ,連合州などの広い地域を活
動の場とした。バガット・シンらと共にデリーやパンジャーブなどで諸々の事件に参加 し第二

のラーホール陰謀事件でも重要な役割を果たした。その際も逮捕されなかつたが,1931年 2月

27日 アラーハーバー ドで警察と交戦の末射殺された (グプタによると重傷を負い自害)。 彼は

死を迎える 2,3週間前に」.ネルーに直接会って「ガンディー・アーウィン会談の結果として見

込まれる仲間の身の安全について」話し合つているが,ネルーの言によると,その際自分も含
め大多数の仲間も「純粋なテロリス ト的方法は無益で,無力であると確信 している」とも述ベ

ている。ネルーはアーザー ドの「今自分はどうするべきか」との問いについては何ら解決策を

持つていなかった, と述べている。この際であろうか M.グプタによればネルーはアーザー ド
たちに 5000ルピーの寄付を約束したという。 (M.Gupta,op.cit.p.305)ガ ーンディー・アー

ヴィン協定 (1931年 3月 5日 )では非暴力運動の政治囚の釈放,政治犯の没収財産の返還,製
塩の無税などが認められた。  M.グ プタは彼が革命運動家として越えなければならなかった
障碍について,カース ト観,不可触制,女性観,肉食などを列挙してそれらを乗 り越えて行つ

たことを記しているが,それらはまた彼のみが戦わなければならない問題ではなかつた。
*1°
アシュファーク・ウッラー・ハーン (Ashfaq Unah Khan)ア シユフアークの出自は家格の高

いパターンで何不自由ない家庭に育ったとされる。 (薫〒障研 可日可行 ,動 蒻青清研―uり IH

計 買衡百T,看 ― ,1960,T。 255)ビスミルとの関係については本文に詳しいが,カーコー
リー事件では直接参加 した lo人の中の 1人で,こ の事件で死刑に処せられた 4人の中の 1人

である。彼とシャチーンドラナー ト・バクシーとは 1年後に逮捕された。彼はビスミルと並び

ウル ドゥー文学史の中では愛国詩人 (PatriOt― poet)と して愛国詩 (PatriOtiC poer“ )を詠んだ

とされている。(AL」awad Zaidi,A History of Urdu Literature,New Delhi,1993)彼 がどれ

ほどの数の作品を遺しているのかは訳者には未だ確認出来ていない。
*11 
自白被告 

―

…

アシュファー ク

大赦令
*1の
出た後,シャージャハーンプルに戻つた際に君と学校で出会ったことを記憶して

いる。君は私にとても会いたがっていた。そしてマインプリー事件について少し話をしたがっ

た。私は学生であるイスラム教徒の青年がこの類の話をしたがるのは何故なのかと思い君の問

いかけに対して気の乗らない返事をしたのであった。君はその時とても残念がっていた。強い気

持ちが君の表情に現れていた。君は自分の意志をいい加減にせず固く守 り続けた。出来る限り

会合の席で話をし,親友を介して自分が見せかけの人間ではなく国家に奉仕する気持ちを持っ

ていることを信じてもらえるように努力した。ついに君の勝利となった。君の努力により君が
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私の胸の中に場所を占めたのだった。君の兄上は私のウル ドゥー語ミドル課程での同級生であ

り友人であつた。このことを知り私はどれほど嬉しく思つたことだったろう。間もなく君は私

の弟同然になったのだった。いや,それだけでは満足せず私と対等になりたがった。友人のう

ちに数えられることを望んだ。その通 りになったのだ。真の友人となつたのだった。周囲の人

たちは,一方が頑なアーリヤ・サマージス トなのに対して他方はイスラム教徒という組み合わ

せは一体何なのだと驚いた。私はイスラム教徒のシュッディ
*2の
活動に従事しアーリヤ・サマー

ジの寺院に暮らしていたのに君はそのようなことをいささかも気にしていなかった。私の友人

の一部は君がイスラム教徒であるため嫌悪の眼差しを向けていたが君の志は微動だにせず絶え

ずアー リヤ・サマージ寺院の私のもとを訪れていた。ヒンドゥー教徒とイスラム教徒の対立が

生じた際には君の住居の界隈の人たちはだれしもあからさまに君を罵っていた。邪教徒とまで

呼ばれながらも君は決 してその人たちに同調することはなかつた。常に両教徒の団結を支持 し

ていた。君は真のイスラム教徒であり真の愛国者であった。君の信条はただ一つ,神がイスラ

ム教徒に与えた分別があるとすれば,それはイスラム教徒はヒンドゥー教徒と協力してインド

の安寧を図ることでしかなかった。私がヒンディー語で何か文章を書いたり書物を著したりす

るとイスラム教徒も読めるようにウル ドゥー語でも書いてくれないかと言うのであった。君は

愛国心をよく理解するためにヒンディー語をしつかり学んだ。家の中で母上や兄弟と話す際に

は君の口からヒンディー語の言葉が出てきては皆を驚かせたものだつた。

君のこのような行動を見て多くの人は君がひょつとしてイスラム教を捨ててヒンドゥー教徒

に転じるのではないかと思つた。だが君の心は不浄なものでは全くなかつた。ならば君に浄め

るべきものがあろうか。君のこのような歩みに私の心は完全に虜になつた。イスラム教徒を信

頼して裏切られることになりはしないかと仲間同士の間で話になることがあつた。君は勝利 し

たのだ。君と私は一心同体だつた。たびたび同じ器で食事をしたものだった。ヒンドゥーとイ

スラム教徒は違 うという意識は私の胸から消え去ってしまった。君は私に対して揺るぎない信

頼を寄せ計り知れない深い愛情を抱いていた。そうだ君は私を名前で呼ぶことが出来ずいつも

ラームと読んでいた。一度君は心悸克進の発作のため意識を失つたことがあつたが,君の日か

らは幾度も「ラーム,ああラーム」という声が発せられていた。そばにいた親族たちは「ラー

ムラーム」と唱えるのに驚き「アッラーアッラー」と唱えるように呼びかけるのであったが ,

「ラームラーム」が繰 り返されるばかりであつた。ちょうどその時「ラーム」という言葉の秘密

を知っていた友人が訪ねてきた。直ちに私が呼ばれた。私が訪れると君は落ち着きを取り戻し

皆は「ラーム」の言葉の秘密を理解 したのであつた。

この親愛の情,友情が如何なる結末をもたらしたのか。君も私の考えに染まつてしまい堅固

な革命家となった。それからはあらゆる方法でイスラム教徒の青年たちにも革命精神を広げ,青

年たちが革命運動に協力するようにと日夜努めることになった。君は全ての兄弟,友人たちに

自分の理想を伝えようと努めた。私がどのようにして一人のイスラム教徒を革命組織の立派な

一員に仕立て上げたのかと革命組織の仲間たちもしばしば驚いていたものだった。君の私に対

する振る舞いは申し分のないものだった。ただの一度も私の命令を無視したことはなかった。い

つも忠実な信徒のように待機 してくれていた。君の心は広く君は高邁な精神の持ち主であった。

もしも私の心に安らぎがあるとすればそれは君がこの世で私の顔を照らしてくれたからだ。

アシュファーク・ウッラーが革命運動に力を尽くしたということもインドの歴史に特筆される

べきことだ。君は兄弟や親類縁者の説得にもいささかも動じなかつた。逮捕されてからもその
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考えをいささかも変えなかった。君は頑健な肉体の持ち主であったが,同時に心の強者,高邁

な精神の持ち主であることが証明された。そうしたことのために君は裁判で私の右腕と決めつ

けられ裁判長は判決文を書くに当たり君の首にジャイマール,すなわち,勝利の花輪 (絞首刑

の綱)を掛けたのだ。愛しい弟よ,君は両親の財産を国のために捧げ両親を物乞いにおとしめ,

兄弟姉妹の将来までも国のために供え己の身も心も財も一切のものを母国のために捧げ最期の

犠牲までも捧げた男が親 しい友アシュファークまでも母国に捧げたと思い満足してくれるであ

ろう。

恋の館に命保つは罪なるぞ

首を保ちて夢立ち入るな   (ア スガル )

(註 )

*1 
大赦令 政治犯に対する大赦令は 1919年 12月 23日 に発令された。ラームプラサー ド

はこの間マインプリー事件で地下に潜行中であつた。
*2 シュッディ (でマ)本 来は浄めること,浄化の意。イスラム教やキリス ト教に改宗した
と考えられた元ヒンドゥー教徒を浄化 して再びヒンドゥー教徒に再改宗させようとしてアーリ

ヤ・サマージの一部が取り組んだ運動の一。19世紀 90年代から始まった。スワーミー・シュ

ラッダーナンドらが推進 した。

処刑場

最期の時が近付いた。二つの絞首刑が頭の上に揺れている。娑婆にいた時にそして新聞や雑

誌の中で警察を思う存分呪つた。公開裁判の場では裁判長,秘密警察の幹部,判事,検察官そ

れに政府を激しく非難した。私の言葉は今もその人たち全員のの胸に突き刺さつたままである。

今や頼 りになる友人も知己も支援者もいない。ひたすら最高神を念じる。バガヴァッド・ギー

ターを誦 して心に安らぎを得る。

全て為したることは汝の為したること

余の為したることにはあらず

余の為したるところには汝あり

その果をブラフマンに委ねて執着心を去 り行為を為す人は

罪悪によって汚されることはない

蓮の葉が水に汚されないように  (バガヴァッド・ギーター v lo)
「結果を望まず行為をブラフマンに委ねて為す人は罪悪に汚されることがない。あたかも蓮

は水中にあつてもその葉は水の中にないのと同じである」

生涯に亘つての私の行為は全て母国のためを思つて行つたものである。もしも体を養ったと

すれば,頑健な肉体で母国への奉仕をしつかりと為し得ると考えたからに他ならない。ようや

くのことでこの目出たい日が迎えられた。この卑小な身が連合州においては 1857年のガダル

(叛乱)以来,革命運動で母なる神,母なる国の神を祀る祭壇に棒げられるこの州の住民の中

では最初の生け贄となる栄誉を受けるのだ。
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政府は私を責め苛みたいのだ。だからこそこの暑熱の季節に控訴審の日程を 3ヶ 月半後に決

めたのだ。3ヶ 月半の間,絞首刑を待つ独房の中で私は暑熱に実られるのだ。この独房は鳥かご

よりもひどいものだ。ゴーラクプル刑務所の死刑囚を収容する独房は平地に建っている。近く

に日陰を作るものは何もない。朝の 8時から夕方 8時までお日様のおかげで,それに周囲は砂
だらけの地面であるから火が降り注ぐのだ。9× 9フ ィー トの独房の前面には 6× 2フ ィー ト

の扉がある。背後には地面から8～9フ ィー トの高さに 1× 2フ ィー トの窓がある。この独房

の中で食事,水浴び,排泄,睡眠が行われる。蚊は夜通しその心地よい声を聞かせてくれる。
ようやくのことで 3,4時間眠るが,時には 1,2時間しか眠れないこともある。食事は陶器で
出される。夜具としては掛け布と敷布が一枚ずつ与えられている。厳 しい修行の日々である。

修行のための一切の手だては整えられている。一瞬一瞬が教訓を垂れている。最期の時に備え

よ,神 に祈れと。

私はこの独房に大いに満足している。だれか修行者のこもる洞窟に自分も幾日かこもつて

ヨーガの修練をしたいものだと願つていたのだが,最後にその願いも叶えられたわけだ。この

独房の中で最後の言葉を書き記して同胞に託す好機に恵まれたのだ。私の生涯を知ることでだ

れかのためになるかも知れない。この好機はようやく得られたものである。

死を呼ぶ風が吹きつける

今こそ人生の秘密が明かされる

恋の苦しみも味わい晴れ晴れとした歓喜も見た

無為にして感動を越えたのではない

心を忠に捧げよ,命を邪悪に供えよ

恋をするには一切の持ち物を捧げ尽くさねばならぬ

今やこれこそがわが願いである。

悟 りの海に急ぎ流れよわが骸

命断ち切る刃には飢えし魚の泳ぎたる

焼き尽くせこの絶望の悲 しみを

毀れし胸の荒れ野さえやがて賑わう人里となる

結び

11年間に亘 り力の限り渾身の努力をしたにもかかわらず己の目的をどこまで達成すること

が出来たであろうか。どのようなことを考えたとしてもそれで何らかの目的が達成されるわけ

ではない。何故ならば革命運動に参加 したのは損得とか勝ち負けということを考えてのことで

はなかったからである。すべてが己の義務,自 己の本分と考えてのことである。本分と判断す

るに当たつて私がどこまで理性的に行動したかを考えてみるのが適当であるように思える。政

治的にはわれわれの活動は若千の有為の青年たちの生涯を全く難渋なものにし空しいものにし

てしまつた。いささか財まで費消することになった。ヒンドゥー教の教えによれば,人が不慮
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の死を迎えることはないとされる。人がどのようにしていつ死ぬかは前もつて定められている

ものなのだ。定められたように定められた時に死ぬものなのだ。だが,そのきっかけとなる原
因が生じるものである。何十万というインド人がコレラやペス トなど様々な病気で死亡する。

数千万の人が飢饉で食べ物がなくて死ぬ。しからばその責任はだれが負 うのだ。財貨の費消は

如何なるものか。その程度の財貨は金持ち連中の結婚祝いに費やされるものだ。著名な金満家

たちが月々の贅沢に費やす金額はわれわれが一つの事件を起こすのに当たって費やした程度の

ものであろう。われわれをダークー (強盗)と 名付け絞首刑と流刑に処した。だがわれわれは弁

護士や医者をわれわれ以上のダークーだと考えている。弁護士や医者は昼日中にタアルクダー

ル *1た ちの地所を奪い取つて食い物にする。弁護士たちが貪り食べたアフドの大地主たちは数

え切れないほどのものであるし弁護士たちの鴛え立つ大邸宅は大地主たちを嘲つている。だが

この国では昼日中のダークーが尊敬されるというわけだ。さもなければ夜に現れる通常のダー

クーと昼中のこうしたダークーとの違いは全くないのだ。両者ともそれぞれの目的を達成せん

がために知能の冴えでもつて人々の財貨を奪うのである。

歴史的に見ればわれわれが行つたことは甚だ大きな価値のあるものだ。どのような形にもせ

よこの堕落した状況にあってもインドの青年たちの胸に自由への思いがある。彼らは自由にな

ろうとして力の限り努力 している。もしも恵まれた状況ならばこの僅かな青年たちがその努力

によって世界を驚かせることであろう。そうなればインドの国民もフランスの青年たちがフラ

ンス共和国建設の際に述べた

The monument so raised,Inay serve as a lesson to

the oppressors and an instance to the oppressed.

という言葉を言う幸運を得ることになろう。

ガージー・ムスタファ・ケマルパシャ
*2が
トルコから逃亡した際にはわずか 21人の青年が随

行しただけであった。何一つ持ち合わせもなく死の追討令が後を追いかけていた。だが,一転
してそのケマルが奇跡を起こし世界を驚嘆させたのであった。あの人殺しのケマル・パシャが

トルコの運命を決する人となったのであった。かのレーニン氏はある日酒樽の中に潜んで逃げ

なければならなかった。そうしなければ死はそこまでやってきていたのだ。そのレーニン氏が

ロシアの運命の決定者になったのだ。シヴァージーは強盗とか追い剥ぎとかに考えられていた。

しかしヒンドゥー教徒がシヴァージーを自分たちの指導者とし牛とブラーフマンの守護者であ

るシヴァージー大王に仕立てたのだ。インド政府までもが自分たちの利益のためにはシヴァー

ジーの記念碑を建立しなければならなくなったのだ。ロバー ト・クライヴ
*3は
人生に失望した

一介の生意気な書生であった。時の転変がその生意気な書生をイギリスによるインド支配の創

始者たるクライヴ卿になしたのだ。時の流れが支那の謀反人孫逸仙 (孫文)が亡命者であった
のに中華民国の大総統になしたのだ。成功こそが人の運命を作り出すのである。失敗すればそ

の同じ人を野蛮人,強盗,アナーキス ト,謀反人,人殺 しの呼称で飾 りつけるのだ。成功がそ
の人たちの名を慈悲深い人,民を愛する人,正義の人,民主主義者,聖者と変えるのだ。
インドの歴史にはわれわれがなした努力については必ずや記述せぎるを得ないであろう。し

かしながら,現今インドの政治的,宗教的,ま た社会的,いずれの状況においても革命運動に
ふさわしいものはない。その原因はインド人の間に教育が十分でないことにある。インドの民

はごくありふれた社会的発展すらなし得ないのである。それなのに政治革命のことをだれが唱
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えるであろうか。政治革命を行 うに当たってはいの一番に革命家たちの組織が様々な妨害や障

碍が出現しようとも如何なる誤 りも生じないようなものでなければならないのだ。あらゆる活

動が持続されなければならない。活動家は一人欠ければ代わりの者が常に待機 しているほどに

有能且つ十分な数だけいなければならない。インドでは幾度となく反逆の陰謀が暴露されたこ

とか。そして積み重ねられたことが無に帰したことか。独立革命組織がこのような状況にある

とすれば一体だれが革命に努めるであろうか。国民が現在の統治者の政策を理解して自分たち

の利害を理解できるほどに教育を受けていなければならない。現在の政府を取り除くべきか否

かについて十三分に理解 していなければならない。それと同時に国民はどのようにすれば統治

者を排除できるかについての認識を備えていなければならない。革命組織とはなんぞや,何を

欲するものであるのか,それは何故なのか。このようなことの一切を民草の多くが理解できる

こと。革命家たちが民衆の完全な共感を得ていること。そうして始めて革命組織はインドの国

土に足場を得ることが出来るのだ。これは革命組織結成の初歩的な事柄である。革命となれば

ずっと先のこととなる。

革命という言葉そのものが甚だ恐ろしいものである。どのような革命も相手を恐怖させるも

のなのだ。夜があるところでは夜に活動する者たちは昼が来るのを知って辛い思いをするもの

だ。寒冷な風土に棲息する鳥獣は暖かい季節が訪れるとその生息地からさえ立ち去るものなの

だ。その上政治的な革命 というものは甚だ恐ろしいものなのだ。人間は習慣の集合体から成つ

ているものだ。これに反して何かの障碍が生じた際には恐怖を感 じるものである。さらにいず

れの支配者にも支援者たる資産家と地主がいるものだ。この連中はどのようにでもあれ自分た

ちの安楽や贅沢が妨げられるのを嫌 うものだ。したがって連中は常に革命運動を破滅させよう

と努めるものである。仮に何らかの形で他国の支援を受け時の利を得て革命組織が革命運動に

成功し革命が成つたとしても有能な指導者がいなければ無秩序となり無意味な殺数が発生しそ

の過程で無数の有能な先導者や学識者が滅することになるものだ。このことをはつきり示す例

が 1857年のガダル *4でぁる。たとえフランスやアメリカのように革命によつて政権を転覆

させて民主政体を確立したとしても大金持ちたちがその財力で一切の権利を押さえ込んでしま

うものだ。それを運営する組織の中で資産家たちが大きな権限を手に入れるのである。統治機

構の中で資産家の意見のほうが重んじられる。その財力で国内の新聞,雑誌や工場を自分たち
の支配下に置くのである。頭の良い連中までもが時機を見てその知力で民草の営々たる稼ぎに

よって得た権利を横取 りしてしまうのだ。自分の利益に目が眩み労働者や農民に発展の機会を

与えない。ついにはこの連中までもが資産家の側に立って民主主義の代わりに金権主義政治を

樹立するものである。ロシア革命の後に正にこのことが生じたのである。ロシアの革命家たち

はすでにこのことを知っており, したがつて彼らは支配権力に対して戦い独裁政治を終わらせ

たのであった。その後,資産家やインテリが妨害しようとしたのですぐさま彼らとも戦い本当

の民主政治を築いたのであった。

さて今やわれわれは,イ ンドの革命運動に役立つどのような手段が存在するのかについて検

討しなければならない。自分の体験から組織のメンバーを養 うためにどれほど苦痛を味わわな

ければならなかったかについては先述したところである。必死の努力をしたにもかかわらず非

協力運動が終わつてからは革命運動を支持し協力しようとした連合州の青年は数えるほど少数

しか見つからなかったのだ。この少数の人たちの中にも心から共感を抱いてくれた人,命がけ

であつた人がどれだけいたかは申すまでもないことだ。どれほど大きな期待を抱かせてそれら
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の人たちを革命組織のメンバーにしたことであったろうか。

それも非協力運動の連中が政府の側に立ち革命運動に対する憎悪を作り出すあらゆる努力を

惜しまず公然とわれわれの革命運動について存分に批判の宣伝をしていた状況であつた。それ

にもかかわらずボルシェヴィキによる支援の期待を抱かせ革命運動家の高い理想と犠牲の手本

を示 して鼓舞 したのであったも青年たちの心には革命運動家に対する大きな愛着と敬虔な思い

があるものだ。彼らは武器を持ちたいという自然な気持ちや リボルバーやピス トルに無意識な

愛着があるために革命組織への共感が生じるのである。私は革命運動の中でリボルバーやピス

トルを所持したいという欲求を持たないような青年には一人も出会つたことがなかった。 リボ

ルバーを目にした時には自分の信奉する神様を拝んだかのように思い人生の半分は有意義なも

のになったように考えるものだ。その時点からは革命組織はこのような武器を山のように多数

持っているに違いない。だからこそこれほど巨大な政府と戦おうとしているのだと理解するの

である。資力に事欠くこともないに違いないと考えるのだ。そうなると組織の費用であちこち
へ行く機会にも恵まれるだろう。名だたる自己犠牲の化身のような人たちにも拝謁できよう。

秘密警察のことについても様子が知れよう。発禁になったり没収される書物も少しはその前に

読ませてもらえよう。決して手に入れることの出来ない高級な文献も読めるようになるだろう。

革命運動家たちは著名な王侯たちも味方にしているに違いない。間もなく政府も転覆させよう。

爆弾の製造法も教えてもらうに違いない。不死をもたらす薬草が手に入るだろう。等などとい

うことだ。だがしかし,青年革命家が組織のメンバーになり真心から組織の活動に参加するよ
うになると短時日のうちに特別のメンバーになる資格を得てアクティヴ・メンバーとなり組織

の真の秘密をいささか知るようになる。その時に彼はどれほど凄い活動に自分が手を染めたか

を知るのである。そうすると例の鼻欠け一門
*5の
仲間入 りをした心境になるのである。どの

方角を見ても失敗と不信感が押し寄せて来ればこのような道を進むならばこのような結末が生

じるに決まつていると思うようになるものだ。外国の革命運動家たちの歩んだ道にもこれと全

く同じ障碍が生じたに違いない。自分の目標を諦めない人が英雄と呼ばれるのだ。このような

ことで心を落ち着かせるのだ。インドの一般民衆については問題にもならないが,教育を受け
た人の大半ですら革命運動が何たるかを知らないのであるからその革命運動に携わる人たちに

共感を抱くはずがない。同胞の共感を得ずして,あ るいは,民衆の声なくしては政府も何も心
配はしないものだ。2,3人の教育ある人が一つ二つの英字新間に声を潜めた文章を一つ二つ
書いたところでそれは荒野の叫びと同じく無駄なものとなる。その声は空しく宙に消え去るの

である。今,それらを総合して考えてみるに私は逮捕されてよかった,逃げなくてよかったと
いう結論に達 している。私は逃亡しようと思えば逃げられた。逮捕される前に自分が逮捕され

ることがはっきり判つていた。逮捕前に私にその気持ちがあったなら警察には私の居場所の気

配すら感 じられなかったであろう。だが,私は自分の力量を試さなくてはならなかった。逮捕
後,半時間の間私は拘束を受けずに歩き回つていたのだ。警察は静かに腰を下ろしていた。私
が警察本部に着いたのは昼時であったが署の事務室に何らの拘束を受けずに自由な姿で腰を下

ろしていた。徹夜の勤務をした警官が一人だけ監視のために近くに腰を下ろしていた。夜通し

起きて逮捕に従事していた警察の幹部たちも全員が休憩のため席を外した。監視役の警官も猛

烈な睡魔に襲われて眠り込んでしまつた。部屋には書記がただ一人書類を作成していた。その

書記も被告人ローシャン・シンの父方のいとこだった。もし私がその気なら気付かれぬように

立ち去っていたであろう。しかし私は,書記はそのために大変な災難に遭 うことになるだろう
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と考えた。私は書記を呼び寄せてもし将来の災難を覚悟 しているなら自分は姿を消すつもりだ

と言つた。書記は以前から私の顔見知 りだった。彼は私の足元にひれ伏し「私は逮捕されるこ

とになります。手前の妻子は飢え死にすることになります」と言つて哀願 した。私は哀れに感

じた。1時間後アシュファーク・ウッラー・ハーン氏の家宅捜索を済ませた警官たちが署に戻つ

てきた。アシュファーク氏の兄上の実包付の銃と実弾のついた弾帯が運び込まれて書記のそば

に置かれた。私はすぐそばで縄を打たれずに椅子に腰掛けていたのだった。巡査が一人だけ手

に何も持たずに立っていた。私は銃を手に取り弾帯を首から下げようか,だれも立ち向かつて
来るものかという気持ちになった。しかし,書記に災難が襲いかかることになるのはいけない
と思い返 した。ちょうどその時,秘密警察の警視が正面に現れた。警視は私の片側に銃弾と銃
が,反対側にはプレームクリシュン氏のモーゼルと実弾が置かれているのに気付いた。という
のも押収された物品はすべて書記のところに集められることになっており私は拘束を受けずに

その真ん中に腰を下ろしていたからである。警視は懸念をして即刻銃とピス トルをその場から

収納庫に入れさせた。逃げるのは今だと心に決めた。用足しをしたいと言つて室外に出しても

らった。巡査が一人本部棟から手洗いのため私を運れだした。他の警官たちがその巡査に腰縄

をつけておくようにしきりに言つた。巡査は,こ の人は絶対に逃げないと信じていると言つた。

手洗いは全く人気のないところにあつた。巡査は私を便所に行かせてその場に立って前方で行

われていたレスリングを見物し始めた。私は塀に足をかけ上に登つてみると巡査はレスリング

に熱中していた。手を伸ばせば塀を越えて一瞬にして外に出られる。そうすればだれが私を捕

まえることが出来よう。しかし,私を信頼してこれほどの自由を与えてくれた巡査を裏切つて
巡査を刑務所送 りにするつもりなのか。それでいいのか。巡査の家族は何というだろうか, と

すぐに思い返 した。その思いが私の胸に衝撃を与えた。深い溜息をついて塀から下り便所の外

へ出た。巡査を伴って本部の留置場に戻り閉じ込められた。

ラクノウ刑務所ではカーコーリー事件の被告たちには随分と自由が許されていた。看守長の

ラーイサーハブ・パンディット・チャンパーラールのおかげで自分たちが獄中にいるのか親類の

家の客になっているのか分からないほどであった。小児はことごとに親にすねるものだが,わ
れわれの態度はそれにそっくりだつた。われわれはことごとに職員に対してすねていた。チャ

ンパーラール氏はわれわれを自分の子供に対する以上に愛情を寄せるような心の持ち主だった。

われわれのだれかに少しでも辛いことがあると大変悲しい思いをされるのであった。われわれ

ばかりでなく他の一般囚人も,看守も掃除係 も事務員もだれ一人として辛い思いはしなかった。
誰も彼もとても機嫌よくしていた。そればかりでなく私の日常の振る舞い,毎 日のヨーガの修
行,読経などのお勤めに励んでいる姿を見て見張り当番の看守たちは私を自分たちの師匠以上
に鄭重に遇していた。私は季節に関係なく早朝 3時に起床し早暁の祈 りと読経を済ませると護

摩を焚いていた。どの看守も私を神様のように拝んでいた。看守たちは自分の家族にだれか体

調の悪い人が出るとその護摩の灰を持ち帰るのであった。護符を私に求める者もいた。その人

たちの信頼があるため効能があり,またそのため敬虔な気持ちがいつそう増すのであった。そ
の結果,脱獄の準備が完全に整えられた。自分の好きな時に獄外に出られるのだ。ある夜,心
づもりをして立ち上がった。見張り番の男は私に支えられて見張りをしていた。いつも眠くな

れば眠 り,その気になれば起き上がって床に腰を下ろしていた。というのは,看守や看守長が
刑務所の正面に召集をかければ私が助けてくれるのを知っていたからである。看守たちは私に

ついては全く脱獄の心配をしていなかった。辺 りは静寂であった。ただ,切断された鉄格子を
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持ち上げて部屋の外に出る工夫をすればよいだけになっていた。鉄格子はすでに 4ヶ 月前に切

断してあつた。切断した後また巧みにつながれていたので,格子が洗われ塗料が塗られ 3日 毎
に刷毛で払われ 8日 毎にハンマーで打ち鳴らされ刑務所の幹部が決まって毎夕巡視し目を光ら

せて行くのであったが誰にも全く気付かれなかった。脱獄 しようと考えて立ち上がった時に何

もかも不自由のないように情けをかけてくれたパンディット・チャンパーラールがあと少しで

年金受給資格が得られるようになった晩年に果たして彼を裏切つて脱走してよいものかという

思いが浮かんだ。これまでの生涯にただの一度も人を裏切つたことがないのであるから今も裏

切 りはするまいと思つた。その時自分には自分が絞首刑に処せられるのが判っていたのだがそ

うしたことを考え脱獄を思いとどまったのであつた。こうしたことは世間の人には世迷い言の

ように思われるだろうがすべて正真正銘の真実でありすべて証拠が残つているのである。

現在の私は次のような結論を得るに至っている。もしもわれわれが命がけで民衆の教育に努

力を傾注していたならば,その努力は革命運動よりはるかに永続的で有益なものになっていた

だろう。インドのこれからの世代や若者たちが革命運動の組織を作るよりも民衆の心を国家ヘ

の奉仕に向けさせる努力をするならば,そ して労働者や農民を団結させて地主や資本家の横暴

から守ってやるようにするならば願つてもないことである。インドの資本家や地主たちは政府

を支持している。中流階級の人たちは何らかの形でこの三者に依存している。ある人は勤め人

でありある人は商いに従事している。この人たちも前者に頼らぎるを得ない。残るのは労働者

と農民だけになるがこの人たちは腹を満たさんがため宗教や社会,それに政治に少 し注意を向

けることが出来る時間が見つけられない。飲酒などの悪癖のため品行も正しく保つことが出来

ない。子供の多さや早死に,それに様々な疾病から生涯に亘って解放されない。農民にあつて

は勤勉というものは名ばかりのものさえ見出されない。一人の農夫が村で地主のところでの賃

働きで,あ るいは,黎を使つて働くことで今から20年前に一日2ア ンナ,も しくは,月 額 4

ルピーの賃金を得ていたとすると今 日も全く同額の賃金が続いているのだ。20年前にはその

農夫は独身であったが今は妻と4人の子供までいる。しかし,昔 と同じ賃金で暮らしを立てな

ければならないのだ。農夫はそれで諦めなければならない。一日中ジェー ト月 (陽暦 5～6月 )

の熱風と日差 しの中サ トウキビ畑で水や りの仕事をしているうちに夜盲症になり夕闇が迫ると

同時に目が見えなくなるのだが,その報酬は 3合ほどの腐りかけの糖蜜かヒヨコマメと一日6
パイサーの労賃でありそれで家族を養わなくてはならないのだ。

インドヘの奉仕の気持ちを胸に抱く人や母国インドを自主独立の国にしたいと願 う人は農村

を組織化して農民たちの生活を改善し彼らの心を運命観から反らして勤勉に向かわせる教育を

与えるようにするのが望ましい。工場,鉄道,船舶,鉱山など労働者のいるところでは彼らの

暮らしを改善するために労働組合を設立して彼 らに自分たちの境遇を自覚出来るようにして工

場主たちが横暴な振る舞いが出来ないようにすることが必要である。また,お よそ 6千万人も
の人が不可触民とされるような国の国民に自主独立を求める権利があろうか。それと同時に女

性たちが自分たちを人間の一員と自認するようになるまで女性の地位が改善されなければなら

ない。女性が履物とか人形のように考えられることがあつてはならない。インドの大多数の人

が教育を受け善悪の判断が出来るようになった時に教育のある人たちが賛同するあらゆる運動

は必ずや成功を収めるに違いない。世界最強の力もそれを抑圧することは出来ないであろう。

ロシアで農民たちが組織化されるまでは政府側は愛国の士たちに対して思いのままに暴虐を働

き続けた。エカテリーナ
*6が
農民の組織化を手掛けるようになり各地に農民の地位改善団体

′
υ



を設立した。ロシアの青年男女が各地を訪れツァーに反対する宣伝を始めた。やがて農民たち

は自分たちの境遇を認識するようになったのだった。農民たちが誰が自分たちの友であり誰が

自分たちの敵であるかを理解するようになった時からツァーの独裁体制の基盤は揺らぎ始めた

のだった。労働組合も設立された。ロシアでス トライキが始まった。その時以降権勢について

いた連中の日は民衆の動きを見て開き始めたのだった。

インドの一番の弱点は青年たちが都会風の生活に憧れそれに溺れてしまっていることなのだ。

青年たちは美しい衣服を着て舗装道路を歩き,甘味,酸味,そ して刺激の強い食べ物を食べ舶
来品で美 しく装い繁華街をぶらぶら歩きテーブルや椅子の暮らしをして官能に溺れてしまって

いる。農村での暮らしを若者たちは甚だ味気なく無味乾燥なものと考えている。彼らの理解で

は農村には半開,も しくは,未開の人間が暮らしているのだ。英語を教育の媒介語とする学校
やカレッジに学んでいる学生が何かの用事でだれか親類の家のある田舎に行き 2,3日 過ごさ
なければならなくなると甚だ耐え難くなる。小説を持っていって一人離れて読んでいるかごろ

ごろ寝ているかのいずれかになる。だれか田舎の人と話をすると頭が疲れてしまう。あるいは,

そのような話をするのは自分の浩券にかかわるものと考えるのだ。自分の息子に英語を習わせ

る田舎の地主や資産家たちも同様に息子が出来るだけ役人になることを願 うものだ。田舎の子

供が都会に出て都会のきらびやかさを見るとファッションにのぼせてしまい類を見ないような

ファッション狂になってしまうものだ。問もなくその影響はその子らの行動にも影響を及ぼし

不良どもの手にかかって甚だしい悪癖だらけの人間になってしまう。彼らは生涯に亘って自分

自身を改めることが出来ないのであるから農村の人たちを良い方向に導くことが出来ようはず

は全くないのだ。

非協力運動の活動家たちはこれほど大勢いるにもかかわらず誰も彼も都会の演壇から大演説

をぶつのを己の義務と考えていた。農村でいささかなりとも活動した活動家は甚だ少数であつ

た。その中では大半の者はひたすら人々に大騒ぎを起こさせることを国興しと考えていた。そ

の結果,運動が少し沈滞したとたんに一切が大混乱を来してしまった。だからこそデーシュバ
ンドゥ・チッタランジャンダース氏

+7は
その最晩年に農村の組織化を生き甲斐とされたので

あつた。私の考えるところでは農村の組織化の最も易しい方法は青年たちが都会風の生活を捨

てて農村生活に親しむようになることだ。8年生,10年生,学士などの課程を終了するために
巨額の金を無駄にして月々10ル ピーとか 15ルピー,あ るいは,20ルピーや 30ルピーの勤め
口を見つけるためにさんざんな苦労をしているが,勤めるのを止めて何か実際的な仕事口,す
なわち,大工職,鍛冶職,洋服仕立て,ク リーニンス 製靴,機織 り,建築業,左官業などなど
を習得すべきである。もしも,い ささかこぎれいなものを望むならばインドのアーユルヴェー
ダ医術を学ぶことである。人口の多い村や町へ行って仕事を始めることだ。先に述べた職業の

うち4～ 5時間の労働で月収 30ルピーにならないようなものは一つもないのだ。農村での月収
30ルピーというのは都会での 60ル ピー以上のものに相当する。何故かと言えば,農村では燃
料としての木材や乾燥牛糞は甚だ安価であり,も しもザミーンダールの好意があれば枯れ木を
一本伐ってもらえば半年間は燃料の心配はなくなるからだ。不純物の混じらない純粋なギーや

牛予Lが安価に得られる。そして仮に自ら 1,2頭の牛や水牛を飼育するならば,「マンゴーは果
肉ばかりかその種までも」という書えのようにおまけまでついてくる。餌は安価に手に入るし

ギーや牛乳は子供たちが利用し牛や水牛の乾燥した糞は燃料になるというわけだ。もし親切心

のある人がいれば麦の収穫時には牛車 1,2台分の藁が無料で手に入る。大半の職人は村では
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資料や燃料のために金を費やすことはない。ヴァイディヤ
*8ゃ
仕立屋,洗濯屋が住んでいない

適当な村が幾千とある。そこの住人たちは 20マイルも 40マイルも離れたところに頼みに行か

ねばならない。その人たちはわれわれが推測することすら困難なほどの辛い思いをしている。

結婚式などの際には衣裳が間に合 うようには手に入らない。生薬はかなり大きな町でも手に入

らないものだ。一般的な薬種商になつて町に住みつくならば,そ して 2,3の手引き書を読む
だけで月々30～ 40ル ピーの収入は確実になる。こうして食べることと家族の扶養が可能とな

る。村の多くの人たちと知 り合うことになる。知り合うばかりではない。一度だれかのお役に

立つことがあれば,その人はそれを恩に着るのだ。やさしい眼差しを向けるようになる。いざ
という時には直ちに力を貸 してくれる。村に住んでいて鍛冶屋や大工,洗濯屋,仕立て屋,陶
工, ヴァイディヤ

*8と
かかゎりのない人はいないものだ。村の有力者たちがこのような職人

や技能者たちにいつも随分と気を使っているのを私は知っている。

日常的に用事があり関係があるのでもしほんの少し努力するならば,そ して村人たちにわず
かばかり説明して村人たちの暮らし向きがよくなるように努めるならば時を経ずして目的が達

成されるものだ。短時日のうちに村人たちは真の愛国者,カ ッダル・9を着用する人になるであ

ろう。もしもその人たちの中に一人でも二人でも教育を受けた人がいるのであれば励ましてあ

げて新間を取 り寄せられるようにしてあげるがよい。インドの今日の状況について少 しは認識

出来るようになるであろう。同様にして解 りやすい本に書かれている話を語つて聞かせること

で村人たちの隔習も取り除くことが出来る。折に触れてラーマーヤナやバーガヴァタ・プラー

ナ
*1° の物語を語つてあげるがよい。もし定期的にバーガヴァタ・プラニナを語つて聞かせるな

らばかなりのお布施も寄せられるだろう。それで図書館を設けるがよい。その話の中にどれだ

け政治的なことを付け加えても密告するような秘密警察の回し者はいないものだ。もしもカッ

ダル着用の人が村の中で村人に向かって一席ぶつならばすぐさまザミーンダールが警察に注進

するだろうが,町のインド医や子供たちを教える人や物語を語る人たちが何か言おうとも皆は
黙つてその言われたことを実行 しようと努めるだろうしその人に詰問することもないだろう。

こうして様々な便宜が得られるので村人たちの生活環境が改善されよう。夜間学校を開けば貧

しい人たちや不可触民
*11の
子供たちに教育を与えることが出来る。労働組合を設立するなら

ば都会で暮らすことは出来よう。だが,そのためには労働者たちと共に多くの時間を費やさな
くてはならないだろう。そうすれば労働者たちが仕事を終えて休憩する時に言葉を交わして興

味深い話をして労働者たちに自分たちの置かれている境遇を指し示してやる機会が得られよう。

労働者たちの自由になる時間は実に僅かなものであるから興味を引く手段で説明する要領で ,

例えば,幻灯機などを用いるなどして人々を一ヶ所に集めたり夜間学級を開いて労働者やその

子供たちにも対応するのがよいだろう。高等教育を受けていながら無駄な金を使いたい人がい

ればその人はせいぜい英語の 10年級までの能力を身につけて何らかの技術を身につける努力

をするがよい。そしてその技能によって自分の暮らしを立てるがよい。

資産家の名士で国のために大きな大学や学校を設立する人たちにはそのような学校を設立す

るばかりでなく併せて実業学校,工芸学校,技芸学校を設立していただきたいものだ。これら
の学校の生徒は著名人の権力争いに巻き込まれないようにしていただきたい。学生には質素に

暮らし高邁な精神を持っていてもらいたいものだ。これらの学校にはそれぞれ学生が意見の述

べ方を学習出来るように弁論部を設けていただきたい。国家への奉仕の気持ちを胸に抱いてい

る青年たちに苦労を耐え忍ぶ習慣をつけ永続的な感化が残るような活動をしつかりとすべきだ。
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エカテ リーナは正にこのような活動をしたのであった。生活の糧を得るためにエカテリーナの

仲間たちは村に入り着物を縫い靴をこしらえ夜には農民たちに語 りかけていた。私はロシア革

命の偉大なる祖母であるエカテリーナの伝記を英文で読んで非常な感銘を受けた。私はすぐさ

ま『 キャサリン (エカテリーナ)』
*12と ぃぅ題名でその書物のヒンディー語訳を出版した。私

も同じように活動したかったが,その途中に革命組織に引き込まれてしまった。今や私は,こ
の先 50年間は革命組織

*13は
ィンドの地では成功しないだろうと確信を抱くに至っている。イ

ンドの現況はそれにふさわしくないからである。したがって,革命組織が組織作りをして無駄
に青年たちの一生を台無しにしたり青年たちの精力を悪用したりするのは大変大きな誤りなの

である。これでは益よりも害の及ぶ可能性が甚だ大きいのだ。青年たちに贈る私の最後のメッ

セージはリボルバーやピス トルを手に握 りたい気持ちを捨て去って国への真の奉仕者になって

くれということだ。完全な自主独立
*14を
目標とされたい。そして真実の共産主義者

*15に
な

る努力を継続 して行つて欲しい。成果を求めるのは止め真の愛情からなる活動をされたい。そ

うすれば神は必ずやよい結果で報いて下さることだろう。

国のため千度の命果てるとも   苦しき思いつゆになし
百度の命享けたしバーラタに   果てるは常に国のため

(註 )
*1 
タアルクダール 歴史的な背景では元は連合州のアワド地方の地租納入義務を負ってい

た地主とか大地主,豪族などと訳される階層を指したが,一般的に大地主を指す語としても用
いられるようになった。
*2 
ヶマル・パシャ(1880-1938)後 にガージー・ムスタファ・ケマル・パシャという敬称

でも呼ばれた。 トルコ共和国の初代大統領。1920年のセーヴル条約締結による国土分割の危機
に際し正規軍を編成し主権回復に努め同条約をその後のローザンヌ会議による改定へ導いた。

経済,文化面で種々の近代化を指導した。
*3 ロバ_卜 .ク ライヴ (1725-74) 1757年 ,イ ギリス東インド会社軍を率いてプラッシー
の戦いでフランス東インド会社軍支援のベンガル太守シラージュ・ウッダウラに勝利を収めた。

後,ベンガル知事などを経て東インド会社によるインド支配の基礎をつくる。
*4 
ガダル ‖くく この語は謀反,反乱の意に用いられるが,こ こでは 1857-58年 のいわゆ

るセポイの反乱と呼ばれたインド人兵士の反乱をきつかけに起こつたイギリス支配に対するイ

ンド諸勢力の大反乱を指す。
*5 
鼻欠け一門 諺話に鼻を削ぎ落としたら神様が日に見えるようになると誘われた男がそ

れを実行 したが神は見えなかったので自分の失敗を隠すため次から次に人を編しては一宗門を

開いたという。
ネ6 ェヵテリーナ (1844-1934)Ekaterina Konstatinovna Breshko Breshkovshya(/E.
Breshkov.skaya)ブ レシヨ=ブレシコフスカヤ・エカテリーナ 先述したロシアの革命家。チェ
ルニゴフ県の貴族の娘に生まれ高等教育を受けた。1870年代のナロー ドニキ運動に参加し農民

の教育運動を行うなどしたが,その後革命団体に加わり農民の間に社会主義を宣伝するため農
村を巡り歩いた活動のため 1879～ 1896年 ,1908～ 1917年の二度に亘り懲役と終身流刑など

に処せられ合計約 30年間をシベリアで過ごした。1917年の 2月 革命で釈放されペテルブルグ

に戻つたが,政治的立場は革命主流派と異なリー時的にアメリカ,フ ランスなどへ出たが,晩
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年はプラハで反ソ連派の活動家として知られた。「ロシア革命の祖母 (おばあさん)」 と呼ばれ

た。 エカテリーナに関する言及をはじめこの項でビスミルがもし生きながらえていたならば
実行 したかったであろう活動の数々はニコライ・チャイコフスキーの農民や労働者への働きか

けを目指した「人民の中へ」の活動や教育運動と密接に関連しているのは確かであろう。なお ,

Sister Ni℃ ditaは 1908年に入獄前の Bhupendra Nath Dattaに マッツィーニの自伝とクルポ

トキンの著作を与えている。(R.C.Maルmdar,Op.Cit.I,p.464)
*7 
チッタランジャン・ダース (18701925)敬称はデーシュバンドゥ (国の友,兄弟の意 )。

ベンガルの法曹界で活躍してきた家系で弁護士の子としてカルカッタに生まれた。英国留学を経

て帰国後カルカッタ高裁で弁護士業を開業。民族運動への理解と志向を深めるなか民族運動に

関連 した裁判官襲撃や爆弾襲撃などによる一連の事件 (Aliporё Bomb Co“ piracy Case 1908

年)でのオロビンド・ゴーシュ (Aurobind Ghose)の 弁護やダッカ陰謀事件 (1910年 )な どの
弁護で献身的な弁護活動を行い著名となる。1920年に弁護士業を廃業し民族運動に集中した活

動に移 り 1923年 に会議派内のスワラージ党の結成に動き立法機関への進出による民族運動路

線を採った。ここに言及されているのは,C.R.ダースが 1922年 12月 のガヤーにおける国民
会議派議長演説の中で述べた主張 ― 村落生活の組織化と小規模地域の自治を州自治や中央
の責務以上に重視する一 Scheme of Governlnent and Vinage Organisationに かかわるもの

と思われる。
*8 
ヴァィディヤ インドの伝統医術であるアーユルヴェーダの知識を持つ医者。
*9 
カッダル (●ミく)手 織 りの綿布のことでカーディーとも呼ばれる。国産品愛用運動の一

つとして重要な意味を持つものであったが,自 立自足の精神的な象徴としての意義が大きかっ

た。カッダルダーリー画不可き とはこれを用いた衣服を着用する人のことで一時は国民会議派

の支持者の謂であつた。
*10 バーガヴァタ・プラーナ 町平て ヒくIЧ ヒンドゥー教ヴィシュヌ派 (バーガヴァタ派 )
の聖典の一で人口に最も檜突しているプラーナ聖典。
*11 
不可触民 原文ではアチュー ト(_)

*12 
キャサリン 原文には静ネ辱日 とあり(The grandmother ofthe Russian RevcDlution)

と書き添えてある。
*13 
革命組織 原文では誦t可金 く。。革命党とも革命団とも訳すことが出来る。

*14 
完全な自主独立 原文ではF― とある。

*15 
真実の共産主義者 原文では可蒻や師

…

とある。

最期の言葉

今 日,すなわち,1927年 12月 16日 にこの文章を認めている。1927年 12月 19日 *1日 曜
日 (ヴィクラマ暦 1984年プース月黒半月 11日 )の朝 6時半にはこの身を絞首台の綱に吊るす
ことが決定されている。したがつて定められた時にこの世の活動を終わらなければならない。

これは全能の神の為す遊戯である。一切の活動は神の意のままになされる。人がどのようにし

て肉体を捨てることになるかは至高の父たるパラマー トマーの定める規定による。死に至る一

切の過程はただ運命なのである。人の業が尽きるまでは霊魂が生と死の東縛を受けなくてはな

らないことはシャース トラ,すなわち,ヒ ンドゥー聖典の定めているところである。もつとも,
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如何なる業を為せば如何なる肉体を享けねばならなくなるかは最高神パラブラフマのみの知る

ところである。しかし,私には自分が最高の肉体を得て新しい力を携え至急に再度インドにだ
れか親類縁者か友人の家に生まれる確信がある。何故なら私が生まれ変わるのは全人類が自然

界に存在する一切のものに対して平等な権利を得るべきことを目標としているからである。人

が人を支配してはならない。私は全世界に民主主義が確立されることを願 う。インドの現状は

実に嘆かわしい状態にある。したがって,私は繰 り返し幾度もこの国に生を享けなければなる
まい。また,イ ンドの男女が完全な自由を手に入れるまでは最高神の真正な言葉 ,「 ヴェーダの

言葉」の書えようのない声を人々の耳に伝えることが出来るようになるまでこのインドの地に

生をお与え下さるように祈るばかりである。どの道を採るかで過つかも知れないが,それは私
に特別の欠点があるからではない。私自身も僅かな知識 しか持たないちっぽけな生類にしか過

ぎないからである。過ちを犯さないことは全知者にしか可能ではない。われわれは自分たちを

取り巻く状況に従つて一切の行動をするしかなかったし今後もそうしなくてはならないだろう。

私が次に生まれ変わって進む道が過誤なきものとなるように勝れた理解力を授けられんことを

最高神パラマー トマーに祈る。

さて次に私はカーコーリー事件の被告たちについて一審の治安裁判所判事が判決を下した後

に生じたことについても言及するのが適切だろうと考える。1927年 4月 6日 に判事は判決を下

した。同年 7月 18日 にアワド管区中央裁判所 Awadh Chief Courtに抗告がなされた。そこで幾

人かの刑が増 し少数の者の刑が軽減された。上訴期限前に私は連合州知事に宛て請願書を送 り

今後革命運動とは一切の関係を持たないとの誓約をした。この請願書については中央裁判所の

判事たちに提出した最後の請願書の中で言及したが,判事たちは請願を一切認めなかった。私
は自ら獄中から抗弁書を書き送つた。これは公表された。この抗弁書について中央裁判所の裁

判官たちが耳にするとこれは私が自ら書いたものではないのではないかとの疑念が持たれた。

そうしたことがあってアフド中央裁判所によって私は最も凶悪な謀反人との極印が押された。

私の反省について判事たちは信頼が置けずもし被告人 (ラ ームプラサー ド)が釈放されるなら
ば再度同じ犯行を行 うであろうとの意見を表明したのであった。頭の鋭さと判断力に照らして

私を「無慈悲な殺し屋」の名で飾 り立ててくれた。筆は判事の手にあるのだから好きなように

書くだろう。 しかし,本事件に関する中央裁判所の判決の全体を通して読むならば私に対して
如何なる考えの下に死刑が与えられたかが明らかになるであろう。被告人ラームプラサー ドは

治安判事に悪罵を浴びせ治安警察の幹部たちの名誉を中傷した。すなわち,訴追の際に行われ
た暴虐に対して声を挙げたのでラームプラサー ドが一番悪辣な被告人である。もはや今さらど

のような詫びを入れようとも赦されることはない,と いうことであった。

中央裁判所で上告が棄却された後,慣例に倣い州知事に続いてインド総督に宛てて恩赦の申
請がなされた。ラームプラサー ド・ビスミル,ラージェンドラナー ト・ラーヒリー,ロ ーシャ
ン・シン,ア シュファーク・ウッラー・ハーンの 4名 に対する死刑判決の変更を求める意見書
に連合州の立法参事会のほぼすべての民選議員が署名して情状酌量の請願書を提出した。私の

父は 250人の著名人,名誉判事,地主たちの署名簿を添えて嘆願書を提出したのだが,サー・

ウイリアム・メリス
ホ2の
政府は何一つ受けつけなかった。それと時を同じくして中央の立法参

事会及び立法会議の 78人の議員たちが署名 してインド総督に死刑判決を受けた被告人の死一

等が減 じられるようにとの請願書が提出された。というのは,治安判事がもし被告人たちが反
省するのであれば刑一等が減じられるようにとの意見書を提出していたからである。4名 は反
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省を表明したが,イ ンド総督は聞く耳を全く持つていなかった。

これについてはパンディット・マダンモーハン・マーラヴィーヤ
*3は
じめ数名の中央立法

参事院の議員たちが総督に面会までして死刑を免れるよう努力して下さつた。そうした努力が

あったので皆は総督により必ずや死一等が減じられるだろうと期待 していた。そうした中で

ヴィジャヤーダシャミー祭
*4の 2日 前に密かに刑務所に減刑はないとの電報が送られた。4名

全員の死刑執行の日程が決定された。刑務所所長が私にその電文を読み聞かせた際には私は所

長に, どうぞ任務を遂行なさって下さいと言つた。だが,所長は真剣にイギリス皇帝に情状酌

量の電報を送るように勧めた。というのは,総督に情状酌量が認められなかった死刑囚はイギ

リス皇帝に宛てて州政府に情状酌量の嘆願書を必ず提出することになっているということだつ

た。他の所長であったならこのようなことはしなかつたであろう。その嘆願書を認める際,英

国枢密院に上訴してみてはどうかという考えが浮かんだ。私はラクノウの弁護士モーハンラー

ル・サクセーナー氏にその旨を伝えた。刑務所の外では総督への請願が却下されたことを誰も

信じなかつた。どうにかこうにかサクセーナー氏を介し枢密院に上訴がなされた。その結果は

最初から判つていたことだつた。訴願は枢密院からも却下された。イギリス政府が全く耳を貸

そうとしないのを知っていながら何故政府に誓約書を書き送ったのか。何故次から次へと嘆願

書を提出し情状酌量を願つたのか,と いうような疑間が起こり得よう。私が常に思つていたこ

とは,政治はチェスを指すのに似ているということだ。チェスプレイヤーは必要とあればどの

ように自分の駒を相手に取らせなくてはならないかを知っている。ベンガル条令関係の被告人

たちを釈放するか公開裁判に処するかの提案がなされた時に政府は十三分な証拠を握っている

と強い口調で宣言した。公開裁判を行えば証人に不都合なことが生じ得る。もしもベンガル条

令関係の被告人たちが革命運動との関係を一切断つと書面で誓約書を提出するならば政府は釈

放について検討することが出来る。ベンガルのダクシネシュワル及びショーバーバーザールで

の爆弾事件
*5の
裁判はベンガル条令の成立後に行われた。秘密警察の副本部長殺害事件

*6の

裁判も公開で行われたが,何一つ不祥事は起こらなかったし殺人事件発生の情報を警察も出す

ことは出来なかつた。カーコーリー事件の裁判もまる 1年半に亘り公開された。証人としては

およそ 300人が出廷した。幾人ものスパイ,幾人もの共犯証人が大手を振つて歩いていたが何

か不祥事が起こつたとか脅迫があつたということは何一つ警察も報告していない。政府側のこ

のような主張のインチキを暴露するために私は書面で政府に誓約した。政府によればベンガル

条令に関わる被告人たちに関して政府は十分な証拠を持っており当局は被告人のうち幾人もの

人を恐ろしい陰謀組織のメンバーや殺人事件の責任者と理解していたしそのように言明してき

た。それならばこれと全く同様にカーコーリー事件の陰謀に加担した者たちが書面で誓約した

ことを何故誰も真倹1に考えなかったのか。「叩いておいて泣かせもせず」という諺がある。連

合州において進められている政治犯裁判のすべての判決は秘密警察の意向のままに書かれてい

ることを私はよく知っている。バレーリー警察署の警察官殺害の嫌疑では全く無実の青年たち

が罠にかけられ秘密警察の連中が自分たちの日誌を示しながら判決文を書かせたのであった。

当局のあらゆる術数を承知していながらも私は当局の大嘘の正体を暴露するためにあらゆるこ

とを行つたのである。カーコーリー事件の死刑囚について情状酌量をしない特別の理由が当局

にあるわけではない。当局がベンガル条令により逮捕された人たちに関して述べたのと同じこ

とをカーコー リー事件の被告人が行つたに過ぎない。死刑判決を撤回することで国内にいささ

かなりとも治安が乱れたり何らかの騒乱が発生する可能性はなかったのだ。インド中のすべて
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のヒンドゥー教徒とイスラム教徒の議会議員たちが口添えしたのであるからなおさらのことな

のだ。陰謀事件についてこれだけ多くの人たちの口添えはかつてなかったものである。しかし

ながら当局は自分の都合のいいように正義の秤の樟を水平に保ちたいのだ。自分たちの力に自

身があるのだ。サー・ウイリアム・メリス自身がシャージャハーンプルとアラーハーバー ドの

ヒンドゥー対ムスリムの宗教間対立の暴動の被告たちの死刑を破棄しているではないか。これ

はアラーハーバー ド高等裁判所が死刑に処することを適切と判断したものであったし被告人に

ついては昼日中人殺しをした直接の証拠が存在 したのだ。これらの刑はヒンドゥー対ムスリム

の宗教間暴動が激化する一方であった時期に破棄されたのだった。もしもカーコーリー事件の

被告人たちの死刑を刑一等減じることで他の人たちの意気が上がるのであれば同じことは宗教

間暴動についても生じることではないか。だが,事の展開はそういうことではない。すなわち,
インドの穏健派の一番の指導者さえも法定委員会

*7の
メンバーに任命されず一人のインド人

も選定されず保守党のインド担当大臣バーケンヘ ド
*8ゃ
他の労働党の指導者幹部たちの演説

によリイギリスがどのようにしてインドを隷従の鎖に繋いでおくための策謀をめぐらしている

かがよく判つたのである。

命を捨てるに当たり私はわれわれの犠牲が無駄になったとしても絶望はしない。われわれの

密かな秘められた嘆きの声がこのような結果をもたらしたのだと確信している。すなわち,神
がベーケンヘ ドの頭の中にインドのヒンドゥーとムスリムの対立を利用しインドを縛りつけて

いる鎖を更にきつく締めつけるようにとの考えを作り出したのだ。「(神様のもとへ)ロ ーザー

(断食)を止めさせてもらいに頼みに行つてナマーズ (礼拝)を多くさせられる羽目になった」
という諺

*9カ
あ`る。インドのすべての著名な政党とヒンドゥー教徒のほとんどすべての指導

者とイスラム教徒の大半の指導者たちが声を一つにして (イ ンド法定)委員会の任命とその委
員に対する猛烈な反対を展開している。次のマ ドラスでの国民会議派 (コ ングレス)の年次大

会
*1°
においてすべての政党の指導者たちとヒンドゥーとムスリムは一つになろうとしている。

インド総督がわれわれカーコーリー事件の死刑囚の助命嘆願を拒否した際私はモーハンラール

氏にインドの政治指導者及びヒンドゥーとムスリムに向かって次のコングレス大会において参

集 してわれわれのことを思い起こすべきだと書き送つた。当局はアシュファーク・ウッラーを

ラームプラサー ドの右腕であるとした。彼が厳格なイスラム教徒でありながら全くのアーリヤ・

サマージス トであるラームプラサー ドの革命組織において右腕となることが出来るのであるな

らインドの独立のためにヒンドゥー教徒とイスラム教徒とがそれぞれの小さな利益を顧慮する

ことなく一心同体となれないものだろうか。

神は私の訴えを聞き入れて下さり私の願いは叶えられるように思える。私は自分の仕事をや

り遂げた。イスラム教徒の中から一人の青年を選び出しインド人の前にあらゆる試練に完全に

合格したことを示した。今やイスラム教徒を信用するなとは誰一人言えないだろう。完全に成

功した最初の試みであつた。そこで同胞各位に向かっての私のお願いは,も しもわれわれが処

刑台に上がるのを少 しでも悲しむのであればヒンドゥー教徒とイスラム教徒,そ してすべての

政党は一つになつてコングレスを自分たちの代表と認めてくれることだ。コングレスが決定す

ることをすべて完全に受け入れてそれを実行されたい。そうすれば,イ ギリス政府がインド人
の要求の前に頭を下げざるを得なくなる日は遠くないであろうし,も しそうなれば独立は遠く

にあるものではなくなるだろう。何故ならそのようになればインド人に活躍する十分な機会が

得られるだろうからである。ヒンドゥーとムスリムの団結こそがわれわれを記念するものであ
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りわれわれの最後の願いである。それがたとえどのような困難を伴って得られるものであるに

せよだ。私の申していることはアシュファーク・ウッラー・ハーン・ワールシー君の考えと全

く同じである。というのは,控訴審の際,われわれ二人はラクノウの刑務所の中でそれぞれ死

刑囚の独房に数日間向かい合わせに入つていたからである。二人で様々な話題を論じた。逮捕

されてから判決が下されるまで君は一度私と会いたいと熱望していたのだが神が願いを叶えて

下さつたのだった。

君はイギリス政府に対し助命嘆願をするのに同意しなかった。慈悲深き神以外の誰に対して

も慈悲を乞うべきではないという君の考えであつたが,私のたっての願いに政府に対し助命嘆

願をしたのであった。親愛という神聖な権利を利用してアシ三ファーク・ウッラー・ハーン君

に固い決意を翻させた咎は私にある。私は一通の手紙に自分の誤りを認めてブラー トリ・ ドゥ

ヴィティーヤー
*11祭の折 りにゴーラクプル刑務所から手紙を書いて同氏に赦 しを乞 うた。そ

の手紙が君の手元に届いたかどうかは神のみの知るところだ。何はともあれ神はわれわれに絞

首刑が下リインド人が′いの傷に塩がかけられて悶え苦しみわれわれの魂が彼らの行動を見て冥

福を得ることを望まれたのだ。われわれが新しい肉体を得て国への奉仕に協力するその時まで

にインドの政治状況は完全に改善されているだろう。人民の大半はよく教育されていることだ

ろう。田舎の人たちも自分たちの義務を弁えるようになっていることだろう。

枢密院に上告して私は無駄なことをしたわけだが,それにも一つ特別なわけがあつた。上告

した目的はいずれも死刑が私たちに対する適当な刑罰ではないと主張することにあった。とい

うのは,誰の撃つた弾で人が死んだのか判らなかつたからである。もしも強奪を行つたことの

責任 ということで死刑が下されるのであれば中央裁判所の下した判決によっても認められてい

るように私が諸々の強奪事件の責任者であり首謀者であり州の代表者でもあつたのだから死刑

は私のみに下されるべきであつた。他の二人が死刑に処されてはならないはずだ。それ以外の

刑はすべて受け入れていたであろう。だが, どうしてこういうことになったのか。私はイギリ

スの裁判所についても試してみて同胞に先例を遺 しておきたいと願つたのであつた。もしも政

治に関連 した裁判が行われる際には間違ってもイギリスの裁判を信用しないことだ。その気に

なれば雄弁に抗弁するがよい。さもなくば,私の意見ではイギリスの裁判所では決して抗弁せ

ず何ら弁明しないことだ。カーコーリー事件の裁判で教訓を得て欲しいと思う。この裁判には

あらゆる事例が存在する。枢密院へ上訴した特別の意味は処刑の期日を遅らせて青年たちがど

れほどの気概を持っているのか,同胞がどれだけ協力することが出来るのかを試してみたかつ

たからである。このことでは絶望的な失敗をした。そうすれば,他の 3人の死刑も免除しなけ

ればなるまいし,も しそうしなければ私がそうさせようというつもりであった。私は幾度も脱

獄を試みた。だが,外部からは如何なる支援も得られなかった。自らがこれほど大きな革命運

動と陰謀組織を築いた国で私の命を救うためにただ一挺のレボルバーさえ手に入れることが出

来なかったということに私の胸は衝撃を受ける。ただ一人の青年も救援
12に
やつて来れなかっ

たのだ。ついに絞首刑を受けるのだ。絞首刑になることは私にはいささかも悲しくはない。神

はこれを望んでおられるのだという結論に達したからである。しかしながらそれでも私は青年

たちに丁重に申し上げておきたい。なすべきことについての正しい知識を得るまでは間違つて

も如何なる革命運動には参加 しないようにすることだ。もしも国への奉仕の気持ちがあるので

あれば,開かれた形の活動を介して力の限り活動されたい。さもなくば君たちの犠牲は役に立

つまい。他の方法によればそれ以上の奉仕活動が可能となリー層有益なものとなるであろう。
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状況が悪ければこのような活動での努力はしばしば無駄なものとなる。相手の為になると思つ

て行 うことなのにその相手から名誉を汚され,ついには苦悶のうちに命を捨てなくてはならな

くなる。

同胞への私の最後の願いは,何を行 うにしても協力し合つて国のために行動していただきた

いということだ。そうすれば万人が幸せになろう。

おおビスミルよ,口 ‐シャンよ,

おおラハ リーよ,アシュファークよ
*13

暴虐の嵐にたとえ散ろうとも

赤き血潮の流れより生まれ出る人限りなし
*14

私が好みそして折 りにふれて暗唱した詩歌の一部もここに記しておきたいと思う。
15

(註 )
*1 
処刑 日 1927年 12月 16日 にビスミル自身はゴーラクプル刑務所での自分の処刑 日時

をこの通 り記しているが,R.C.Majumdarに よれば,12月 18日 となっている。M.Guptaに

よればやはり 12月 19日 となっている。
キ2 sir William Sinclair Marris(1873-?)イ ンド政府内務相
*3 パンディット・マダンモーハン・マーラヴィーヤ (1861-1946)連合州出身の教育者 ,

ジャーナリス ト,弁護士,政治家。ヒンディー語ジャーナリズムの振興, ヒンディー語の振興

及び地位向上運動,バナーラス・ヒンドゥー大学の創設,ヒ ンドゥー・マハーサバーの結成な

どにも尽力した。1910年 から中央立法参事会の議員を務めた。
*4 
ヴィジャャー・ダシャミー祭 インド暦第 7月 (陽暦 9～ 10)アーシュヴィン月の白半

10日 に行われるヒンドゥー教の祭礼。ラーマのラーヴァナに対する勝利を祝 う。ダシャラー祭。
*5 
爆弾事件 カルカッタ近郊ダクシネーシュワルなどでの大規模な爆弾製造工場の摘発は

1925年 11月 10日 に行われた。
*6 
ダクシネーシュワル爆弾事件で服役中の Hindustan RepubLcan Associationの メン

バー Pramod Chaudhariが Alipore Central Jailで Supecial Superintendentを 殺害した事

件か。
*7 
法定委員会 サイモン委員会 (SimOn COmllnission)イ ギリスは 1919年のインド統治

法改定のための調査を目的とした評価委員会 (法定委員会)を予定より2年繰 り上げて 1927

年 11月 8日 に任命 したが,こ れにはインド人委員は一人も含まれていなかった。そのため翌

年のサイモン委員会の訪印はインド側の諸党派からの激しい反対・抗議運動を招くことになっ

た。'27年 12月 には全政党会議が委員会のボイコットを決議 している。ビスミルの表現では

Royal Comnlissionの 訳語と思われるシャーヒー・コミッション珊き
―
とある。

*8バ_ヶ ンヘド(nederick Edwin Snith Birkenhead)(1872‐ 1930)イ ギリスの法律家,政

治家,当時のインド担当大臣。
*9 
諺話 イスラム教徒が断食月の長さに閉口して神様のところに期間の短縮を願い出たと

ころ代わりに毎日の礼拝の回数を増やされたという諺話がある。僅かな苦労を避けようとして

かえって大きな苦労を抱え込むことのたとえ。
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*1°  マ ドラス大会  1927年 12月 26～ 28日 インドの独立を最終目標と宣言し全政党会議
を開催 し憲法草案の作成を提唱した。
*11 
ブラー トリ・ドゥヴィティーヤー祭 ヤマ・ドゥヴィティーヤーともバーイー・ ドゥー

ジュとも呼ばれるヒンドゥー教徒の家庭内での祭 り。本来は兄弟は命がけで姉妹を保護 し姉妹

は愛情を報いることにより兄弟と姉妹の間の絆を強くするものとされる。インド暦 8月 (陽暦

10～ 11月 )白 半 2日 に祝われる。
*12救
援  M.グプタによると 1926年 には拘置所から裁判所に被告を移動させる際に襲撃を

行い被告たちを奪還 しようとの計画がバガット・シン,チャンドラシェーカル・アーザー ドら

によつて練られたが諸般の事情により実行されずに終わつた。 (M Guptaぅ oP cit,p261)
*13 M.Guptaに

よるとビスミルは当日の朝母親に宛てた手紙を認めその中に国民へのメッ

セージを残した。部屋を出る際には「バンデーマータラム (母国万歳)Ttt Hldく H」 「(母なる)

インド万歳丁て HloI命 Чq」 を唱えた。次が遺詠であるという。

わが姿消ゆるとも   わが望み尽きるとも  天地の栄え弥増せ
わが息の根の留まるかぎり   わが身に血潮流るるかぎり
汝が名のみわが唇に 汝が光のみわが眼まぐ

処刑場に到着すると次のように叫んだ。  `I wish the dmmfan of British Empire'

遺骸はゴーラクプルの街中を進み香華が手向けられ盛大な葬儀が行われた。(M.Gupta,op.cit.

p.247)

ローシャン・シン漏 睫 はシャージヤハーンプル県ナワーダー (■ qく I)出身のクシャ

トリヤで妻は二人あつたという。政治活動に入る前は一般の犯罪人でもあつたが,非協力運動
が始まつてからはシャージャハーンプル県とバレーリー県の農村部を回つて非協力運動の宣伝

活動をしていた。彼が処刑 6日 前に友人に宛てた次の手紙がある。 「多分今週中に絞首刑を
執行されるものと思う。君の親愛の情に心から感謝する。私のことを決して悲しまないでくれ

たまえ。私の死は喜びの元となるものなのだ。人はこの世に生まれたからには死ぬのが定めで

ある。この世に生まれた者は悪事を働いて名を汚さぬことと死に際に神を念じることを忘れて

はならない。神様の慈悲を賜り私にはこの二つともがそろつている。したがって,私の死は何
ら悲しむべきものではない。私はこの 2年間家族と離れている。この間私は神を念じる十分な

時間を授かつたので妄念はなくなり何一つ思い残すことはない。この世の苦難に満ちた旅路を

歩き終え安楽の待つ世界に向かうところだ。経典には正義の戦いにおいて命を捨てる者は森の

中で苦行を行 う人と同じ解脱を得るものとされているのだ。以下略」

処刑執行の当日,イ ラーハーバー ド県刑務所において刑務官に呼ばれるとローシャンはバガ

ヴァッド・ギーターを手に持ち微笑を浮かべて歩き出した。処刑台に上がるとすぐ「バンデー

マータラム」と叫びオームを念 じながら宙に浮いた。人々は遺骸を火葬にするため受け取り市

街を葬列を作つて進もうとしたが当局が許可しなかつた。遺体は葬列を作らず静かに火葬場に

運ばれアーリア・サマージ式で荼毘に付された。 (M.Gupta,op.cit.p.250)

アシュファークは公金奪取の計画そのものに政府転覆の意図を公然と表すものとして,ま た,

組織に危険をもたらすものとして反対した。犯行現場でも彼は列車に同乗している軍人や警備

兵による危険を察知 して実行の中止を訴えた。M.Guptaは 血気にはやった自分たちを反省 し

ている。(M.Gupta,ibid.p.242)

アシュファークの処刑は 12月 19日 にファイザーバー ド刑務所で行われた。 アシュファー

″
‘



クは聖コーランの入つた包みを肩から下げイスラム教の巡礼者がするように「アッラーよ,御
前に参 りました…」で始まるタルビヤを唱え,ま た,「アッラーのほかに神なく,ムハンマ ド
はアッラーの使徒である」という信仰告白を唱えながら処刑台に近付きそれに口づけしてから
「わが手は人の血で汚れたことはない。吾にかけられた嫌疑は誤 りである。神の御許で正しい

裁きがあろう。」と述べ,ア ッラーと唱えながら処刑された。遺骸はシャージャハーンプルまで

St・道で運ばれた。途中ラクノウ駅で日撃した人の話では死後 10時間も経つていたが大変安ら
かな表情であったという。次が遺詠である。

われもまた 非道に倦みて ファイザバア ドの牢屋より黄泉の国へと旅に出る
(ⅣI.Gupta,P.249)
*14 
この詩はビスミルが友人の一人に宛てた手紙に記されているとのことでありさらにこ

の後に次の 1聯がある。

益荒男どもの期難は国の誇 りを弥増さん/苦 しみの影永久に消えなん
(NI.Cupta,p.240)
*15 
以下にビスミルが愛唱したブラジ・バーシャーによるものも含めヒンディー語, ウル

ドゥー語の新旧の詩歌 12篇が記されている。 (省略 )
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シヴ・ヴァルマー・ 1

母御は再び泣き崩れた

わが 日記の一頁
*2

アシュファークとビスミルの住んでいたこの街は学生の頃の私には夢に見る町であつた。や

がて革命党員となってからはカーコーリー事件の共犯証人を探し求めてかなりの間土埃を浴び

ながらこの街を歩き回つた。それはともかくこの街に到着するとまずはビスミルの母御を訪ね

て御挨拶を申し上げたいと思つた。

随分探し回つてようやくのことで家の所在が判明した。小さな家の一間に世を忍ぶ苦難の母

御は人生の最後の時を刻んでいた…人に知られることも省みられることもなく。

近付いて脆き母御の足元に手を触れて挨拶をした。母御は視力がほとんど失せてしまってい

るため相手が誰とも判らぬまま私の頭に手を触れ祝福の言葉をかけて挨拶を返すと私に尋ねた。

「どちらさんですかね,あなたさんは。」
どう答えたらいいのか言葉が出てこない。重ねての問いかけである。

「あなたさんはどちらからおいでなさったのかね。」

今度は気力を振 り絞って身の上を明かした。

「ゴーラクプル刑務所へご一緒に連れて行っていただきましたね,お母さん。倅だと言つて。」
母御はぐいっと私を抱き寄せると私の髪を撫でながら尋ねた。

「ああ,お前さんはあの時の倅ですかね。そうですかい。今までどこに過ごしておいでたの
かね。あたしゃいつもお前さんのことを思い出しておりましたのじゃが急に来て下さらんよう

になったもんでお前さんもやつばり家の倅と同じ道を歩んで行きなさったのかと思つていたわ

けですがね。」

母御の胸は熱い思いに溢れた。ずいぶんと古い傷跡に一時に痛みが走つたのであろう。次々

と思い出されるのは幸せであつたあの頃のこと,ビスミルのこと,絞首刑のこと,絞首台のこ
と,縛 り首の綱のこと,死刑執行人のこと,若い息子の荼毘のこと。そしてどれほどの思い出
が光を失った母御の日から涙を溢れ出させたのであろうか。母御は泣き崩れた。

話題を変えようと思つて尋ねた。

「ラメーシュ君 (ビスミルの弟)は今どこにいますか。」
私の問いが今度は母御の目から大雨を降らせることになろうとは知る由もなかった。母御は

またしても激 しく泣き崩れた。幾年もの月日せき止められていた水が堰を切つて洪水となって

溢れ出たのであった。しばらくして気を取り直した母御は語り始めた。

事件の直後には世間の人たちは警察を恐れて家にも寄りつかなくなつた。老いた父御には

何もきまった収入の途はなくなっていた。数年後にラメーシュは病気になったが薬も治療も十

分には受けられず病状は重くなるばかりであった。一切の家財道具は売り払つたにもかかわら

ず十分な治療は受けさせてやれなかった。食事での養生も及ばず薬石の効もなく結核の餌食と

なった息子はある日母親を息子のいない女性にしてあの世へと旅立った。父御は親切を見せか

けるだけの世間にすっかり嫌気がさして極度に神経質になった。家財は一切合切売り払われて
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しまっていた。やがて飢えに苦しんだ父御も母御をこの世に頼る人もいないひとりぼっちにし

てあの世へと旅立って行った。

命の糸を繋いで行くにはほんの僅かな食べ物でも腹にかき込まなくてはならないものだ。や

がて家の一部を聞貸しすることになった。警察が恐ろしくて借家人が来ない。そしてやつてき

たのはなんと警察の関係者だった。世間は警察と手を結んだと言つて謗った。そのことで母御

のもとにただ一つ残されていた名誉までもが失われてしまつた。長男を失い次には愛しい次男

を失い最後に残った名誉すら失ってしまったのだった。

母御の目から涙が溢れ出るのを見て絞首刑が執行されたあのゴーラクプル刑務所での出来事

が思い出された。カーコー リー事件の 4人の被告にはすでに生死を決する判決が下つていた
のだ。

To be hanged by the neck tillthey be dead

「絶命するまで首を吊るすべし」

絞首刑執行の前日が最後の面会日だつた。知らせを受けて父御はゴーラクプルに到着した。

母御のか弱い胸にはこの打撃は到底耐えられないであろうとの思いから父御は母御を伴わずに

到着しておられた。早朝われわれが刑務所の門前に到着してみるとなんと母御はすでにそこに

待ち構えていられるではないか。刑務所構内に入る際に私をどうやって連れて行くかが問題と

なつた。その時,母御の勇気と機転とを目にして一同は驚嘆した。私に口を利くなと命 じると
母御は私を伴って歩き出したのだ。そして係員の質問に対しては「私の妹の倅」だと言つての

けた。われわれは中に入つた。

母御を見てビスミルはわっと声をあげて泣き出した。だが母御の日には一滴の涙もなかった。

そして母御は大きな声で言つた。

「あたしゃお前はイギリスの御上だってお前の名前を耳にしたら震え上がるほどに勇ましい

息子だと思つていたのに。まさかお前が死ぬのを怖がるとは知らなかったよ。泣いて死ぬぐら

いなら無駄にこの仕事にかかわったもんだよ。」

ビスミルは母御を安心させようとして死ぬのが恐ろしいための涙ではなくて母親への思いか

ら涙が流れ出たのだと話した。

「おつかさん,死ぬのが恐いからじゃないんだよ,ほんとに。それだけは信じておくれ。」
母御は私の手を引つ張ると前へ押し出しながら言った。

「この人はお前の仲間だ。党のことはこの人に何なりと話していいんだよ。」

その時母御の姿を見て刑務所の幹部職員たちまでもが,こ の勇ましい母があればこそこの勇

敢な息子がいるのだと言わざるを得なかった。

あの日は母御が時間に勝利を収めたが今日は時間が母御を打ち負かしたのだ。打撃に続く打

撃が母御の鋼の心を脆くしてしまったのだ。日に入れても痛くない二人の愛し子を失った母御

の両の目がくれてしまっても驚くことがあろうか。そこには来る日も来る日も黒雲から雨が降

り続くことだろう。

つくづくこの世は摩訂不思議なところだと思 う。一方では「ビスミル万歳」のスローガンが

叫ばれ選挙の票を集めるためのビスミル顕彰門建設の話があるかと思えば,他方ではビスミル
の家族の影さえも避けようとする世間がある。一方では息子を失った未亡人の母御に不名誉な

悪罵の打撃が加えられる。他方では独立運動殉難者への支援基金の名日で数千ルピーの寄付金
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が集まるかと思えば,ビスミルの弟は食費や治療費にすら事欠き肺病で悶死した。これが烈士

や殉難者の鑽仰というものであろうか。

「お母さん,またお伺い致しますからね。」と言つて辞去したが,心には計り知れない重荷

がず しりとのしかかってきた。

シャージャハーンプルにて

1946年12リヨ 23 日

(註 )

キ1 シヴ・ヴァルマー バガット・シン,チャンドラシェーカル・アーザー ド,ス クデーヴ
らと Hindustan Socialist Republican Association(Am呼 )の結成に参加 し連合州の組織責任

者になった。後にバガット・シンやスクデーヴが絞首刑に処せられたラーホール陰謀事件の裁

判の特別法廷で 1930年 10月 に他の 6名 と一緒に終身流刑に処せられた。
*2 
缶可計 ,_司 奇 可 甲 F

【追記】 編者の B.チャトゥルヴェーディーの記しているところによるとこれが書かれた 1

年半後ぐらいに連合州政府からビスミルの母への月額 60ル ピーの独立運動殉難者遺族年金の

支給が開始された。彼女の死去の年月は特定出来なかつたが恐らくそれから7～8年後のこと

であった。また,これが出版された 1958年時点でビスミルの唯一の親族は未亡人になって生

活に困窮している妹一人と小学校 5年終了の学歴しかなく自動車の運転助手をしている彼女の

息子のみである。
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マンマ トナー ト・ グプタ 「ラームプラサー ド・ ビス ミル 自伝」について

17歳 の学生の身でカーコー リー事件に直接参加 した一員 としてマンマ トナー ト・グプタ

平翠Ftt Ta1908-?)は懲役 14年の禁固刑に処せられたが,チャンドラシェーカル・アーザー
ドを Hindustan Republican Associationに 結びつけた人物の一人でもあつたようだ。出獄後

の 1939年に『 インド革命運動史』 (甲囀管
… ―

可 爺て日 )を著したが,それ
は出版直後に発禁処分を受けた。これの改訂版は 1960年に刊行された。独立インドにおいては

ジャーナ リス ト・雑誌編集者・作家として活躍した。彼は革命運動の先輩であり後に立場を異

にしたシャチーンドラナー ト・サーンヤール (シ ョチンドロナ ト・シャンナル Sachindra Nath

Sanyal)か らすでに 1939年に椰楡気味に「同志」と呼ばれているのでかなり早くから共産党

員になっていたものと考えられる。

彼の考えによれば,イ ンドの武力革命運動は武装闘争ということ自体ではなく独立インドの

進むべき道を社会主義的社会の建設という方向に定めて行った点に歴史的意義を有する。ただ

し,'20年代,'30年代の武力革命運動が社会主義的展望を持つに至った先見性によってそれに
先行する時代の運動が過小評価されたり等閑視されてはいけない。また 1942年の「インドか

ら去れ」運動はガンディー主義的運動ではなく革命運動から発したものでありそれが一面でガ

ンディー主義的大衆運動と繋がったものであったというのが彼の主張である。

本訳書の「はじめに」において触れたことだが編者のバナーラシーダース・チャトゥルヴェー

ディーにラームプラサー ド・ビスミルの自伝を旧版のまま手を加えずに刊行するべきか否かに

ついての意見を求められたのに対してグプタが述べている見解
*1を
ここに紹介しておくべき

であろうと思 う。

編者には, ビスミルがベンガル人幹部との対立について述べている部分をそのままにしてお

いていいものか否かについて躊躇する点があった。グプタは次のような論点から旧版のまま再

刊するように進言した。

第一の理由はビスミルは国家 。国民のために一命を賭したのであるからみだりにその内容を

改変すべきではないということである。第二の理由はビスミルのベンガル人幹部との対立は次

のように理解すべきものであることである。すなわち,こ の事件のベンガル人幹部とされる人
は二人である。一人はラスビハーリー・ボースの右腕とも呼ばれ 1915年にはいわゆるバナーラ
ス陰謀事件の廉でアンダマン島への終身流刑に処せられたことのあるシャチーンドラナー ト・

サーンヤールであった。大戦後の'20年 2月 20日 に大赦により釈放された彼は非協力運動には

参加しなかったが非協力運動が終わりを告げた後,再び革命運動に入つた。'25年に反乱扇動文
書の配布により逮捕された後カーコーリー事件でも訴追され再び終身流刑に処せられた。第二

のベンガル人幹部はヨーゲーシュチャンドラ・チャタルジー (ジ ョゲシュチョンドロ・チャタ

ジー Jogesh chandra Chatte司 i輛 ●■ ¬百話 1895-1969)であるが,革命運動家としての古く
からの活動歴があリベンガル (ダーカー)のアヌシーラン・サミティ (ダッカ。オヌシロン・ショ

ミティ)か ら北インドの革命運動の組織化のために派遣されていた。その後この組織は本部の

意向もあリサーンヤールの組織に統合された。この統合された組織は Hindustan RepubLcan

Associationと なりその代表がサーンヤールであった。チャタルジーはカーコーリー事件の裁

判により終身流刑となったが,12年後に釈放された。しかし第二次大戦中は拘禁され46年ま
でその状態が続いた。1958年時点では国会議員であつた。
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この二人の他にベンガル人幹部としてカーコーリー事件で懲役 10年の刑を受けたスレー

シュチャンドラ・バッターチャーリヤ (ヾmT7-)と ゴーヴインドチャラン・カール

(命階て甲町中|く )と がいた。バナーラス出身ながらベンガル人のMグプタを含めベンガル人
は若手があと6人いた。その内 1名のラージェーンドラ・ラーヒリー (可鎌〒可ta)は ビスミ
ルと共に絞首刑に処せられたも

M.グプタによれば,党内には組織固めに重点を置こうとしたグループと武装化と闘争を重
んじようとしたグループとがあり緊張と対立関係があった。ビスミルは後者のグループの指導

的な立場にあった。

裁判において最初強力な弁護団による支援を見て勝利の確信を持てなかった検察側とダー

カー陰謀事件
*2で
検察側 との話し合いで被告側が極刑を含めた重罰の可能性があったのを軽

減してもらった先例を踏まえてこの事件の被告側の代表格であったサーンヤールが検察側と話

し合いを進めていたのは事実であった。 (く円XOIご 日鷺爾 ',T。 159)サーンヤールは刑死者
が出ないように話し合いをしたのだが検察側はその後自信を得てその話し合いを中断した。そ

のことをサーンヤールは誰にも知らせなかった。グプタはサーンヤールを最高幹部,チャタル
ジーを顧問格と認めてお りその意味でビスミルの怒りが二人を筆頭にベンガル人たちに向けら

れているのは仕方のないことだとする。ただ,覚悟の出来ていたビスミルには話し合いの失敗
を伝えるべきであったかも知れないが,他にも極刑を受ける可能性のある人たちがいたのだか

ら前もつてその人たちにそのような情報を告げる必要はなかったとの判断を示している。その

上でグプタはたとえベンガル人が過ちを犯したとしてもそれを身最反とか郷土贔贋とかに結び

つけるべきではなかったと厳 しい表現で批判している。また,4人の幹部以外のベンガル人は
ベンガルリ11ではなく連合州の出身者であったのだからベンガル人対非ベンガル人という構図は

成 り立たないと重ねて述べている。

(註 )

*1 
平可平Tギ tЧ ,Tも■■,… き くIHy劇 Iく `偽ittT',け ,1958
*2 
ダ_ヵ _陰謀事件  1905年 に結成された Punn Behari Dasを 指導者とするダッカの

オヌシロン・ショミティのメンバー 36人が政府転覆を企図した組織として反逆罪に問われ,3
名が終身流刑,33名が禁固刑に処せられたが,デーシュバンドゥ・チッタランジャシ・ダース

(C.R.Das)に よる高等裁判所での控訴審での尽力により3名の終身流刑が 6年間の禁固刑に軽

減され残 り 11名 のみが有罪となった事件。

追記  サーンヤールは三度目の終身流刑から戻り1938年 9月 に彼の『幽囚記』
"命爺下→の第二部となる部分を執筆し刊行しているが,時代の状況が許さなかったためであろう

と思われるがラームプラサー ド・ビスミルについては知 り合った経緯やビスミルの対人関係に

ついてなど極めて簡略に述べているだけでカーコーリー事件については全く言及していない。

(訳者 )
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サー ンヤ,ルの位置

ラースビハーリー・ボース (ラシュビハリ・ボース)の右腕とされたシャチーンドラナー ト・

サーンヤール (シ ョチンドロナ ト・シャンナル Sachindranath Sawal)に ついてはラームプラ

サー ド・ビスミルの自伝 (「訴追」註
6)と マンマ トナー ト・グプタの「ラームプラサー ド自伝

について」の中ですでに言及した。彼は 1920年 2月 に終身流刑地のアンダマン島から大赦で

釈放されて故郷に戻つたが,やがてインドの武力革命運動の再建に取り組み始めた。しかし,

反乱扇動パンフレット郵送の廉で 1925年 に逮捕されさらにはカーコーリー事件の首謀者の一

人として三度目の終身刑に処せられた。この時代の背景を理解する上でラームプラサー ドの自

伝にも言及されている同志であり同時代の代表的革命運動家であった彼の活動と思索の跡を彼

自身の言葉で辿ることにも少なからぬ意味があろうかと思う。

彼の「幽囚記」 (Ta赫 ,R豪希 ,1963)は全体としては二部からなるが,その第一部
は 1922年 に刊行された。その後第一部と第二部が併せて刊行された。 (その第四版は 1938年 9

月)しかし,その第二部は一部分を除き 1963年に初めて刊行された。なお,以下の内,(一 )は
第二部に (二)は 1938年の本書の第四版の序文に,(三 )と (四)は第二部に収められている。

(一)革命の試みは何故失敗 したのか

インドの革命家による革命の試みは何故失敗したのか。その理由を知るにはその前に彼らが

一体何を望んでいたのかを知るべきであろう。彼らの目標を十三分に知ることなくどこまで成

功を収めたのか, どこまでが失敗だつたのか,その理由が何であつたのかを知ることは困難で

あろう。 したがつて,彼 らの失敗の原因を探るのに先立ち彼らが志向したものが何であつたの

かを論じなくてはなるまい。

インド人革命家たちが志向したものについてはここで論じることが出来ないほど数多くの事

柄がある。と言 うのは,これを論じるに当たつては,イ ンドという国土に革命の観念が出現し

それが次第に変化 してきた歴史についてどうしても論じなくてはならないからであり,また ,

論点から大きく離れてしまうほどに大きな論考になるからである。ここでは差し当たりこの間

題を説明するのに必要なだけの範囲に限定して論じたいと思う。

インドの革命組織の内部にどれほど意見の対立があったとしてもインドが完全な独立を獲得

すべきこと,すなわち,イ ンド以外の如何なる民族もインドのことを思つてインドの安寧のた

めにインドの如何なる事柄にも干渉するべきではないことについては意見の一致を見ている。

インドにとつて如何なる政体が一番望ましいかを考えてそれを推進 して行く主体はインド人で

しかないのである。インドの社会が理想としているものは何か。インドの抱えている社会問題

をどのように解決するのが最も望ましいのか。インドは外国とどのような関係を築くべきか。

インドの産業と通商をどのように推進すればインドと世界のためになるのか。これらすべてに

ついてインド人自身がその適否を判断すべきであり外国はこれに全く干渉するべきではない。

これこそがインドの革命家たちの宿願であつたのだ。インドの自由独立はイギリス帝国の中に

ある限りどのようにしても完全無欠なものではあり得ない。子供が自分の親を一点の曇 りもな
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く見分けるようにインドの革命家たちもそのことを知っていたのだ。だからこそインドの革命

家たちのあらゆる行動の根本にはインドがあらゆる他民族の干渉の手から完全に自由になるこ

とが出来るような力を備えるようにするという考えがあったのだ。この他民族の中でイギリス

人は例外ではないのだ。いや,こ のイギリス人を相手に最初の戦いが始まるのだ。直接的にイ

ンドのあらゆる希望や宿願,イ ンドのあらゆる活動と密接な関係があるのはイギリス人に他な

らないからである。インドの革命家たちはインドをこのように独立させるのに一番中心となる

手だてはインドのクシャ トリヤ的力,すなわち,武勇の力を覚醒させることだと考えていた。

この武勇の力という理想を中心に据えて我が国の革命家たちはその行動力を整えてきたのだ。

マハー トマー・ガンディーがインドの国政の舞台に登場するはるか以前からインドの革命家た

ちはこのクシャトリヤ的理想 とブラーフマン (バラモン)的理想とを巡つてずいぶんと論じ合

い議論 しなければならなかった。今はここにそれについて哲学的な考察を加えたり分析をする

場合ではないのでそれはいずれ時間と機会が得られれば別の場所で行いたいと思う。そうでは

あるが,簡潔にこの点について三,三言及しておいても不都合ではなかろうと思う。実のとこ

ろブラーフマン的理想とクシャトリヤ的理想との間にはなんらの区別はないのである。ブラー

フマン的理想の究極の到達点とクシャトリヤ的理想の究極の到達点とは全く同じなのだ。すな

わち,ク シャ トリヤの本分を生きる人が生得の智恵によつて生を営んで得るものとブラーフマ

ンの本分を生きる人が生得の智恵によつて生を営んで得るものとは全く同一のものである。す

なわち,この世界は最高存在であるブラフマンの顕現したものである。最高存在のブラフマン

自体が時に属性を持つサグナの形で,時に属性を持たないニルグナの形で顕現するのである。

常に転変して行く宇宙もそのブラフマンそのものが属性を持って顕現したものである。また ,

それは表現不可能なもの,言葉では明らかにすることができないもの,心や知力が衝突してそ

の中に入れずに戻つてくるもの,如何なる表現によつても表現し得ないもの,すなわち,最高

存在たるブラフマンの無属性そのものである。その無属性のブラフマンと有属性のブラフマン

との間にはなんらの相違も存在しないのだ。その知識を獲得することこそがブラーフマン的理

想とクシャ トリヤ的理想の究極の目標であつた。ヴェーダーンタ哲学のこの理想に従うならば

ブラーフマン的理想とクシャトリヤ的理想との間には文字通り何ら相違はないのである。だが ,

ヴェーダーンタ哲学のこの真理をだれも受け入れない。インドのいずれの宗派も有属性のブラ

フマンの可能性を認めない。その人たちは言う。属性を超越したブラフマンは様々な形姿では

あり得ないのであつてブラフマンは唯一の存在であリー切は無常である。ブラフマン以外の如

何なるものも実体は存在 しない。現象的に存在するように見えるがそれは錯覚に過ぎずそれこ

そがブラフマンの現出する幻影であり虚妄なのである。この幻影がどこから来たものか,その

正体が何であるかについては語り得ないし表現できないとして彼らは世界を常なきものと呼ぶ。

そうしてそのことで彼らの生の最高の姿はこの転変する世界を捨てて世俗の世界から離れて人

気のない森林や山岳,洞窟に住んで,つまり世俗を離れて神を拝むことになる。ブラーフマン

によって律せ られているヒンドウー社会ではこれこそが永遠の最高の理想とされてきた。これ

は多数の人の信じるところでありこの理想をこそ人類社会の最高の地位に位置づけるべきもの

とする。彼らはブラーフマン的本分を支持する。この理想こそ私がプラーフマン的ダルマと名

づけて言及したものである。他方,私がクシャトリヤ的ダルマと呼ぶものの中では常に転変す

る生類の世界を虚妄や幻影と呼んで無視することはない。そこでは生類の世界を,こ の転変す

る世界を無属性のブラフマンそのものと考えるのだ。理想の達成のためにこの転変する世界を
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無視するのではなくこれを放榔するのではなくこの世界の善と悪,快 と不快,殺生と不殺生 ,
愛と憎を等しいものと考えこのすさまじい戦場にあつてこそブラフマンそのものが生類となつ

たものでありこの生類の世界の中に存在する善悪はすべてブラフマンそのものでありこの真理

を手に入れるために世俗に執着する。すなわち,世俗の行為に執着して,すなわち,世俗の行
為をアー トマンがブラフマンと同一であることを知るジュニャーナ・ヨーガ (知識ヨーガ)に
結びつけ,ダルマにより課された義務を実践することによリカルマ・ヨーガ (行為ヨーガ)の
道に進む手だてをすることになる。それを私は正にクシャトリヤのダルマ (本分)と 呼ぶので

ある。この二つの理想の間には文字通 り激しい対立が続いて来ている。一方の理想像が仏陀で

あり他方の理想像がマハーバーラタの戦場に立ったクリシュナである。一方の理想像はチャイ

タニヤ
*1で
あり他方の理想像はグル・ゴーヴィンド・シング

*2で
ぁる。一方の規範に従 うな

らばこの世界を無常の幻影による知と呼んでこれを無視しなければならない。他方の規範を採

るならばこの世界を常に新しい姿に整えて拝まなくてはならない。移 り変わる時間の中で創造

に向かう抑制のない衝動でこの世界を破壊し粉砕して再び新規に作り出し建造しなければなら

ない。時には知識の光で世界を照らし出し,時には刀の刃で血を流れ出させて大地を染め,時
には愛の流れの中で大地の美女を水浴びさせこの世の美を類なき技巧で様々な色調に染め上げ

滑らかに且つ艶やかにして人を驚かせなくてはならない。この二つの理想の対立はすべて単に

弁舌の巧みさとか言葉の対立で終わるものではなかった。自分が勝れていると判断した一派は

その理想の実現に全生涯を費やした。どれほどの多くの人たちが家族を捨て世俗の世界を捨て

去ったことであろう。どれほどの人たちが家族や役人たちの与える苦しみに耐え人生の楽しみ

を弊履の如く捨て去り苦難の中に人生を送つたことであろう。ともかく革命家たちは現代にお

いてクシャトリヤの理想を最高の地位に位置づけたのだ。だからこそこのクシャトリヤの理想

をばインドの大衆の中に広めようと努めているのだ。

このようにして革命家たちはインドの最も貧しい一般大衆までも意識していたのだ。しかし,

そのような人たちにまで自分たちの願望をどのようにして伝えるのであろうか。実際にどうす

れば一般大衆の願望は破壊されずに済むのか。社会の持てる者と持たざる者との間,我が国と
外国の事業家たちとの間に様々な権益を巡る対立が生じてきているし権益の争いによつて様々

な騒乱,格差,不法行為,暴力,激烈な流血事件が発生してきている。それらすべての対立を
解決しなければなるまい。本当の革命家であるならば,国家と同様社会をも粉砕 して新規に創
り出さなければならない。これらすべてのことをインドの革命家たちは十分に理解出来ないで

いる。これらすべての課題に注意を向けながら将来の国家像を本当に何らかの独特の形に作 り

上げなくてはなるまい。彼らはこのことを慎重に考えてこなかつた。これらのことはすべて独

立達成後に考えればよいとしてきた。 しかしながら,革命家たちの大半はインドの政体は共和
制を基にするべきだと考えてきた。この過程において大半の革命家は王侯の存在を認めてはい

なかった。大半と言 うのには訳がある。もしインドのだれか自主独立と呼ばれている王侯がイ

ンドの独立獲得の戦争に心身を捧げるならばその人をインドの国王の地位につけることが出来

るし,その場合にはインドの政体はイギリスの議会に倣って組織することが出来ると考えてい
た一部の人がいたからである。マハーラーシュ トラのアビナヴァ・バーラタ

*3(「
新インド」)

という秘密結社から`Choose oh lndian Princes'と いうパンフレットが秘密裡に配布されたこ

とがあった。この中でバローダーのガーイクワール家
*4の
王が明確に言及されており上に述ベ

た趣旨が広く伝えられたことがあった。パンジャーブのシク教徒の中にはインドに再びカール
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サー王国
*5を
建設 しようという意向の人が少なくなかった。また,革命活動家の大半はヒン

ドゥー教徒であったのでインドが独立することはヒンドゥー王国の再建という意味を持つもの

であった。 しかしながら,こ の気持ちは徐々に消え去って行きついにはヒンドゥー教徒の自立

を信頼して活動を進めていたのだが,独立インドという設計の中ではインドの如何なる民族を

もだれか他の民族に従属させる計画はなくなった。すなわち,イ ンドの独立のためにたとえヒ

ンドゥー教徒が中心になって努力しようとも独立インドのすべての民族は平等な権利を持ち不

可侵の権益を持つものである。これこそがインドの革命運動家たちの政治上の理想であった。

我が国のほとんどすべての人がインドの革命運動は完全に失敗したと異口同音に言つてきて

いる。その人たちの説くところでは,現代の新 しい科学の発達により如何なる政治勢力に対し
ても民衆が武力を用いて反乱を起こすことは出来ないというのだ。また,その人たちによれば,
イギリスのような敵を武力によって打破 して独立を獲得 しようと考えることさえ全く狂気の沙

汰なのだ。そのため彼らはインドの革命運動家たちを正気ではない人,無分別の人,あ るいは,

愚か者と考えていたし今もそう考えている。もちろん,こ れら批評家たちの言葉通 りであるな

らばインドは未来永劫に亘り属国のままでいなければならない。何故かと言 うにそのような批

評家たちはインドが完全独立を達成する何らかの方途も示し得なかったからである。また,現
代においてさえロシアや ドイツの革命組織が強力な政権の武力を打ち破つたのでこのことを認

めない術も存在 しないのである。だからこそ,現代において如何なる民衆の力も強固な政権の

軍事力を革命により武力により打倒することは出来ないというのも理屈に適っているとは思え

ないのである。また,イ ンドの革命組織とロシアや ドイツの革命組織とを比較するならば, ド

イツやロシアの革命家たちは同胞に対して武器を手に取らなければならなかったことに特に注

意を向けなければならない。ところが,外国勢力との戦いとなるとすべての同胞の同情と支援
が得 られる十分な可能性があるものだ。したがって外来勢力に対して反乱を起こすことは内戦

を起こすことよりも幾つもの点で容易である。そうではあるが,イ ンドの革命の試みが失敗し

たのに対してロシア人とドイツ人の革命が成功を収めたことには間違いない。これが事実だと

してもこの失敗の原因については私の意見は他の多くの人の意見とは異なっている。私はイン

ド人が実際に革命の道に進むべきかどうかについて言つているのではない。ここで私は単に反

対意見の人たちの主たる論理を分析して示そうとささやかな努力をしたまでのことである。読

者諸氏には私が過去の出来事を述べていることを心に留めておいていただきたい。また,過去

について論じることだけが歴史を書く際には正しいのだ。だから私は将来どうなるだろうかと

かどうなるのが正しいとかについて論じる者ではない。とまれ話を元に戻すとインド人の革命

運動は何故失敗 したのかと言うことである。

多くの人が,時機が熟していなかつたからインドの革命の試みは失敗したのだと言つている。

すなわち,革命の試みを成功させるのに求められる状況が今もなおインドには存在 しないのだ
と言 う。実際,イ ンドの民衆は革命を起こすことを望んではいないからこそこの試みは失敗し

たのだというわけだ。事実インド人は独立を望んでいない。属国の苦しみを実際に感 じていな

い。だからこそ革命への道を進まないのだ。これが多くの人の革命失敗についての最も一般的

な理由である。

しかし,私はインド人が実際に独立を望んでいないとか服従の苦しみを感 じていないのだと
は思わない。人がその独立獲得のために献身すること,それに求められる勇気といつた徳目が

インド人には全く欠けているということを認めない何らかの手段もない。しかしながら,イ ン
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ドの無学な大衆はこの革命運動に協力しなかったから革命の試みが失敗したのだという人たち

の意見も私には正しいとは思えないのだ。というのは,革命運動家たちは今まで一日たりとも

公然と,あ るいは,秘密裡にインドの農民や労働者たちにこの革命運動に参加を呼びかけたこ

とがなかつたからである。教育ある人たちが一般大衆に呼びかけた際には大衆は幾つもの献身

的な行為によりこの呼びかけに応えた。知識人たちが自分たちの義務を認識 しながらもなし得

ない仕事を無学な一般大衆はしばしば直感的に無意識的・自発的にやってしまうのだ。確かに,

無学な人たちは義務に対して長期間献身とか苦労を受け入れることが出来ないので無学な人た

ちの考えに頼つて何か大きな持続的な活動をするのは不可能である。

また,イ ンド国民の大半の人は無学であるから革命運動の試みは無意味であり国民の大半が

無学である限り革命の試みは無駄になるに決まつているという。そういう人たちに対して私は

ロシアの前例を示して革命運動の首尾・不首尾が民衆の読み書きに依存するものではないと言

うことが出来る。

しからばインドの革命の試みは何故無駄になつたのか。だが,果たしてインドの革命家たち

のこれほどの献身的行為や類まれな勇気は全く無駄になったのだろうか。その人たちがどれほ

ど苦しみに耐え,どれほどの苦境の中にあつてどのような信念を持って道を踏み外すことなく

どれほどの惨苦の中にあつても激烈な打撃に耐え裏切 り者の血も涙もない行為にどれほど耐え,

またどれほどの敗北の劇痛に耐えながらも決して屈することのない堅固さで繰 り返し自分の決

断を貫こうと進んだことがみな本当に無駄になつたのであろうか。クシャトリヤの理想は我が

国では全く尊重されないものなのか。インド人の心から死の恐怖がいささかなりとも去ったこ

とはなかつたのか。インドの他の公然活動に対して革命運動はなんらの影響を及ぼし得なかっ

たのであろうか。世界政治に対して世界の文明国に対してインドのこの革命運動は何一つ印象

を与えることが出来なかったのであろうか。あるいはまた,こ の革命運動によつて世界に向かつ

てインドの尊厳は少しも増さなかつたのか。これに関してはハーバー ド大学のアイサー教授の

『汎ゲルマン主義』,バーン・ハーディーの『 ドイツと次の戦争』
*6な
どの書物に読者諸氏が

注意を向けて下さるようにお願いする。私の言わんとするところをいささかなりとも納得して

下さるであろう。

革命家たちの活動によつて吉よりも凶のほうが多く生じたのだと大勢の人が語つている。イ

ギリス政府はこの革命家たちのおかげで民衆を苦しめる好機を得るようになり次から次へと一

段と厳しい法律を作リインド人の合法的な公開の活動を様々に妨害することが出来るようになつ

たというのである。だが実際はそうではない。合法的な公開の活動が抑圧されるようになって

から革命運動が現れるようになってきたのである。また,ロ ーラット委員会の治安妨害関連の

報告書の中でイギリス当局が多分図らずもこのようにすべてに亘って論じていることから革命

家たちの個々の努力の結果としてその都度イギリス側がインドに政治的な権限を与えてきてい

ることがはつきりと判るのである。

一般的な政治上の権利が意志堅固なインドの革命家たちの尽力により得られたことも多くの

人が認めているのは確かである。

それはともかく革命家たちの望んだことは達成されないままである。革命家たちはインドの

独立達成を願つたのだったがそれを達成することが出来なかつた。革命家たちの主要な努力は

無駄になった。

私の考えるところでは思慮深く頭脳明晰な指導者の欠如こそがこの失敗の最大の原因である。
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ロシアや ドイツの革命運動組織の中には世界的に見て勝れた思想家に数えられるような人が多

数いたし現在もいる。しかし,イ ンドの革命運動の組織の中には思想家の名で呼ばれるに値す

る思慮深く器量の大きい人物は一人もいなかった。そのためインドの革命運動の組織はその広

報活動を何一つ為し得なかったと言うべきでありそのため然るべき影響を及ぼすことがなかっ

たのである。インドの革命運動の中にはヴィヴェーカーナンダという輝かしい理想像が存在し

たのであったしインドの革命家たちの大多数がこの偉人から霊感を受けていたのである。しか

し,ヴィヴェーカーナンダのような才能に恵まれた人物は目の前の組織の中にはいなかった。
オロビンド・ゴーシュやラーラー・ハルダヤールがもしも革命組織の中に踏みとどまっていた

ならば革命組織の今日の惨状はかなり回避されていたであろう。だが,こ の人たちも最後には

革命組織から去ってしまったのだ。このオロビンドについて私の一人の知人が有名な詩人の詩

の一節をよく私に聞かせてくれていたものだった。ここにそれを引用せずにはいられない気持

ちである。

He is gone to the mountain      And he is lost to the forest;

The spring is dried in the fountain      When the need was the sorest.

このような思慮深く才知ある人は別にしてこの革命組織には偉大な文学者も偉大な言論人も

偉大な詩人もだれ一人協力してくれなかった。この組織には知識人や識者がいなかったと言え

よう。そのような人たちが特に少なかった。そのため革命組織は広報活動に対してはほとんど

無関心なままであった。稀に秘密の冊子などが配布されたことはあったが,それらは単に一時
的な衝動に発する報復の感情に支配されたものでしかなかった。思慮深さや慎重さには程遠い

ものであって人生の何か新 しい理想が明かされるものではなかった。それらがインドの文学に

いささかの地位を占めるものでは全くないことには疑念の余地がない。インドの革命家たちは

何らかの永久に価値のある文献を創 り出すことが出来なかったのだ。こうして革命組織の試み

は当然無駄になったのであった。 しかしながら革命運動の第一期にバ リン ドロ
*7と
ゥペンド

ロ *8によって発行された『 ジュガントル』
*9は
この面では大きな働きをした。この出版物の

及ぼした影響は今日も見ることが出来る。だからこそバ リンドロは流刑地のアンダマン島であ

る日昂然と言い放つたものだ。「おれが一度指し示した道をベンガルは今 日も進んでいるのだ。

どうだい,だれ一人新しい道を切 り開いたりその力量を見せた者はいないじゃないか。」
またこの革命運動組織は地下ではなく表立っては何一つ活動らしい活動を続けてこなかった。

公開の活動に参加するティラクやガンディーのように品格のある指導者はこの組織には一人も

いなかつたのだ。このため革命運動は徐々に一般大衆から遊離して行き袋小路に入 り込む結果

になってしまったのだ。このように公開活動の指導者になれなかったがために無学な大衆を自

分たちの理想の方向ヽ導くことが出来なかった。このようなことすら革命組織の幹部たちは多

分今 日なお十分に理解することが出来ないでいるのだ。あるいは,そ うした適切な理解の出来
る人物が不足したためやむなくこの面を無視し続けてきたのである。革命組織にすぐれた指導

者がいなかったためにインドの他の政党の指導者たちは幾度もこの革命組織を様々な方法で食

い物にしてきたのだ。ともかくそのために国家に特に大きな損害が及んだことがないとしても

革命組織の惨状はそのことによつて歴然とするのである。… (pp.165-174)(以 下省略 )

(註 )
*1 チャイタニヤ(きTT― ;】介T汀

―
)ク リシュナとラーダーヘの熱烈な
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信愛 (バクティ)に よる一派を導いたヒンドゥー教チャイタニヤ派の開祖。 (1485-1533)
ホ2 
グル・ゴーヴィンド・シング (F― Rに)護 教のためシク教徒を強固な信仰集

団にまとめあげたシク教第十代教主 (1666-1708)。
*3 「ァビナヴァ・バーラタ」

―
w蒻「 1904年 に V.D.Savarkar(1883-1966)に よつ

て設立された革命運動組織。マハーラーシュトラ地方を中心に周辺地域にまで影響を及ぼした。

大衆も含め広範な人々を啓発し民族意識の覚醒をもたらすような多様で活発な運動を展開した。
*4 
ガ_ィ クヮール家 ・lq中 ql● マラーター同盟の一翼を担ったバローダーの藩王国を支

配した王家。
*5 
ヵ_ルサー王国 (clo劇 |)第 十代教主グル・ゴーヴィンド・シングの設立した純粋に

して固い絆に結ばれた信仰集団にその名の起源を持つシク教徒の支配する王国の意。シク王国。
ホ6 
原文には前 きて 缶長ヨ

ー羊T_… '(Pa‐Germanism)ξ甫 可命 w`司由令
でて た キ朦r qlく '(Germaw And The NextヽV蹟)と あるが,原書については不明。
*7 バ リン ドロ 可命了 OHl(哺下 (Barindra Kumar Ghosse)(1880-1959)ベ ンガル出
身の革命運動家。オロビンド・ゴーシュの弟。Attpore conspiracy caseで終身流刑に処せ ら

れた。
*8 
ゥペンドロ 

ー
赫  ウペンドロナ ト・バナジー ベンガル出身の革命運

動家。バ リンドロらと革命思想の一般大衆への普及教育活動に参加 した。
*9ジュガン トル tlll劇 ( 1906年 3月 から新聞取締り法令により停刊になる 1908年まで
Bhupendra Nath Datta,Abinash Chandra Bhattacharya,Barindra Kumar Ghoseら のい

わゆる過激派の編集により刊行された週刊誌。

(二)共産主義について

流刑地から戻つた私は多分 1923年 に初めて共産主義の理論を知った。当時,恐 らく革命運
動組織のだれ一人としてこの新しい理論を知る人はいなかったであろう。その後,1925年 に再
び入獄するまでに私は共産主義の理論についてはかなり親しんだ。ずいぶん沢山の信頼すべき

文献も読んだし共産主義者たちともずいぶん議論した。革命運動に携わるかたわら「幽囚記」

の第二部を執筆しながら共産主義の理論を必死になって理解しようとしていた。共産主義の理

論の一部を自分の中に受け入れはしたが一部は今なお受け入れることが出来ずにいる。共産主

義の経済理論の多くを私は受け入れたのだが,経済理論と哲学的にまた理性的に見て真実でな
いと判断される共産主義の唯物論の多くの理論とが強引に結びつけられているのだ。私は今も

神の存在を信 じているし近代科学の発展によって徐々にインド哲学の立場が確かなものとなっ

て行きつつあるように思う。今日我が国の一部の人は猿真似に陥って唯心論を認めずそれを主

張する人たちを嘲笑している。 (pp.18-19)

実際のところ,各 自の関心,育ち,交際相手に影響を受けてその人の考えが出来上がるもの
だ。慎重に考察して何らかの理論を採 り入れることは稀にしかないものだ。国家的レベルで今

日献身的にまた勇敢に前進 している人たちの影響は当然大きいであろう。ロシアの革命運動の

成功に引きつけられて我が国の多数の青年が感化されつつある。唯物論の信奉者たちは近代科

学が唯心論を根底から覆 したのだと信じている。しかしそういうことはすべて根拠のない話な
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のだ。

偏見なしに近代科学について検討してみるならば,科学が単に感覚器官の対象のみを探究し
ていることを認めなくてはならないだろう。したがってわれわれは感覚を超越 したものの存在

そのものを科学の力でどうして否定できようか。機器の発明によつて人は感覚器官の力を増し

感覚器官で見えなかったものが機器の力で感覚器官でも捕提出来るようになったことを知るの

である。今日の科学の進歩によって,われわれがよく知っている光線,すなわち,われわれが
感知できる光線以外にも既知の光線以上に強力で驚くべき力を有する光線が多数存在している

ことを知るに至つたのである。機器がさらに発達するならばわれわれの知っている世界,すな
わち,われわれの感覚で捕捉できる世界よりも感覚を越えた世界のほうがはるかに広大で驚異
に満ちているのがわかるようになるであろう。われわれ人間は既知の世界と未知の世界との境

界線上に位置 しているのだ。機器に頼らなくても人は感覚を超えた世界を知ることの出来る力

を獲得できるのだ。 (pp.19-20)

(三) 革命運動組織 と共産主義者

もう一つ特に重要なことを記 して置く。デリー
*1で
はもう一人の人物に会つた。年齢はお

よそ 30歳ほどであったろうか。それまでは会つたことのない人でクトゥブッディーン・アフ
マ ド
ネ2と
名乗つた。名前を名乗つた際にマーナヴェーンドラ・ラーイ M.N.Roy(Manavendra

Nath Roy)*3の 使いでやってきたということだつた。それを知って私は大変嬉しくなり興味を

覚えた。アフマ ド氏は大分以前から私に会いたかったということとラーイが私をモスクワに招

いている旨を伝えた。モスクワでコミンテルンの会議が開催される予定があり彼が私にも出席

を望んでいるので自分はそのことで私に会いに来たのだということだつた。

私は私で以前から共産主義について詳 しく知 りたいと思つていた。アフマ ド氏の話は私に

とつては渡りに船というところだった。氏とはずいぶん長時間に亘り話 し合つた。私は人生で

初めて共産主義の本質について直接理解することになった。私の人生における一大歴史的事件

であった。

アフマ ド氏は共産主義が目指しているのは社会の一切の財産が個人の所有に帰するものでは

なく社会のもの,公有制になるようにすることだと話した。それを聞いた途端私の脳裏に浮か
んだのはヒンドゥー教の四住期制度のサンニャーサ・アーシュラム (隠遁期)の ことだった。そ
こで私は即座にそれは人間が最高に進歩した場合の話ですねと応じた。人間が最高に進歩せず

に社会の富が個人の所有ではなく社会全体の所有物となるのであろうか。するとアフマ ド氏は,

いやそれは革命という方法でも財産が個人の手から社会の手に移 りそうした中で教育を介して

人間が最高のものになることが出来るような社会秩序をこしらえることが出来るのですよ,と

話した。これは私にとっては全く新しい考え方であった。私はしばし目を見張つた。次にアフ

マ ド氏の話は大いにあり得ることかも知れないと思った。一瞬私の頭の中には隠遁期のことに

ついてふつと疑間が湧いてきた。ヒンドゥー教の社会で一生涯苦行を重ねた結果として到達す

べき最高点と定められている場所に人はそれほど容易で簡単な道を通つて到達出来るものであ

ろうか。だが,こ の疑念はほんの一瞬頭に浮かんだだけだった。すぐに,革命が起これば人は
ヒン ドゥー教の社会が示した理想への道を進むことが出来るようになるのかも知れないと思つ
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た。共産主義について詳しく知りたいとの思いが深まつた。時間を改めて再度アフマ ド氏と会

い共産主義の理論について何時間にも亘って話し合うことになった。

クイーン・ガーデンに腰を下ろしてのアフマ ド氏との対話は何時間も続いた。氏は古代から

現代に至る H.G.ウ エルズ
*4の
著した歴史にかかわる書物から例を引いて,かつて女性が支

配者であった時期のこと,その当時女性の支配により社会秩序はすべて女性の意のままであつ

たことや男性は女性に従属していたこと,すなわち,支配者の利益に応じた秩序が出来上がる

ものであることを語つた。氏の言では,風俗・習慣や社会秩序などというものは永遠の理法に

よつて決まるのではなく支配権力を持つ者の意向や利益に基づいて定まるということであつた。

社会も支配権力よって発展が定まるのだという。政治権力によって社会での教育,産業などの

秩序はひとりでに正しくなるのだという。政治権力の支援があって初めて個人が発展する方途

も確かなものになるのだという。今日の社会に見られるすべての混乱の根元にあるのは社会の

富の生産手段をすべてごく少数の人たちが手中にしていることにある。彼らは自分たちの望む

ように社会秩序をこしらえ自分たちの都合のいい方向へ社会を導くのだ。政治権力もその連中

が握つているのだ。一方には富が溢れ他方には貧困の惨たらしい圧迫により無数の人たちが悲

鳴を上げている。民主主義の行われているところでも資本家たちが勝手気ままに振る舞ってい

る。建て前では民衆が国政にかかわる一切の権限を平等に持っているのだが,金持ち連中は貧

乏人の投票権を自分たちの金力で手に入れるのだ。だから真の民主主義政治というのは社会に

貧富の差別がなくなって初めて可能となるものだ。貧富の差別は富の生産手段が個人の手から

社会の手に移つた時に消滅するものなのだ。それには革命に頼るしかない。もしも社会に経済

的な平等がなければその社会の秩序も国の政策にも欠陥が生じ有害なものとなる。

私は心静かにそして真貪1にアフマ ド氏の話に耳を傾けた。今まで革命運動に関するいろんな

歴史書を読んでいたし国の興亡について数多くの書物を読んでいたのだが共産主義の経済観に

よって歴史上の出来事を理解することは学んだことがなかった。人生で初めてアフマ ド氏の助

力により共産主義の経済についての理論の独創性を知って私は驚嘆した。今までこの理論を知

らなかったことを恥じ悔 しい思いをした。話をしているうちに時には歴史上の根元的な疑間に

ついて時には経済の不思議な動きについて,あるいは,経済問題から宗教問題について,ま た ,

宗教問題から哲学の一元論や唯物論などについて深遠な哲学の小径を幾時間もの間逍遥 したの

であった。アフマ ド氏に出会い話をしたのは大変嬉しかつたのだが,また,同時に新しい理論を

知って驚嘆もしたのであった。人生にかつて経験したことのなかつた新しい問題が出来したの

であつた。それまではヴェーダーンタ哲学に囲い込まれて知識と行動の異常な拮抗の中に陥っ

ていた。また,暴力と非暴力の対立にも陥りいささ力ヽ いに動揺をきたしていた。ガンディー主

義及びサティヤーグラハ方式と武力革命方式との間の激しい対立があったので大変厳しい問題

に直面しなければならなくなっていた。私は今ついに共産主義の唯物論,経済的な観点からの

歴史解釈と政治についての新 しい観念から生じた政治的,ま た哲学的錯綜に陥り人生に新しく

複雑な課題を抱えることになったのだった。

財産が個人の所有ではなく社会の公有のものになるということの背景にある偉大な理想を

私は否定することは出来なかった。しかし,生産手段そのものが富であるということを私はデ

リーでは十分に理解できなかった。このことについて私の頭に最初に浮かんだ思いは, 自分は

この偉大な理想に従つて行く資格がないということだつた。私にはやはリサンニャーシー,す
なわち,隠遁者の理想が思い浮かび自分にはその力量がないということだつた。それと同時に
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私は社会のあらゆる発展は経済制度によつてのみ可能だという見解を受け入れることが出来な

かった。アフマ ド氏に私がヴェーダーンタ哲学の本質について少し説明を始めると氏はそうい

うことは哲学的な思索の場では立派なことではあり得ようしそれなりの意味のあることかも知

れないが,宗教に対して共産主義が敵対していることとこの哲学的思索とは特別な関係にはな

いのだと語つた。

今このようなことを思い返してみるとアフマ ド氏はヴェーダーンタ哲学についてあまり知識

を持つていなかったのではないかという感 じがする。あるいは,同氏は私を徐々に自分の土俵

に引き込もうとの思いから私の強固な哲学的志向に対し忍耐強さを示して,哲学的思考と宗教

的感情とは二つ別個のものであることを私に説明したかつたのかも知れない。同氏の,宗教の

ために世界には惨苦が生じたのだという主張は私もかなり認めなくてはならなかつた。しかし,

私は,宗教が正しく機能しなかつたから宗教そのものも実際には正しいものではないのだとい

う説には全く同意しなかった。歴史上,数多くの機会に宗教が悪用された。だから宗教が正し

く役立つことはあり得ないということは理屈に適っていないし歴史的に見ても真実ではない。

それに経済的な観点ばかりで歴史を解釈 しようとすることも合理的ではない。このようにして

共産主義に接することで私は人生に一つの大きく新しい理想に出会ったように感じた。しかし,

共産主義の理論には偉大な理想と共にその日私が受け入れることのなかった,そ してその後こ

れほどの歳月思索し研究した今日に至るも受け入れることの出来ない幾つかのものが付随して

いる。私は論理的に,哲学的に,そ して悟性という点から唯物論を今日もなお真理だとは思わな

い。何か新しい理想の観念は単なる唯物論的観点からは生じ得ないものなのだ。 (pp.314-318)

(註 )

*l Sanyalは 1923年 9月 15～ 19日 にデリーでインド国民会議派の臨時大会が開催された

際に参カロしていた。
*2 Qutubuddin Ahmed → スミット・サルカール 「新しいインド近代史」IP.333
*3 マーナヴェーンドラナー ト・ラーイ l― くlqマナベン ドロナ ト・ロイ )

(1887-1954)1日 名はノレン・ボッタチョルジョ (ナ レーンドラナー ト・バッターチャーリヤ)。

ベンガル出身の革命運動家。コミンテルンで活動。インド,メ キシコ,中国などでの共産主義

運動に携わった。
ネ4 H.G.ウ エルズ (Herbert George Wells) (1886-1946)イ ギリスの小説家,文明評

論家。

(四 )「インド共和国協会」 ― 綱領 と規約

私は革命運動の役割と必要性についてまとまった書物を一巻書き上げたいと願つていた。革

命運動に対してなされてきた批判が取るに足らぬものであり,愚か者たちによるつまらぬ自慢

に過ぎないことを証明するためこれまで語られてきたすべてについて反駁 したいと強く念じて

いたのだが,甚だ残念なことに何一つなし得ずに今日に至っている。この種の書物を著すには

十分な時間が必要であるが,私にはその時間がない。筆を執ろうとすると組織活動が滞つてし

まう。組織の仕事に取りかかれば執筆の時間がない。このような状況の中で私は自分たちの組
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織の綱領を定めた。自分の考えではインドの革命運動の歴史においてこの綱領書には特別の重

要性がある。この文書は今日警察の管理するところとなっている。しかし,カ ーコーリー事件

の判決文の中に相当な分量が引用されているのでその引用部分からこの綱領についてその一部

をここに紹介したいと思 う。これを読めば読者諸氏には北部インドの革命運動がどれほど確た

る理論の上に開始されたものであったかが明らかになるであろう。

ラースビハーリー・ボース氏が北部インドで革命運動を行つていた頃には何の綱領もなかっ

た。米国とカナダで活動していた諸々の革命運動の党はガダル党の名で評判になった。ベン

ガルに存在 した革命党はそれぞれ別個の名を名乗つていた。この度私が結成した組織は The

Hindustan RepubLcan Associationと 名づけられた。アワド中央裁判所の判決文からこの組

織の目標と構成及び規約について下に引用する。

イン ド共和国協会 綱領 と規約  (抄 )
名称    本会の名称を The Hindustan Republican Associationと する。
日標   組織的な武力革命によリインド共和国連邦の建設を本会の目標とする。本

共和国の憲法とその最終的形態の決定とその宣言は人民代表によりその決定が実現可能となっ

たときになされるものとする。普通選挙を基盤 として共和国連邦を組織するものとする。本共

和国連邦においては人が人を搾取する機会の得られる制度は一切廃止するものとする。

構成

運営委員会   本会のあらゆる活動は中央委員会によつて運営されるものとする。
中央委員会はインドの各州の代表から構成される。そのすべての決定は全代表の承認によつて

なされる。中央委員会は絶対的な権限を有する。各州の活動の一切に関する情報を中央委員会

は管理する。各州の活動を調整しその目的達成を相互に関連づけそれを管理することを中央委

員会の主たる任務とする。外国における活動は中央委員会の所管とする。

州組織   通常,各州に下記の 5部門のそれぞれ 5人の代表をもつて執行委員会を
構成する。州のすべての活動を本委員会が管理する。本委員会のすべての決定は全会一致の議

決によるものとする。 次がその 5部門である。  1.広報活動  2.人員募集  3.資金調達及
びテロ活動  4.武器調達とその安全管理  5.外国との関係樹立

1.広報活動  (A)公開 。非公開の印刷物による。(B)個人的な接触による。(C)公開
の集会などによる。(D)宗教講話を巧みに利用する。(E)幻灯機の利用による。

2,人員補充 県の運営責任者による活動による。
3.資金調達及びテロ活動 資金調達は一般に自発的な寄付金によって行 うが,適宜

武力によっても行 う。外国勢力によって極度に苦痛の与えられる場合にはそれに適切に報復す

ることを本会の義務とする。

4.武器調達とその管理 本会の各構成員の手元に武器を調達するためのあらゆる努
力をなすものであるが,それらはいろいろなセンターに保管され州委員会の管理下に利用する

ものとする。この部門の長,も しくは,州組織の責任者の許可や承認なく武器を移動させては

ならない。

5.対外部門 この部門の活動は一切を中央委員会の管理・運営によるものとする。
県の運営責任者とその責務 (省略)
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県の運営責任者の能力 (省略)

州及び中央委員会 それぞれの委員会のメンバーはそれぞれの組織のメンバーが十分

に発展を遂げその技能を十分に発揮できるように特に意を注ぐべきである。それをなし得なけ

れば本会は衰退する可能性がある。

活動 本会のすべての活動は公然活動と秘密活動の二つの方法によつて行われるもの

とする。

公然活動

1.図 書館,体育館,奉仕会などの形で様々な会を設立する。

2.農民と労働者を組織する。本会から有能なスタッフを工場,鉄道,鉱山へ派遣 して労働者

への影響が及ぶようにし労働者たちが革命の手段ではなく労働者階級の安寧のために革命が行

われることをしつかり認識するようにする。農民も労働者同様に組織化する。

3各州からそれぞれ週刊の機関紙を刊行しそれによつてインドの独立と共和国について広報

活動を行 うこととする。

4.外国の現状や思潮の動向などの理解のため小冊子などを刊行するものとする。

5.コ ングレス (イ ンド国民会議派)及びその他の公共活動に対して可能な限り本会の影響を

及ぼしそれにより出来るだけ利益を図るものとする。

秘密活動

1.秘密裡に印刷所を設置して公刊できない文献や資料を提供する。

2.上記の文献 。資料を広める。

3.全国の各県にこの印刷部門の支部を設置する。

4.可能な方法で資金を獲得する。

5.反乱発生の際,武器工場の運営及び軍の指揮を可能にするための適切な人材を外国で軍事

訓練及び科学教育を受けさせるため派遣する。

6.外国から武器を調達し,またそれらの製造を試みること。

7.外国在住のインド人革命家たちと密接な関係を保ち完全な協力関係を築くこと。

8.イ ギリス軍隊に本会の構成員を入隊させること。

9.時に応じて (イ ギリスヘの)報復の目的で本会の信条に一般大衆の共感を引きつけるよう

な活動を適宜行 うこと。そうすれば大衆の共感により利益を得ることが可能となる組織を作り

上げることが出来よう。

構成員

1.構成員は本会の活動に自分のすべての時間を費やすものとする。また,必要とあれば自分

の生命を危険にさらす覚悟を常にしておくものとする。各県の運営責任者はこのような覚悟を

した構成員を入会させるものとする。

2.各構成員は県の運営責任者の命令に絶対服従するものとする。

3:各構成員は自分の個々の能力・技能を向上させるため最大の努力をするものとする。本会

の活動の成否と意義は各構成員がどれほど勤勉で自発的であり有能で責任感に満ちているかに

よる。各構成員はこのことを肝に銘じるべきである。

4.各構成員はその行動により本会の目的に如何なる汚点もつかぬように行動するべきであり,

また直接的,間接的に本会に損害が生じないように行動 しなければならない。

5.県の責任者の許可なくしては本会構成員は他の組織の構成員になることは出来ない。
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6.各構成員は県の責任者に通知することなくその部署を離れてはならない。

7各構成員は一般民衆及び警察が活動家との何らかの関係を疑うことがないような行動をと
るものとする。

8.各構成員はその個人的行動,あ るいは,ただ一つの過ちによって会全体が崩壊に至ること

を肝に銘 じるべきである。

9.各構成員はその日常行動に関して県の責任者に対して一切を秘密にしないものとする。

10.各構成員は 背信行為をなした場合,会から追放されるか死刑に処せられるものとする。
死刑を与える権限はすべて州委員会に所属するものとする。 (T奇 赫 pp.322-328)

(五)「イ ン ド共和国協会」の足場について

イン ド共和国協会 Hindustan Republican Association,す なわち,イ ンド共和国連邦の綱

領 と規約 とを注意深く読むならば,北インドの革命運動が民主主義と社会主義の理論の上に成

り立っていたことが判るであろう。そしてこれは単なる空想の産物ではなかつたのである。日

的達成のためにインドの選ばれた青年たちが家庭のしあわせを,親の愛情を,兄弟姉妹の愛と

温もりを,世俗の誘惑を断ち切つて絞首台に上ったり終身流刑の独房の恐怖に決してひるむこ

とがなかったのだ。

当時ロシアにはすでに革命が起こつていた。共産主義の赤い炎に全世界の被抑圧者たちや大

帝国の支配者たちは動揺 し混乱し怯えていた。それ以来欧米においては共産主義の理論に基づ

いた激 しい運動が生じており日に日に激しいものになりつつあった。そのような状況を念頭に

置いて北インドの革命運動を論じるとするとその運動は単なる子供つぽい振る舞いとか近視眼

的で生意気な青年たちの無思慮で無ネしな振る舞いだとか絶望的な活動家たちの軽率な振る舞い

ではなかったことが明確になるであろう。もし大仰な言葉遣いで,あ るいは,高邁な理論に言

及するだけではある運動の意義を考えることができないのだとすると世界に何か新しい理論が

広まつた際にはその始まりは限定された形でまた主として思想の面でだけ生じるものだと言え

ば十分であろう。この地の革命運動家たちは困難を極めた状況にありながら世界最強の帝国主

義の攻撃に耐えインド人の無気力化し沈滞した精神を自分たちの命を犠牲にして甦らせたのだ。

1922年初めにサティアーグラハ運動が沈滞してから'30年 に至るまでの問,マハー トマー・ガン

ディーの関与は何らなかったのだ。この間革命運動だけが全世界に向かつて,イ ンド解放のた

めインドの青年たちが自分の命を犠牲に差し出せることを高らかに宣言したのであった。1929

年のラーホールでの国民会議派年次大会での議長パンディット・ジャワハルラール・ネルー氏の

演説を注意深く読むならばインドの革命運動がインドの国政政治家たちにどれほど強い影響を

及ぼしたかが判るであろう。私の記憶違いでなければネルー氏はその演説の中でインドの青年

たちの革命運動こそがインドの民族運動の生命を繋いできたとまで言つてのけたのであった。

(pp.328-329)

われわれの協会のこの綱領のすべてをメンバー全員が十分に理解していなかったことは事実

であり得よう。この綱領を完全に理解するには次の二つのことを知ることが特に重要である。

インド文明の本質を十分に理解 していない人は共産主義の欠陥を正確には理解出来ないのだ。

したがつてインド文明に愛着を感 じない人や人類の発展にインド文明が貢献するものであるこ
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とを信 じない人はこの綱領を正しく理解できない。また,共産主義の理論全体は不可分なもの

でありそれを完璧なもの,誤謬のないもの,無謬のものと信じ込んでいる人もわれわれの協会

のこの綱領を完全には理解できないのである。何故ならばそのような人はこの綱領には共産主

義の全ての理論がそつくり採 り入れられていないのでこの綱領の作者は共産主義の理論を正確

に理解 していないと判断するからである。そのため一方ではジャワハルラータレ
。ネルー氏のよ

うな人が革命運動家をファシス ト呼ばわりするかと思えば他方では一部の若いマルキス トがわ

れわれの綱領を批判 して今になつてこの綱領の作者である Sanyal氏は共産主義理論を十分に

理解 していなかったから階級闘争について全く触れていないのだとして批判している。 (p.329)

(中略)…

共産主義理論において経済史的観点からの歴史解釈は特別重要な位置を占めるものである。

また,その解釈の根底には階級闘争の観念がその中軸となつている。これらの理論を受け入れ

ない者は厳密な人たちから見れば共産主義者ではないことになる。小子は特別に注意深くこれ

らの理論を学び慎重に考察を加えたが,今 日に至るもそれらを受容できないでいる。しかしな

がら,独立インド共和国においては労働者と農民の利益を適切に保護すべきであるとした。歴

史上繰 り返し見られたところであるが,労働者・農民階級の協力によつて成った革命であるの

に革命後にはそれを成し遂げたその階級が無視されてきたのだ。したがつて,革命後の国の再

建に際しては労働者,農民の利益を慎重に保護するべきである。しかし,それだからと言つて

前進するには階級闘争によるしかないとか経済の観点からの歴史解釈を受け入れる
べきだとは

ならないのだ。 (pp.330-331)(中 略)…  ここで次のことを明らかにしておかなくてはならな
い。われわれの協会の綱領には共産主義の多くの理論が採 り入れられている。採 り入れられて

いない理論はわれわれが理解出来なかつたからではなく熟慮の上で採 り入れられなかつたので

ある。この綱領の一つの特徴は共産主義的観点からこの綱領を作製したにもかかわらずその名

称に共産主義とか社会主義という言葉を用いていないことである◇社会主義を知らなかつたか

らだとか理論を受け入れられなかつたからと解釈するのは誤 りである。われわれは社会主義と

いう名称を用いるならばわれわれを支援してくれていた多くの資産家がわれわれに協調しなく

なる可能性を心配したからであつた。ただ,そのことを考えて社会主義という言葉を会の名称

に用いなかつたのだ。パンジャーブのサルダール・グルムク・シンの党を見て私も自分たちの組

織の名称を社会主義に関連づけたものにしたかつたのだが,親友のジャイチャンド教授の忠告

があったのでそうしなかつたのだ。われわれが逮捕された後にサルダール・バガット・シンが

この協会の名称に「社会主義」を付けたが,特筆すべきことは,その名称以外内容には何ら変

更がなされなかつたことである。 (pp.331-332) … われわれの組織の目的を述べたところに

は,われわれが志向するインド社会の将来像には人が人を搾取することがあり得ないような社

会制度とはっきり述べられている。さらには,協会が発行した宣言書にはインドの将来の国家

制度では大工場や産業は個人によつて営まれるのではなく鉄道,炭鉱などは国家の管理するも

のとある。船舶の建造や運行は社会の管理下に入る。公然活動の第 2条を読むならば,偏見を

持たない人ならば共産主義の根本原理をわれわれが大きく採 り入れていたことを理解するであ

ろう。この公然活動に関する第 2条を読むならば共産主義理論の階級意識の概念がわれわれの

考えや決意の中で作用していたことを疑う余地はないはずである。 (p.332)…パンディット・

ジャワハルラール・ネルー氏がインドの革命運動家たちはファシス トであつたと述べているの

も全く過つた主張である。ここにそのことを論じる必要は全くないものと考える。 (p.333)
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あとがき

先にバグワーンダース・マーホウル氏の文章について触れたが,彼は序文の最後にビスミル
の手記の原稿を探 し出して国立アーカイヴズに保存することがインドの独立運動の殉難者たち

に対する感謝の念を表明することになるのではないかと記している。

その後ビスミルの手記が発見されたのか探し出す努力がなされたのかどうか知らない。その

ようなことについて調べることは久しく自分の仕事の外のことになっていた。合計すればイン

ドに数年を過ごしたことになるがマインプリーもシャージャハーンプルも訪れたことはない。

ゴーラクプルは訪れたことがあるがビスミルの獄死した刑務所を訪ねたこともない。政治犯も

収容されていたと聞いたアーグラーの刑務所は一年ほど間近に見る機会はあったがその中に立

ち入る機会もなかった。そこは今は一大商業センターになつているとか聞く。映画の中や一部

の文学作品などを読む中でサティヤーグラハ運動の一環として入獄 した人々の様子や一般的な

刑務所内の様子は想像することが出来たが政治犯として死に直面した人たちの心の中などは到

底想像力の及ばぬところである。BG.テ ィラクや M.K.ガンディー,J.ネルーなどの獄中生
活について知ることとは別次元のことである。そのような人々に関する記録やそのような人々

の表現したものが歴史的に甚だ重要なものであり文学的価値さえも備えた貴重なものであるこ

とは確かであろうが。

ビスミルの到達した地点はバガット・シンのたちの到達したそれでもない。もう少し長生き

したシャチーンドラナー ト・サーンヤール (シ ョチンドロナ ト・シャンナル)の立場とも異な
るようだ。ただ,不謹慎な表現かも知れないが,政治犯として死に直面しながら心の裡を誠実
に伝えようとしたビスミルの文章には心を強く惹かれる。そしてまたビスミルを一段と身近な

人物として感 じさせてくれたのはシヴ・ヴァルマーの短い文章であつた。

何事につけても安易に一般化して表現するのは慎まなければいけないのは承知の上で敢えて

申せば,イ ンドの男性にとっては母親や姉妹の名誉や存在はたとえ自分の命に代えてさえ惜し

くはないものである。実際そのような思いがどれほどの拘束力を持つものであるかは別にして

それが建て前だった。ヒンディー語で「母 (が飲ませてくれた)乳に恥をかかせる (Hlol可 y
uЧ lョ 1)」 とは男子が命がけで勇気を示すべき時に卑怯な振る舞いをすることのたとえである。

また「(母なる)イ ンド万歳 (ヽ
甲て HI。 1命 ЧЧ)」 とか「母なる雌牛 l― )」 という表現も同

様なものと理解すべきものであろう。ビスミルはこの自伝の中で母親への思いをいろいろと書

き記しているが,同 じカーコーリー事件で三度目の終身刑の判決を受けたサーンヤールも母親
への切々とした思いをその著「幽囚記」 (T命 輸T→ に綿々と書き記している。

そのサーンヤールの回想記は第一部と第二部が刊行されてすぐに禁書となったものの密かに

ではあるが熱烈に読まれたという。しかし,小子には次のような記述を当時の読者たちがどの

ような思いで読んだのであろうか, どのような感想を持ったのだろうかと気になる。ただ今は

そのことをここに書き記すだけに留める。

(ラ シュビハ リ。ボースなどがパンジャーブなどで 1915年 2月 21日 に予定していたインド

兵の一斉蜂起に運動してサンヤールたちが計画していたバナーラスでの反乱事件について言及

する中で)「…・夜陰に乗 じてバナーラス駐屯の英軍部隊を襲撃し弾薬庫や武器庫を占拠し英人有
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力者を捕らえて刑務所に入れ服役中のインド人囚人を釈放しその一部の者の支援も受ける予定

であった。当時は囚人や刑務所の実情を全く知らなかつたのだ。 … 夜明けと共に市民大集

会を開き資産家からは寄付金を募 り若者たちからはボランティアを募る。バナーラス市には教

育水準も知的水準も高く医者,教師,高級役人なども多かったベンガル人市民の諸々の団体が

ありその団体の構成員は 250人を下らなかつたのでその人たちを中心にして市内の治安維持や

市民生活の安全確保の任務を依頼するのが最適と判断された … 反乱が開始されるとそれら
のベンガル人たちと並んでヒンドスターニー人 (ベンガル人ではない地元の人の意…訳者註 )

青年たちの中からもわれわれの反乱に協力するボランティアが多数現れるであろう…と期待さ

れた。一旦反乱が起こつたとなると武器を所持している兵士たちが勝手な振る舞いをする恐れ

があるが,彼 らも自分たちの利益のためには教育があり決断力めある反乱側の指揮官の命令に

従 うしかないであろう。弾薬庫や武器庫を占拠すると同時に自分たち自身が重装備をするよう

に努めなくてはならない。 ドイツ (と の)戦争 (欧州大戦)が これほど早く始まるとは考えて
いなかつたので戦略とか作戦計画などについてはわれわれは全く無知であった。ラシュビハリ・

ボースがパンジャーブに移動した後,自 分たちはブリタニカ百科事典で Strategyと か Warfare

の項を読み始めた … ブリタニカの中でもGenerals are made in the neld of battleと いう

文章も読んだしそれを読んで自分たちが優秀な指揮官になれないことはもちろん知つていたの

だが ・… ともかく自分たちがしたことを記すとそういうことである。そのことで自分たちの

幼稚さが知られようとも恥じるものではない。

2月 21日 (一斉蜂起予定日)に駅と電報局の様子を探 りに自転車に乗つてバナーラス・カン

トンメント駅に行き列車の運行と電信が全く通常通りであることを知った。当日の夕方,同駅

である軍曹と会 う約束があったので彼を待つ間に購入して読んだ新聞 (パイオニア紙)でラー

ホールで (事件関係者の)逮捕が始まつておリイギリス軍兵士により市中にピケが張られたの

を知った。 (pp.86-88)― (中略 )

(われわれの計画を打ち明けられ反乱に協力を呼びかけられた側の)反応もすべての連隊か

ら期待できるものばかりではなかつた。 ― ムスリム兵士のある連隊からは次のような反応
が返つてきた。

君たちは俺たちをまるで子供扱いしているのか。イギリス軍を相手に戦うのは子供の遊びご

とではないのだ。君たちの側にはだれかナワーブかマハラージャーのような味方がついている

のか。そうでなければだれが資金援助をするのだ。反乱が始まったら即刻無線で世界中に情報

が伝えられて短時日のうちに君たちは敵軍に包囲されることになる。そうなつた時に何とか持

ちこたえられるのか。武器弾薬をどの程度確保 しているのか。俺たちは餓鬼でもないし狂人で

もない。そんないい加減な話を伝えに来るな。そりゃ本当に反乱が始まつたとなつたらおれた

ちも国民に敵対するようなことはしないが。でも,ま あ見ておれ◇何事も起こらぬから …」

(p. 89)

ラームプラサー ド・ビスミルの自伝は小子が 1961年 7月 上旬に最初に渡印するまでの 2か

月ほどの間,当時第 3学年の教材として使用したものである。しかし教材としての使用は当然

中断せざるを得なかつた。2年足らずで帰国したもののこれの翻訳のために十分な時間は得ら
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れず部分的な作業のまま今日に至った。歴史とは別の関心から始めたラージェーンドラ
・プラ

サー ド元インド大統領の自伝の翻訳はかなり早くに完了したが,由がりなりにも発表できたの

はそれの冒頭部分のごく一部にしか過ぎない。

イン ド独立運動やこの時代に生きた人たちについては今も関心を持つてはいるものの残念

ながらそのようなことについて調べものをすることの出来る時間の余裕はもはやなくなつてし

まつた。

関心とは言 うものの世間の失笑を買う程度の無責任なものにしか過ぎない。1976年 にア
ム

リットサル市の 1919年のジャリヤーンワーラー・バーグ事件の現場で親の代からそこに居住

し勤めている公園管理人に聞いた話は全く予想外のものであつた。その人の話では子供心に恐

いもの見たさにその夜現場を遠くから見たら遺体から貴金属などを剥ぎ取つているらしい人た

ちがいたので恐ろしくなつて家に逃げ帰つたという。また,1975年 にアラーハーバー ドを訪れ

た際には車夫が元アルフレッド・パークに建つチャンドラシェーカル・アーザ
ー ドの像をだれ

かラージャーのものだと説明しているのを聞いたように記憶する。サテイヤーグラ
ハについて

一生知ることもない世代や社会階層の人がいても不思議ではないのであろうと思つたものだ。

小子が知らないだけのことなのだろうが,15歳そこそこだつたアーザード少年がサテイヤーグ

ラハに参加し官憲から鞭打たれた話やその後の武勇の誉れは教科書にも載っているようだが,

その遺族のことや故郷とのつながりの話は寡間にして問いたことがない。今も気になって
いる

ことである。さらに残念なことであり恥ずかしいことであるが,ラ ームプラサードの写真もま

だ見たことがないし両親の名前も不明のままである。インドが独立を達成してやがて 60年が

経とうとしている。その後数多くの新事実の発見
。発掘があつたものと思われる。訳者として

はひたすら不勉強をお詫びするしかない。

最後に私的なことであるが,イ ンドからばかりでなく海外からの書籍の入手が極めて困難で

あった時期に様々な障碍の中,本書を取り寄せて下さつたのは極東書店の内藤氏であつた。同

氏には公私ともに大変お世話になつたというより大変に御迷惑をおかけした。今さらお詫びの

しようもないが,ご厚情に対しここに深い感謝の念を記す次第である。

以上のような事情で本書は個人的な備忘録にしか過ぎないことをお断りしておく。

2007年13月 15 日

訳者
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掲載 した 9名 の方々の肖像画及び写真の出所はそれぞれ次の通 りです。

ラームプラサー ド・ビスミル ,ラ ージェーンドラナー ト・ラーヒリー ,ロ ーシャン・シンの肖像画

Banarasid¨ Chaturvedi,Atmよ atha_Bmarasidas`Bis面 1',Delhi,1958〒 限哺同T蘇 ゴ命 (き。),3T― く円yulく

`赫 ',断 ,1958
シャチンドラナー ト・サーンヤール及びゲーンダーラール・ディークシットの肖像画及びアシュファーク・ウッラー・

ハーン,マ ンマ トナー ト・グプタ,ガ ネーシユシャンカル・ヴィディヤールティーヨーゲーシュチャン ドラ・チャタル

ジーの写真

Malmlath Nath Gupta,Bharatiya Krallltika五 Andolana ka ltihasa,Dehi,1963(T円 可¬TF, ¬て論T…

…
可ぎ

“

田,問 ,1963)



ラームプラサー ド・ビスミル アシユフアーク・ ウッラー・ハーン

ロー シャン・ シ ン ラージェーンドラナー ト・ラーヒリー



シャチンドラナー ト・サーンヤール

マンマトナー ト・グプタ

ゲーンダーラール・ディークシット

ガネーシュシャンカル・ヴィディヤールティー

ヨーゲーシュチャントラ 。チャタルジー
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